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掛川市域は自然に恵まれ、古くから人々が住みつき歴史が重ねられて

きた地域です O この大地に刻まれた先人の足跡を知るとき、私たちは祖

先への畏敬の念と、その歩みを保存して子孫へ継承し、今日の文化の系

譜を伝えていく責務を感じずにはいられません O

地中に眠っている先人の生活の痕跡である埋蔵文化財は最近の開発に

よりその多くが消滅や破壊の危機にさらされています。昭和25年文化財

保護法施行以来、多くの方々の努力により国民の文化財に対する理解が

深まっていますが、その保存、活用には不断の努力と熱意が必要です O

埋蔵文化財はひとたび破壊されるとその復元は困難で、、そこに遺されて

いた文化のメッセージは永久に失われてしまいます。遺跡、や遺物を人類

共有の大切な宝として、次の世代に引き継いでいくことができるよう私

たちはそれらの文化財を責任をもって愛護していかなくてはなりませ

ん D

しかし現代に生きる私たちの生活のため、やむをえず遺跡が姿を変え

たり、消滅させられたりすることが多いことも事実です O その場合に

は、事前に発掘調査を実施し、記録保存というかたちで資料に姿をとど

めておいて郷土史やこれからの文化財行政などに役立たせるようにして

い ます O

今回の発掘調査は開発行為に先立ち、用地内に所在する曽我後遺跡に

ついて、静岡県教育委員会の指導を得て、掛川市教育委員会が調査主体

者となり、静岡人類史研究所が担当して実施されました O

調査の結果、古墳時代の竪穴式住居跡などを検出し、住居跡からは掛

川市域では珍しい竃(かまど)が発見されるなど貴重な資料を得ることが

できました O これらは今後の古代史解明の資料となることはもとより、

生涯学習宣言都市掛川市のまちづくりの資料として活用されることが期

待されます O

最後に、今回の調査及び本書の刊行にあたり、静岡県教育委員会、事

業者、地元の皆様はじめ関係各位のご理解とご協力に厚くお礼申し上げ

ます O

平成 6年 8月31日

静岡県掛川市教育委員会

教育長 大西珠枝
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l.本報告書は静岡県掛川市岡津字伊達方下辻171・1他16筆に計画されているボーリング場

建設予定地内に存在する曽我後遺跡の発掘調査記録である O

2.本調査は毎日企業株式会社の委託により、掛川市教育委員会が調査主体となり、静岡

人類史研究所が調査を担当して実施したものである O

3.調査にあたっては静岡県教育委員会文化課の指導のもとに、 「曽我後遺跡発掘調査連

絡会jを設置し、連絡会において発掘方法等の協議を行いながら調査を進行した。

「曽我後遺跡発掘調査連絡会」の構成は以下の通りである D

-調査主体者掛川市教育委員会教育長 大西珠枝

・指導機関 静岡県教育委員会文化課指導主事 五島康司

指導主事 増井啓太

・調査担当者静岡人類史研究所所長 森 威史

静岡人類史研究所調査部長 片平 剛

静岡人類史研究所学芸員 小谷亮二

・調査事務局掛川市教育委員会社会教育課課長 榛葉 稔

社会教育課課長補佐染葉暁夫

社会教育課文化係長津村久雄

社会教育課主任学芸員松本一男

・開発計画者毎日企業株式会社専務取締役 吉崎敬次

4.発掘調査は平成 5年9月29日より平成 6年2月4日まで実施した。また、遺物の整理

と報告書の作成は平成 6年2月7日より平成 6年7月30日まで実施した。

5.遺物の実測およびトレースは、小金津保雄、大倉妙子、田中久美子が行った。写真撮

影は小谷亮二が行い、空中写真の撮影は株式会社東日に委託した。

6.原稿の執筆は、松本一男(掛川市教育委員会、第 I章)、小谷亮二(第E章~第W章)、小

金津保雄(第W章)、森威史・小金津保雄(第V章)が分担し、編集は森威史・小谷亮二が

行った。

7.発掘調査および遺物の整理においては次の方々に御指導と御助言を賜った。また、中

嶋総合設計事務所の大杉課長には発掘調査を進めるにあたり多大な御協力を頂いた。

感謝の意を表したい。(順不同、敬称略)

柴田 睦鈴木敏則鈴木敏中芦川忠利池谷初恵システム提案

8.本調査における図面・写真・遺物・コンビュータにより処理したデータはすべて掛川

市教育委員会で保管している。

9.発掘調査および遺物整理参加者。

-調査員森威史・片平剛・小金津保雄・小谷亮二

-発掘調査作業員

伊藤正夫伊東みさゑ堀内藤一 宮崎昭太郎村松幸雄

安田小 作 山 内 誠 山崎祐代戸田増男 木下治

戸田寅平新本光茂 佐藤栄吉伊藤ちよ子伊藤わか子
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小野川算子築山慶長谷川勇次郎

・遺 物 整 理 大倉妙子田中久美 子鈴木亮子海野佳世子前川紀子

10.本書における遺構・遺物の表示は以下の通りである O

①遺構挿図の縮尺

各遺構の縮尺はパースケールで示した。

②スクリーントーン

E三ヨ遺構遺構面-焼土~排水構

③遺物挿図の縮尺

土器・石製品の実測図の縮尺はパースケールで表示した。

④写真図版の縮尺

土器・石製品の縮尺は任意である O

⑤断面図の水糸レベルは海抜高を示し、単位はメートルである O

⑥遺構の文章中に表記しである標高は遺構確認面の高さを表す。

⑦遺構の断面形状(長径または長軸に対する断面)の表現は下の図に基づくものである O

U字形

i:::;tnm::::~] I rm{:::n:::~l 
j:::;:::H;::tt;1 1 [::;:l{::1::::::j 
l::;~::1It:::ml 1 J三:;:k:;:不況

上に聞く U字形

123不況丸 II I rv:~rw:m !~:::~::nミ! I I I 1I:::k>~ 
i:::::;~t~:j~;~;\I 1 't:注※t<:~~ r社;:;~;~:~ 1 1 1広三七社
i::r:j:、;rl;:;:;;!~JLt@t:;:~:E:~::~ I;::;::l:;;:::tiミ11阪、iEjjjjj:;31

丸底状 上に広く開く U字形

|[Jil-n-TI LlJ 1 1 1 UJ U 1 1 1 1 11 1 
1;;;?l?:;:然J I Lt保恐没 収:rr:ll1 1 s業:iil l:;:;:::ikl|||μ年:::::j
jr:;rr:r 廷。ψ1ft;]彩~~~三迄~~~三芯匁~~ミ三訟~~~主:;ミ;:宰絞:t主宰転L伝~~~

上に広く開く V宇形 浅い丸底状 皿状

|I I I I I I I I LL1L I I II I I I I I I I I I I 
iミヨちi...11 1 ~タ長:冴 LLJ 1 1 1 UJ  LI I 1 1 1 1 1 1 
l:r:Wt:t:孫、μ~:::kr:t::J rwr~ 川必;::r:rr:~ [::;:~I IÃ~~m 

:
 
:
 
:
 
;
 
;
 
;
 
:
 
!
 
;
 
;
 
;
 
:
 
:
 

(
 

ノ
λ
ノ

圃

i¥vuvx
一hx'
一V

ー

:
F

:

 
j

:

 

5

1

 

i

!

 

1

1

 
:

!

 

!

1

 

i
 

;

j

L

 

可

E

i

-

-

E

l

i

 

-、

!

、

!!
 

r

!

 

ー

:

:
 

i

:

 

:

;

 

ー

;;

:

 

i

:

 

ー

;

:
 
:
 
:
 
;
 
;
 

;
 
:
 
:
 
:
 
:
 
:
 
:
 
;
 

狭い舟底状

F::::f::::rp:: 

;
 
:
 
:
 

(
 :
 
:
 
;
 
:
 
:
 
;
 
:
 
;
 :
 

:
 :
 

;
 :
 
:
 
:
 
:
 
!
 
!
 
!
 

え
y
T
l
H
X
3化
遺

1

1

 

f

j

 

i

j

 

J

;
 
:

;

 

:

;

 

:
;
 

一

-

-
h
:
:
-

r

j

 

j

!

 

、

!!
 
:
 
!
 
!
 
:
 
:
 
;
 
:
 
:
 
:
 

:
 :
 
:
 
;
 
:
 
:
 
:
 
:
 
:
 
:
 
;
 

舟底状

上に開く V字形





目次

一三口

序

例

第 I章発掘調査に至る経緯

第 E章 遺跡の立地と歴史的環境

第 l節遺跡の立地

第 2節歴史的環境

第四章発掘調査の概要

第 l節調査方法

第 2節発掘調査の経過

第 3節遺跡の層序

第W章発掘調査の結果

第 l節 弥生時代の遺構と遺物

第 2節 古墳時代の遺構と遺物

第 3節 奈良・平安時代の遺構と遺物

第4節 その他の遺構と遺物

第V章調査の成果と課題

付表土器観察表

写真図版

目次

2 

6 

史
U

A

U

ヴ
，B

咽
-
E
A

咽
-
E
A

16 

44 

146 

168 

176 



挿図目次

挿図目次

図ll-l-l 曽我後遺跡の位置図....・H ・....・H ・....・H ・...・H ・.........................................................2

図ll- 1-2 曽我後遺跡周辺の地形区分図.…....................................................................2

図ll-1-3 曽我後遺跡周辺の地質図....・H ・....・H ・.....・H ・.......................................................4 

図ll-2-1 曽我後遺跡周辺の遺跡分布図 H ・H ・....・H ・....・H ・-…....・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・....・H ・.6

図Ill-1← l 調査対象地のグリッド設定図 ..…...................................................................8

図Ill-3-1 東地区の層序模式図....・H ・..............................................................................12

図Ill-3-2 西地区の層序模式図 ......................................................................................14

図N-1-1 弥生時代の遺構分布図 (溝状遺構)..…...・H ・...・H ・...・H ・-…H ・H ・...・H ・..…...・H ・...16

図N-1-2 第 8号溝の平面および断面図…・..................................................................18 

図N-1-3 第 8号溝の遺物分布図...・H ・...........................................................................19

図N-1-4 第 8号溝から出土した土器(1) ..............................................................20 

図N-1-5 第 8号溝から出土した土器 (2 )…...........................................................22 

図町一1-6 第 8号溝から出土した土器 (3) ....・H ・....・H ・....・H ・....・ H ・....・ H ・-…・…...・ H ・...・...24

園町一1-7 第 8号溝から出土した土器 (4) ....・H ・......................................................26 

図N-1-8 第 8号溝から出土した土器 (5 )….....・H ・....・H ・-……...・ H ・..…...・H ・-…H ・H ・..….28

図N-1-9 第12号溝の平面および断面図 ......................................................................30

図N-1ー 10 第12号溝の遺物分布図 ..................................................................................31

図N-1-11 第12号溝から出土した土器 (1) .…・.........................................................32

図N-1 -12 第12号溝から出土した土器 (2) ..............................................................34 

図N-1 -13 第13号溝の平面および断面図 ......................................................................36

図N-1 -14 第13号溝の遺物分布図....・H ・...・H ・..…...・H ・.....・H ・…H ・H ・....・H ・-…...・H ・...・H ・-…H ・H ・.37

図町-1ー 15 第13号溝の遺物出土状況図...・H ・.....・H ・-…・.....................................................38 

図N-1 -16 第13号溝から出土した土器.…......................................................................39

図N-1 -17 排水溝から出土した土器 (1) ....・H ・.......................



挿図目次

図N-2-11 第 2号住居祉の平面および断面図 ..............................................................52

図N-2 -12 第 2号住居祉の竃の平面および断面図....・H ・....・H ・・…...・H ・...・H ・...・H ・-…H ・H ・...54

図N-2-13 第 2号住居祉の遺物分布図 ..........................................................................55

図N-2 -14 第 2号住居祉の遺物出土状況図.…..............................................................56

図N-2 -15 第 2号住居祉から出土した土器 (1) ....・H ・-…...・H ・...・H ・...・H ・...・H ・-…....・H ・..57

図町一 2-16 第 2号住居土l上から出土した土器 (2 )と勾玉・…・H ・H ・....・H ・.....・H ・...・H ・H ・H ・.58

図N-2-17 第3号住居祉の平面および断面図.…H ・H ・.....・H ・H ・H ・..…H ・H ・...・H ・...・H ・...・H ・-….60

図N-2 -18 第3号住居祉の竃の平面および断面図…...・H ・....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・..62

図N-2 -19 第 3号住居祉の遺物分布図 ..........................................................................63

図N-2 -20 第3号住居祉の遺物出土状況図…・..............................................................63

図N-2 -21 第 3号住居祉から出土した土器 (1)......................................................64 

図N-2 -22 第 3号住居杜から出土した土器 (2) .…..................................................66 

図N-2 -23 第4号住居土l上の平面および断面図....・H ・...・H ・-…・……H ・H ・-…H ・H ・....・H ・...・H ・-….68

図N-2 -24 第4号住居祉内の土坑の平面および断面図....・H ・-…H ・H ・....・H ・...・H ・....・H ・..… 69

図N-2 -25 第4号住居士tI:の遺物分布図・・H ・H ・-…..............................................................70

図町一2-26 第4号住居杜から出土した土器.…..............................................................70

図N-2 -27 第 5号住居祉の平面および断面図....・H ・....・H ・..…・・H ・H ・....・H ・-…H ・H ・....・H ・...・...72

図N-2 -28 第 5号住居土I上内の土坑の平面および断面図…・H ・H ・H ・H ・.......・H ・-…H ・H ・...・H ・..73

図N-2 -29 第 5号住居祉の竃の平面および断面図・……H ・H ・....・H ・....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・...74

図N-2 -30 第 5号住居祉の遺物分布図 ..........................................................................75

図町-2 -31 第 5号住居祉から出土した土器........・H ・-…....・H ・....・H ・・・H ・H ・....・H ・....・H ・....・H ・..76

図N-2 -32 第 6号住居祉の平面および断面図....・H ・......................................................78 

図町一2-33 第 6号住居祉の遺物分布図....・H ・..................................................................79

図N-2 -34 第 6号住居祉の遺物出土状況図 ..................................................................80

図N-2 -35 第 6号住居祉から出土した土器....・H ・..........................................................80

図N-2 -36 第 7号住居祉の平面および断面図....・H ・-…...・H ・....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・-…...・H ・..82

図N-2 -37 第 7号住居祉の竃の平面および断面図 ....・H ・-…



挿図目次

図N-2 -51 第10号住居祉から出土した土器 (2) ..・H ・...…H ・H ・-…...・H ・.........・H ・...・H ・...98

図N-2 -52 第11号住居祉の平面および断面図.…....・H ・-…・・H ・H ・....・H ・....・H ・.....・H ・...・H ・....100 

図N-2 -53 第11号住居祉の竃の平面および断面図....................................................101 

図N-2 -54 第11号住居祉の遺物分布図….....................................................................102

図N-2 -55 第11号住居士止から出土した遺物...・H ・.........................................................102

図N-2 -56 第12号住居祉の平面および断面図 H ・H ・...・H ・・・H ・H ・...・H ・....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・...104

図N-2 -57 第12号住居士止の竃の平面および断面図 ....................................................105

図N-2 -58 第4号土坑の平面および断面図 ................................................................106

図N-2 -59 第4号土坑の遺物分布図…H ・H ・-…H ・H ・...…...................................................106 

図N-2 -60 第4号土坑から出土した土器 ....................................................................107

図町一 2-61 第 5号土坑の平面および断面図...・H ・.........................................................108

図N-2 -62 第 5号土坑の遺物分布図............................................................................108 

図N-2 -63 第 5号土坑の遺物出土状況図 H ・H ・..............................................................108

図N-2 -64 第 6号土坑の平面および断面図................................................................108 

図N-2 -65 第 5号土坑から出土した土器…......・H ・....・H ・..……....・H ・....・H ・....・H ・.....・H ・-…..109

図N-2 -66 第8号土坑の平面および断面図 ................................................................110

図N-2 -67 第11号土坑の平面および断面図...・H ・.........................................................110 

図N-2 -68 第12号土坑の平面および断面図....・H ・....・H ・-……....・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・-…...・H ・..112 

図N-2 -69 第12号土坑の遺物分布図 ............................................................................113

図N-2 -70 第12号土坑から出土した土器…H ・H ・....・H ・....・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・....・H ・-・・…H ・H ・...114 

図N-2 -71 第13号土坑の平面および断面図.…....・H ・....・H ・-…・・H ・H ・....・H ・.....・H ・....・H ・.......116

図N-2 -72 第13号土坑の遺物分布図 ............................................................................117

図N-2 -73 第13号土坑から出土した土器 ....................................................................118

図N-2 -74 第11号溝の平面および断面図....................................................................120 

図N-2 -75 第11号溝の遺物分布図.............



挿図目次

図町-3-1 奈良・平安時代の遺構分布図 (全体)…...・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・...・H ・H ・H ・-….146 

図N-3-2 奈良・平安時代の遺構分布図 (土坑) .........•.•......•............•................•... 146 

図町一3-3 奈良・平安時代の遺構分布図 (溝状遺構)….....・H ・-……H ・H ・....・H ・...・H ・-… 147

図N-3-4 第 l号土坑の平面および断面図 ................................................................148

図N-3-5 第 2号土坑の平面および断面図....・H ・-…....・H ・-…...・H ・....・H ・....・H ・...・H ・H ・H ・-… 149

図N-3-6 第 3号土坑の平面および断面図 ................................................................149

図N-3-7 第 7号土坑の平面および断面図 ................................................................150

図N-3-8 第10号土坑の平面および断面図....・H ・........................................................150 

図N-3-9 第 9号土坑の平面および断面図....・H ・....・H ・...・H ・..…...・H ・-…・・・H ・H ・...…H ・H ・-… 152

図N-3-1O 第 9号土坑の遺物分布図....・H ・....・H ・-…........................................................153 

図N-3-11 第 9号土坑から出土した土器....・H ・-…........................................................153 

図N-3 -12 第 6号溝の平面および断面図.…................................................................154

図町一3-}3 第 6号溝の遺物分布図 ................................................................................155

図N-3 -14 第 6号溝から出土した土器....・H ・....・H ・...・H ・..…・・H ・H ・.....・H ・....・H ・-…....・H ・...・...155

図N-3 -15 第 9号溝の平面および断面図・…................................................................156

図N-3 -16 第 9号溝の遺物分布図…・............................................................................157

図N-3-17 第 9号溝から出土した土器.…...・H ・.............................................................158

図N-3 -18 第10号溝の平面および断面図…・................................................................160

図N-3 -19 遺構外から出土した土器ーグリッド (1) ...・H ・.....・H ・・…H ・H ・...・H ・....・H ・...162

図N-3 -20 遺構外から出土した土器ーグリッド (2 )…H ・H ・...・H ・..…H ・H ・...・H ・H ・H ・-… 164

図N-3 -2] 遺構外から出土した土器ーグリッド(3 )……H ・H ・....・H ・..…H ・H ・..…...・H ・.166

図N-4-1 その他の遺構分布図(全体)…・................................................................168

図N-4-2 その他の遺構分布図 (溝状遺構) ....・H ・-…・・H ・H ・...・H ・...・H ・-…...・H ・.....・H ・...… 168

図N-4-3 その他の遺構分布図 (ビット ) ................................................................169 

図N-4-4 第 l号溝の平面および断面図.…................................................................170

図N-4-5 第 3号溝の平面および断面図....・H ・...・H ・....・H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・.....・H ・.....



表目次・写真図版目次

表目次

表V-2-1 古墳時代の土坑一覧表 ……H ・H ・...........・H ・...・H ・-…H ・H ・-……H ・H ・..……H ・H ・...182

表V-3-1 奈良・平安時代の土坑一覧表 ....................................................................187

写真図版目次

1.遺跡の全景 2.第 8号溝

3.第12号溝 4.第12号溝の遺物出土状況(弥生土器)

5.第13号溝 6.第13号溝の遺物出土状況(遺物No5693)

7.第13号溝の遺物出土状況(遺物No5698) 8.第 l号住居祉

9.第 2号から第 6号住居社 10.第 l号住居祉の竃

11.第 1号住居祉内の磯出土状況 12.第2号住居祉の竃と甑

13.第 2号住居祉の遺物出土状況 14.第3号住居祉の竃

15.第 3号住居祉の遺物出土状況 16.第 5号住居祉の竃

17.第 7号住居壮 18.第 7号住居祉の竃(掘り方)

19.第8号から第10号住居社 20.第8号住居祉の竃

21.第10号住居祉の竃 22.第10号住居祉の遺物出土状況(1 ) 

23.第10号住居杜の遺物出土状況(2 ) 24.第11号住居祉と第12号住居社

25.第11号住居祉の竃 26.第12号住居杜の竃

27.第 5号土坑と第 6号土坑 28.第11号溝

29.第12号溝の遺物出土状況(土師器) 30.第3号溝

31.第 1号溝と第 4号から第 6号ピット(確認時プラン)

32.弥生時代の溝状遺構から出土した土器

第8号溝 遺物No6001 遺物No6003 遺物No6004 遺物No6006 遺物No6008

遺物No6020 遺物No6021 遺物No6029 遺物No6035

第12号溝 遺物No5648.2

第13号溝 遺物No5693 遺物No5698 遺物No5703

33.古墳時代の住居士l上から出土した遺物(1 ) 

第 1号住居祉遺物No4801 遺物No4805 遺物No4806

第 2号住居祉遺物No4836他遺物No5545 遺物No4952 遺物No5147.1 遺物No5523

遺物No4949 遺物No5016

第 3号住居祉遺物No5293.1 遺物No5293.2 遺物No969

34.古墳時代の住居祉から出土した遺物(2 ) 

第4号住居祉遺物No5410

第 6号住居祉遺物No5289 遺物No4289他

第 7号住居社遺物No5014

第10号住居社遺物No5532 遺物No5122 遺物No5123他遺物No5121 遺物No5533

遺物No5141 遺物No5125 遺物No5135.l



写真図版目次

第11号住居祉遺物No5586

35.古墳時代の土坑・溝状遺構から出土した土器

第 5号土坑 遺物No2623

第12号土坑 遺物No5497 遺物No5498 遺物No5491 遺物No5284.1

第13号土坑 遺物No5284.3遺物No5287.2

第 8号溝 遺物No5632

第11号溝 遺物No5602.1

第12号溝 遺物No5683 遺物No5680 遺物No5681 遺物No5491

36.古墳時代の遺構以外から出土した土器

遺物No211 遺物No4317 遺物No4972 遺物No2563 遺物No5502 遺物No1750

遺物No3467他遺物No6080 遺物No6081

37.奈良・平安時代の土器

第 9号溝 遺物No4833

遺構以外 遺物No3463 遺物No2667 遺物No4318 遺物No182他遺物No1739他

遺物No1478 遺物No2218 遺物No4826

38.その他の遺物

遺物No823 遺物No3861





第 1:章 発掘調査に至る経緯

第 I章発掘調査に至る経緯

曽我後遺跡、付近に弥生時代から古墳時代にかけての集落跡が所在することが、知られ

るようになったのは随分と久しいことである D 昭和 5年頃に出された 『曽我の古代文

化jによると、調査地の南東にある曽我小学校北側の領家橋から西側に所在する八幡橋

までの間 3地点において、弥生時代から古墳時代の土器が出土していることが紹介され

ている O 所在地については遺跡名でなく、 A.B.Cの地点名で記載されている O そし

て、それ以後に作製した 『掛川市遺跡地図J(昭和57年度)では、 「曽我後遺跡jとして登

録された。

付近での発掘調査には、昭和58年8月に実施した曽我小学校屋内運動場建設に伴う領

家遺跡発掘調査、昭和63年 1~3 月に実施した給油所建設に先立つ曽我後遺跡発掘調査

がある O 前の調査では奈良時代の柱穴・溝を不規則な状態で確認、後の調査では弥生時

代後期の土器、古墳時代中期の土師器、平安時代の須恵器・土師器などの出土とあわせ

て、柱穴列 ・土坑などの遺構を確認した。これらの調査結果から、曽我後遺跡が弥生時

代後期、古墳時代中期から後期、そして平安時代において営まれた集落跡であることが

わかってきた。

平成 5年2月、今回調査の対象となった地点にボーリング場建設が計画され、計画地

における「埋蔵文化財の所在の有無およびその取り扱いについて(照会)J (平成 5年 2月

4日付受付)が提出された。計画地に曽我後遺跡が所在することから、掛川市教育委員

会と事業者である毎日企業株式会社(浜松市)との間で、開発行為における遺跡の取り扱い

についての協議が始まった。協議では、まず「遺跡所在確認調査」を実施して遺跡の所

在状況を確認し、その結果に基づいて遺跡の取り扱いを決めることとなった(平成 5年

2月24日付掛教社第883号受付「確認調査依頼書」に基づき平成 5年5月11日確認調査実

施)0 その結果、曽我後遺跡が計画地の南域に寄って分布し、北域には所在しないこと

が判明した。それを受けて、当初計画地の南域に予定していた建物を北側に寄せて建

て、できる限り地下に所在する埋蔵文化財に影響のないようにすることで調整が成され

た。しかし、計画する建物の一部が遺跡所在範囲に及んでしまうことから、その部分に

おいてのみ本発掘調査を実施することとなった。

本発掘調査については、事業者から掛川市教育委員会に実施の依頼があったが、年度

途中で即応できないことから静岡人類史研究所に依頼して実施することとなった (平成

5年 9月28日「曽我後遺跡発掘調査に関する協定書」締結)0 現地の調査については、

調査主体者:掛川市教育委員会、調査指導機関:静岡県教育委員会、調査実施機関:静

岡人類史研究所、事務局:掛川市教育委員会、事業者:毎日企業株式会社により構成す

る「曽我後遺跡発掘調査連絡会」を設置し、実施した。連絡会は毎月 1回開催し、発掘

調査の進捗状況の報告、遺構・遺物の検出状況を踏まえ発掘調査方法の検討、次月にお

ける調査の進め方・予定について、事業者側からの意向・要望について等を議題として

討議した。そして最終的には 6回の連絡会を行い、現地作業を終えた。
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第E章遺跡の立地と歴史的環境

第 1節遺跡の立地

第 11章遺跡の立地と歴史的環境 第 1節遺跡の立地

曽我後遺跡は掛川市の南西部で袋井市との市域界に近接し、遺跡の北側は一般国道 l

号線(掛川バイパス)が北東から南西に走り、遺跡の南側は逆川が北東から南西方向に流下

している(図 II-l-l)。

曽我後遺跡の周辺の地形は図 II-1-2に示す通り、北側は起伏量 (地表の最高点と

最低点の高度差)が100m以下の山麓地である志太・春野山地と起伏量100m以下の袋井E

陵地が分布している O 遺跡の南側には小笠山(標高264m)があり、山頂を通る地質の境界

線(北西-南東方向)から東部は起伏量2oo~ 100mの大起伏丘陵地で、西部は起伏量が100m

以下の小起伏E陵地である小笠山正陵地が広がっているo

これらの地域は開析が進み、扇状地性の低地や三角州性の低地によって埋められてい

るO また、逆川や原野谷川などによって形成された扇状地性の低地 (太田川平野ともい

われている)が広範囲に分布している O

曽我後遺跡はこの扇状地性の低地上に位置している O

-3-
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第 11:章遺跡の立地と歴史的環境 第 1節 遺跡の立地

曽我後遺跡の周辺の地質は図II-1-3に示す通り、北側は新第三紀の掛川層群と西

郷層群、第四紀更新世の小笠層群や段E堆積物から成っている部分などが分布してい

るD 曽我後遺跡、は扇状地に分布する沖積層(磯・砂および泥からなる)上に位置している O

一方、南側には掛川層群の掛川累層(土方泥層と南郷砂泥互層)と曾我累層および小笠層

群が広く分布しているが、小笠山の山頂付近を北西-南東方向に通る地質境界線で大き

く区分される。

北西-南東線の西部には磯層を主とする小笠層群がみられ、東部には掛川累層と小笠

山を支える基盤の部分である曾我累層が見られる O 新第三紀鮮新世の曾我累層は磯・砂

層を主とし、泥層をはさむ地層であるため、この地層の違いは丘陵の地形に反映され、

浸食されやすい西部の小笠層群が小起伏丘陵地となり、浸食されにくい東部の掛川累

層・曾我累層が大起伏正陵地となっている D
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図 11-2-1 曽我後遺跡周辺の遺跡分布図
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第 11章遺跡の立地と歴史的環境第 2節歴史的環境

第 2節 歴史的環境

曽我後遺跡は逆川に沿った扇状地性の低地上に位置しており、本遺跡の北方にある袋

井丘陵地や岡津丘陵と呼ばれる低地性の段丘地には古墳時代の遺跡が多く、特に古墳や

横穴が群集している O さらに本遺跡の東 ・西・南側には弥生~奈良 ・平安時代、中世か

ら近世に至るまでの複合遺跡が分布している(図 II-2-1)。

縄文時代から弥生・古墳時代の複合遺跡として、岡津原 I.II.III遺跡があげられ

るO これらの遺跡の内容については明確にされていないが、岡津原 I.II.III遺跡は曽

我後遺跡の北西方向のE陵地に立地しており、縄文土器や弥生土器、土師器や須恵器な

どが出土している O 黒田遺跡は岡津丘陵の東側に接する扇状地性低地に立地し、この遺

跡からも縄文土器 ・弥生土器 ・土師器が出土している D

弥生時代の遺跡としては原川遺跡がある O 原川遺跡、は原野谷川が形成した自然堤防上

に立地するもので、その初現は弥生時代中期初頭とされており、それ以後古墳・奈良 ・

平安時代と幾度かの断絶を経ながら近世までに至る複合遺跡である O 確認された集落跡

は弥生時代の掘立柱建物群と土器棺墓群からなる居住域と墓域が区別された集落跡で、

丸子式土器をはじめとする弥生時代中期初頭の遺物が確認されており 、中遠地方におけ

る最初の農耕集落と考えられているほか、当時の墓制を解明する新たな資料となってい

るO 同遺跡からは古墳時代中期から後期にかけての竪穴式住居跡と掘立柱建物群からな

る集落跡も確認されている O 中世から近世に関しても、旧東海道の存在から交易、その

他の面において重要な位置をしめていたことがうかがえる O このほか、弥生時代の遺跡

として篠場遺跡や梅橋遺跡、があるほか、弥生時代~古墳時代の遺跡として沢田遺跡 ・細

田遺跡 ・前坪遺跡が、弥生時代~古代にかけての遺跡として大池遺跡 ・領家遺跡 ・平野

遺跡があげられる O これらの遺跡はいずれも垂木川と逆川に沿った沖積平野部に立地し

ている O

古墳時代になると岡津E陵上には中 ・後期の遺物が散布する岡津原V遺跡が分布し、

それに重なるように北側から庚申塚古墳(円墳)・奥ノ原古墳(円墳)・堀田古墳(円墳)・西

岡津古墳が点在し、その東側に八幡平古墳群(円墳5基)・東ノ山古墳(円墳)・岡津横穴群

(A群 :8基、 B群 :16基)・ワゴ横穴群(5基)・向山古墳群(円墳4基)と、丘陵上はほと

んど古墳と横穴によって占められている O さらに、岡津正陵の西北方に位置する和田岡

台地には和田岡古墳群があるが、これらを含め約40基からなる原野谷川中流域の古墳群

は 『先代旧事本紀jの「国造本紀jに見られる“素賀国"に関連する古墳群と考えられ

ている。

また、岡津E陵下の南側の沖積平野部、すなわち本遺跡の北側には古墳時代から古代

にかけての遺物が散布する三ツ池遺跡・善光寺遺跡・コリトリ遺跡が分布している O こ

のほか本遺跡に隣接する坂尻遺跡、や梅橋北遺跡も古墳時代から平安時代にかけての遺跡

で、 墨書土器・灰粕陶器・緑紬陶器などが多く出土しており、坂尻遺跡は遠江国佐野郡

の郡街跡の一部とされている O

以上のように、本遺跡の周辺の低地には集落跡が、さらにその周辺の丘陵・段正地に

は古墳・横穴群が多く分布し、それらを統合した一大集落群、すなわち“素賀国"の存

在を示唆しており、本遺跡とそれら周辺部の遺跡との関連性が注目されている O

-7-



第川章発掘調査の概要第 1節調査方法
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第E章発掘調査の概要

第 1節調査方法

第川章発掘調査の概要第 1節調査方法

調査対象地区(約745m2)の表土を重機により排除した後、作業員を導入して調査地の周

囲および調査区中央の南北方向に排水溝(幅・深さ約50cm)をめぐらせ、排水升2ヵ所に水

中ポンプを設置し調査地内の水位を下げた。その後調査区全体に 5mX5mグリッドを設

定した。

全面精査によって遺構および遺物の確認を行い、確認された遺構や遺物については実

測図(平面図・断面図・遺物の出土状況図等)を作成し、写真撮影を行った。なお、排土は

ベルト・コンベヤを使用し調査地外へ搬出する方法をと った。

さらに下層は、排水溝の掘り下げ時およびテスト・ビットで遺構や遺物が確認された

場合は上層と同様の処理を行い、遺構や遺物が確認されず無遺物層と判断された場合は

その無遺物層を重機により除去した後、再度周囲に排水溝をめぐらせ当該層の全面精査

を実施し、遺構および遺物の有無を確認 し、確認された遺構や遺物に関しては記録を

とった。

なお、遺構および遺物の記録には光波測距儀とパーソナル・コンビュ ータを組み合わ

せたトータル・ステーション・システム(遺跡図形処理システムソフト)を導入した。
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第lIIi輩発掘調査の概要第 2節 発掘調査の経過

第 2節発掘調査の経過

曽我後遺跡の現地調査(準備および発掘調査)は平成 5年9月27日より平成6年2月4日

まで実施した。以下にその経過を略記するo

9月27日(月) 重機による表土層の除去作業を開始する O 表土層は予想より薄く約20

cm前後で、須恵器・土師器・陶器片などが混在している O

9月28日(火)第 l団連絡会が聞かれ、調査方法などについて検討される D

9月29日(水) 本日より作業員を導入し、排水溝掘りを開始する O 排水溝の中からか

なりの量の遺物が出土し始めている O 調査区のグリッドを設定し、ベ

ンチ・マーク(標高15.234m)を設定する D

10月5日(火) 最東部地区(L-2 ~ 4、M-2・3グリッド)の精査を始める o L-

4グリッドから土師器が一括して出土する O 発掘対象区中央部に層序

の確認と排水のため南北方向の排水溝(平均的深さ約40cm)を掘り始

める O

外周の排水溝(平均深さ約30cm)を掘る作業はほぼ終了する O

西地区(Gグリッド以西)の精査を始める O

西地区のC-8グリッドから完形にちかい甑が一括して出土しB-8

グリッドで遺構が確認される O

西地区の精査、溝状遺構の完掘、遺構精査を行った。

溝状遺構のセクション図を取り、第 1・5号溝は完掘する

第6号溝を完掘し、東地区(Gグリッド以東)の精査を開始する O 特に

遺構は確認されないが、遺物はかなりの量が出土している O

第4号土坑の精査を行う O

東地区のK-3・4、J← 3・4グリッド付近で遺物が多量に出土してい

るO

1 - 4~J - 4 グリッドの精査を行う o 1 -4グリッドから遺物が集

中して出土する O 排水溝が浅くなってきたため、北西側の排水溝を掘

り下げる O

11月4日(木) H - 4~L - 3 グリッドの精査を行う o Kグリッド以西では南側部分

に遺物が分布しており、北側からはほとんど出土しない。Lグリッド

以東では L-3グリッド南側に遺構が確認され、その精査を行う O

11月5日 (金) G~H 、 L~Mグリッドの精査を行う O 引き続き Kグリッド以西では

南側に遺物が分布している o Lグリッド以東では明確な遺構の形状は

把握出来ない。遺物は全体に分布している O 第2団連絡会が聞かれる O

11月12日 (金) G-5， 1 - 4 、 J - 3 およびL - 2 ~ 4 グリッドの精査を行う O

11月15日(月) H-3 、 H - 4~1 - 4 グリッド、 J - 3 ~ K 一 3 グリッドの精査を

行う o H-4グリッドから須恵器の高杯上部が、 J-3グリッドから

土師器の高杯が出土する L-3グリッドにおいて自然流路(旧河川)の

プランを確認する O

11月18日(木)第 7号土坑を完掘し、写真・記録をとる O

10月6日(水)

10月15日 (金)

10月18日(月)

10月21日(木)

10月22日(金)

10月26日(火)

10月27日(水)

10月初日(金)

11月2日(火)

A
U
 

--A 



11月22日 (月)

11月25日 (木)

11月初日 (金)

11月29日(月)

11月30日 (火)

12月2日(木)

12月9日 (木)

12月13日(月)

12月15日 (水)

12月17日(金)

12月18日 (土)

12月21日 (火)

12月23日(木)

12月24日 (金)

12月28日 (火)

1月6日(木)

1月7日(金)

l月8日(土)

1月13日(木)

1月17日(月)

1月22日(土)

1月23日(日)

1月25日(火)

1月26日(水)

1月27日(木)

1月31日(月)

2月2日(水)

2月3日(木)

2月4日(金)

第川章発掘調査の概要第 2節発掘調査の経過

K-3・4、 L-3・4(第 8 号溝)、 G - 5~H - 5(第 9 号住居

社)、 B~E グリッドの精査を行う O

前日の地区に加え新たにE~G グリッドの精査を開始する O

第10号土坑の実測を行う O

B-9、C-8・9、D-8グリッドに住居祉のプランを確認する O

B~E グリッドの精査を引き続き行う O 第 3 団連絡会を行う o 5軒

の住居土ttを確認したことを報告する口また、見学会を行うことが決

定する O

Fグリッドに住居祉のプランを確認する O

G~J グリッドの精査および第 9 号住居祉の精査、日グリッドの住

居祉プランの確認、住居祉プランの写真撮影および実測を行う D

第9号住居士l上の精査、排水作業および住居祉の精査を行う O

第 l号住居祉の精査、 Fグリッドの溝状遺構の精査、中央部の住居

杜7。ランの確認、 Iグリッドの住居祉プランの確認を行う O

第10号土坑を完掘し、実測する O

遺跡見学会を行う O 地元の人たちが約100名ほど見学に訪れる O

第4団連絡会を行う O

第 2号住居社、第 7号住居祉、第 9号溝、 C-6・7、D-6・7

グリッドの精査を精査を行う D

最東部に 2m幅のトレンチを設定し掘り始める O

第 2号住居祉を完掘し、第 1・7号住居祉の竃を精査する O

第 2号住居祉の竃を精査する。

第 2・7号住居祉の竃が完掘する O 最東部の旧河川の精査を行う O

第 3・4号住居祉の精査を行う O

第 3号住居祉の実測と写真撮影を行う D 第 4号住居祉の精査と第10

号住居祉の掘り下げを始める O

第 5回連絡会を行う O

すべての住居祉の掘り下げを終了する O

午前中(株)東日による空中写真撮影を行う O

下層の状況を見るためテスト・ピットにより確認したが遺構や遺物

は確認できなかったため、さらに下層を調査することにする O

住居土tt関係の精査はすべて終了する O

重機による掘りが終わった所から精査を行う O

第12・13号溝を完掘し、遺物出土状況を撮影する O

発掘調査に係わるすべての作業を終了する O 稼働日数は81.2日、作業

員の延べ人数は825.6人であった。

最終の連絡会が行われる D

現場事務所の撤収作業を行う D



第川章発掘調査の概要第 3節遺跡の層序
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第111章発掘調査の微要第 3節遺跡の肩序

第 3節遺跡の層序

曽我後遺跡はいわゆる低湿地に立地するため、水田耕作などによる削平を受けてい

るO

発掘対象区域内では東側と西側、さらにその北と南では層序が異なっているため各地

区に分けて層序の状況を述べることにする O

(東地区)

北壁の層序

第 l層は青灰色土で、水田の耕作土と床土である O

第2層は黄褐色土で、炭化物・炭化粒を微量に含み、粘性も締まりもやや強い。奈良

.平安時代に相当する O

第3層は暗黄褐色土で、炭化物を微量に含み、粘性はやや強く、締まりは強い。古墳

時代後期に相当する O

第4層は暗黄褐色土で、炭化物を微量に含み、粘性も締まりも強い。無遺物層。

第 5層は暗黄褐色土で、青灰色土が混じる O 炭化物を微量に含み、粘性は強く、締ま

りはやや強い。無遺物層。

第6層は暗青灰色土で、やや黄色が混じる O 炭化物を微量に含み、粘性も締まりも強

い。古墳時代中期に相当する O

第7層は暗青灰色土で、粘性は強く、締まりはやや弱い。無遺物層。

第8層は暗青灰色土で、炭化物を少量含み、粘性はやや強く、締まりは強い。第13号

溝を確認した層で、土器片がわずかに出土する。弥生時代に相当する O

第 9層暗青灰色土で、粘性はやや強く、締まりはやや弱い。無遺物層。

南壁の層序

第 1層は青灰色土で、水田の耕作土と床土である D

第2層は茶褐色土で、炭化物を微量に含み、粘性はやや弱く、締まりはやや強い。奈

良・平安時代に相当する D

第3層は暗茶褐色土で、炭化物を少量含み、粘性はやや弱く、締まりは強い。住居社

を確認した層で、古墳時代後期に相当する D

第4層は暗茶褐色土で、炭化物を少量含み、粘性はやや強く、締まりは強い。無遺物層。

第5層は暗黄褐色土で、粘性も締まりもやや強い。第7層まで古墳時代中期に相当する。

第6層は暗茶褐色土で、炭化物を少量含み、粘性はやや強く、締まりは強い。

第7層は暗茶褐色土で、青灰色が混じる。粘性は強く、締まりはやや強い。

第8層は暗茶褐色土で、粘性も締まりもやや弱い。第9層まで無遺物層である。

第9層は暗青灰色土で、炭化物を少量含み、粘性は強く、締まりはやや強い。

第10層は黒灰褐色土で、炭化物をやや多く含み、粘性も締まりもやや強い。弥生土器が多く

出土するO

第11層は暗茶褐色土で、炭化物を微量に含み、粘性はやや強く、締まりは強い。第13

層まで無遺物層である D

第12層は暗茶褐色土で、やや青灰色が混じる O 炭化物を微量含み、粘性はやや強く、

締まりは強い。

第13層は青灰色土で、砂質が強い。粘性はやや強く、締まりはやや弱い。

局‘d



第川章発掘調査の概要第 3節遺跡の層序
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図川一 3ー 2 西地区の層序模式図
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第川章発掘調査の概要第 3節遺跡の層序

(西地区)

北壁の層序

第 l層は青灰色土で、水田の耕作土と床土である O

第 2層は暗茶褐色土で、粘性はやや強く、締まりはやや弱い。奈良・平安時代に相当

する O

第3層は暗茶褐色土で、炭化物を微量に含み、粘性は弱く、締まりは強い。古墳時代

後期に相当する。

第4層は暗茶褐色土で、やや黄色味を帯ぴている O 炭化物を微量に含み、粘性はやや

強く、締まりはやや弱い。第 5層まで無遺物層である。

第 5層は暗茶褐色土で、全体に黒みがかる O 第4層との境に炭化物と焼土粒をやや多

く含み、粘性はやや弱く、締まりはやや弱い。

第 6層は暗茶褐色土で、炭化物を微量に含む。粘性はやや強く、締まりはやや弱い。

第11号溝を確認した層で、古墳時代中期に相当する O

第7層は暗茶褐色土で、粘性はやや弱く、締まりはやや強い。第8層まで無遺物層である。

第8層は暗黄褐色土で、粘性も締まりもやや強い。

南壁の層序

第 1層は青灰色土で、水田の耕作土と床土である O

第2層は暗青灰色の磯層である O 無遺物層。

第3層は暗茶褐色土で、炭化物を少量含み、粘性はやや強く、締まり強い。土器片が

出土する O 住居祉を確認した層で、古墳時代後期に相当する O

第4層は暗茶褐色土で、炭化物を少量含み、粘性も締まりもやや強い。第 6層までは

住居祉の覆土である D

第5層は暗茶褐色土で、炭化物を少量含み、粘性はやや強く、締まりはやや弱い。

第6層は暗茶褐色土で、炭化物を少量含み、粘性も締まりもやや強い。

第 7層は暗茶褐色土で、やや黄色を帯びている O 炭化物を微量に含み、粘性も締まり

もやや強い。第 8層まで無遺物層である O

第8層は暗青灰色土で、粘性も締まりも強い。

z
J
 



第N章発掘調査 の結果第 1節弥生時代の遺槍と造物
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図IV-1 -1 弥生時代の遺構分布図 (溝状遺構)
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第N章発掘調査の結果第 1節弥生時代の遺構と遺物

第 W章 発 掘 調査の結果

今回の発掘調査においては弥生時代から奈良 ・平安時代に至る遺構と遺物が確認され

た。

弥生時代の遺構は溝状遺構が3条、古墳時代の遺構は住居祉が12軒、土坑が7基、溝

状遺構が2条、奈良時代から平安時代にかけての遺構は土坑が6基、溝状遺構が3条、

その他溝状遺構が4条、柱穴状(ビット)遺構が6基確認された。

また、これらの遺構に伴う遺物以外に各グリッドおよび調査用の排水溝やテスト・

ピットから多くの遺物が出土している O

以下、それらの遺構と遺物について述べる。

第 1節弥生時代の遺構と遺物

( 1 )溝状遺構

弥生時代の遺構は調査区の東側において、溝状遺構が3条(第 8号溝・第12号溝・第13

号溝)確認された。
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第 IV章 発掘調査の結果 第 1節 弥生時代の遺備 と遺物
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第 IV章発掘調査の結果 第 1節 弥生時代の遺構と遺物

①第 8号溝

K-3・4、L-2・3・4、M-3グリッドに位置し、南側は発掘対象区域外に延ぴ

ている O 平面形状は環状を呈し、断面形状はV字形~U字形を呈し定まったものではな

し)0

覆土は 4層に分けられ、第 l層は茶褐色土で粘性は弱く、締まりはやや強い。第 2層

は暗茶褐色土で粘性はやや強く、締まりは強い。第 3層も暗茶褐色土であるが炭化物を

少量含み、粘性も締まりもやや強い。大量の土器片を含んでいる O 第4層は暗灰茶褐色

土で、 0.3 ~5.0cm大の礁をやや多く含み、炭化物・焼土を少量含んでいる O 粘性も締まり

も強い。

遺物は覆土から弥生時代後期の土器片と古墳時代の土師器片が揮然と、しかも多量に

出土している O 遺物の出土状況からこの遺構は旧河川と考えられ、これらの遺物は河川

内に流入したものと思われる D なお、古墳時代の遺物に関しては第V章第E節(3)で取り

扱うことにする O

¥ 

o 2m 

図IV-1 -3 第8号溝の遺物分布図
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第 IV章 発掘調査の結果 第 1節 弥生時代の遺構と漬物

1・6001

2・6∞2

や
4・6004

3・6003

6・6∞6

5・6∞5
Z 三子「

7・6∞7

10cm 

図IV-l-4 第 8号溝から出土した土器(1 ) 

nu 
今
ん



第 IV章発掘調査の結果第 1節 弥生時代の遣織と遺物

第8号溝から出土した弥生土器の内、特徴のあるものを以下に示す。

1 (遺物Na6001)は長頚の壷の口縁部から胴部上半で、推定口径は8.3cmある O 直線的

に内傾して立ち上がり、頚部で直立し口縁部で直線的に聞き口唇部は丸めている O 外面

は上位から斜位の細い櫛描き紋、横位の区画紋を施し、以下全面にヘラ磨きが施され、

胴部内面は横ナデ調整、頚部はヘラ削りが施されている D

2 (遺物Na6002)は受口口縁の査で、口径は8.6cm、器高は2l.0cm、底径は7.8cmある O

平底の底部から下膨れする無花果(いちじく)形を呈し、頚部から口縁部は直線的に開いて

から僅かに直立気味となる O

3 (遺物Na6003)は受口口縁の査の胴部上半から口縁部で、推定口径は9.2cmある O 内

轡気味に内傾して立ち上がり、頚部で緩やかに屈曲して直線的に短く開いている。外面

は頚部に磨きによる無紋帯、下位にRL単節の斜縄紋が施されている D 内面には輪積み

痕が認められる D

4 (遺物Na6004)は長頚の査の口縁部で、推定口径は8.8cmある O 僅かに外反気味に立

ち上がり、口唇部を平坦に僅かに外傾させ、内側は肥厚している O 外面はヘラ磨きが施

され、内面はヘラ削りにナデ (? )調整が施されている O

5 (遺物Na6005)は査の頚部で、頚部の最小径は6.3cmある O 緩やかに外反し、器壁は

1.0cmとやや厚い。外面は上位から下位へ縦位のヘラ磨き、櫛歯状の施具による横位の波

状紋と縦位の波状紋が施されている O

6 (遺物Na6006)は広口口縁の査の口縁部で、口径は18.2cmある O 頚部から直線的に聞

きながら立ち上がり、口縁部で僅かに内傾気味になり端部は平坦となる O 外面は細いハ

ケメ、頚部に横位の箆描き沈線による区画紋、内面は羽状縄紋に横位の箆描き沈線紋が

施されている。

7 (遺物Na6007)は広口口縁の査の口縁部で、推定口径は18.8cmある O 外反し大きく開

いて折返し口縁となっている O 口縁部の外側には櫛刺突羽状紋が連続に施されている O

内面は横位・斜位の細いハケメが見られる O
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第 IV章発掘調査 の 結 果 第 1節 弥生時代の遺構と遺物
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第 IV章発掘調査の結果 第 1節 弥生時代の遺椅と遺物

8 (遺物No6(08)は広口口縁の査の口縁部から胴部上半で、口径は16.8cmある O 胴部は

内轡して立ち上がり頚部で緩やかに外反に転じ、口縁部は大きく聞いて折返しとなって

いる O 口縁部の内面には櫛刺突による羽状紋とボタン状の円形浮紋が4個 4単位に施さ

れている O 外面は頚部から胴部にかけて隆帯上に丸棒状施具による連続刺突紋、櫛刺突

による羽状紋、斜位のハケメが施されている D

9 (遺物No6009)は広口口縁の壷の口縁部から頚部にかけてで、推定口径は10.2cmあ

る。頚部が緩やかに外反し、口縁部にかけて大きく直線的に聞いて折返しとなってい

るD 口唇部は縦位の櫛描き直線紋がハケメ状に施されている O 頚部は上位から縦位のヘ

ラ磨き、横位の箆状施具による連続刺突紋、斜縄紋が施されている O

1O(遺物No601O)は広口口縁の査の口縁部の破片で、推定口径は15.6cmある O 内面に段

を有し、大きく外反して端部を折返している O 端部は櫛歯状施具によるキザミと直線

紋、外面は斜位のハケメ状の直線紋、内面は稜の上位に横位のハケメ状の直線紋、下位

に磨きがそれぞれ施されている O

11 (遺物No6011)は広口口縁の壷の口縁部の破片で、端部は折返しとなり、棒状浮紋

が施されている O

12 (遺物No6012)は広口口縁の査の口縁部の破片と思われる O 折返し口縁となり口唇

部の下位に棒状施具によるキザミがあり、外面に櫛描き紋が施されている O 内面はヘラ

磨きと思われる O

13 (遺物No6013)は複合口縁の査の口縁部の破片で、推定口径は28.0cmある O 直線的に

僅かに開いて立ち上がり、口縁部の外面に縦位の棒状浮紋を施紋している D
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第 IV宣言 発掘調査の結果 第 1節 弥生時代の遣情と遺物
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第 IV章発掘調査の結果第 1節 弥生時代の遺構と遺物

14 (遺物No6014)は査の頚部から底部にかけてで、胴部の最大径は21.0cm、底径は6.7

cmある O ややあげ底の底部から下膨れする無花果形の胴部を呈し、頚部は緩やかに外反

している O 外面は斜位のハケメ、下位には横位のヘラ磨きが施されている O

15 (遺物No6015)は査の胴部上半の破片で、直線的に内傾している D 外面は箆状施具

による横位・縦位・斜位方向の沈線紋、内面は櫛歯状施具による横位のハケメが施され

ている O

16 (遺物No6016)は壷の底部脇の破片で、直線的にやや開いて立ち上がっている O 内

面は櫛描きによる直線と刺突状の施紋がやや粗く見られる O

17 (遺物No6017)は壷の胴部で、推定最大径は14.0cmある O 下膨れする無花果形を呈す

ると思われる D 外面は斜位・縦位のハケメ、内面はナデ調整が施されている O 黒斑が見

られる D

18 (遺物No6018) は小型の査の口縁部から胴部上半で、推定口径は9.0cmある。球形と

思われる胴部から短い頚部で「く」の字に屈曲し、端部を折返している O 端部の下位は

丸棒状施具によるキザミ、外面は縦位のハケメ、内面は横ナデ調整が施されている O

19 (遺物No6019)は小型の短頚の査の口縁部で、推定口径は1O.0cmある O 最大径が胴部

にあり内轡気味に内傾し、頚部から口縁部にかけて緩やかに屈曲して外反し、端部は折

返している D また端部には丸棒状施具によるキザミが施されている O

20 (遺物No6020) は台付費の口縁部から胴部上半で、推定口径は19.5cmある O 胴部から

緩やかに内轡・内傾し、頚部から口縁部にかけて緩やかに屈曲して外反している O 端部

には箆状施具によるキザミ、外面は櫛歯状施具による斜位の粗いハケメ調整が施されて

いる O
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第 IV章発掘調査の結果 第 1節 弥生時代の遺備と遺物
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第 IV章発掘調査の結果 第 1節 弥生時代の遺構と遺物

21 (遺物No6021)は台付斐と思われる口縁部から胴部上半で、推定口径は23.5cmある O

最大径は口縁部にあり、胴部は緩やかに内替した後、頚部で外反して立ち上がる O 口唇

部には棒状施具によるキザミ、外面には縦位・斜位のやや粗いハケメ、内面には横位の

ハケメが施されている O

22 (遺物Noω22)は台付斐と思われる口縁部から胴部で、推定口径は25.0cmある O 最大

径は胴部中位にあり、内轡して頚部で屈曲し、直線的に開いて立ち上がる。端部には箆

状施具によるキザミ、胴部には斜位のやや粗いハケメが全体に施されている。頚部には

箆描きによる横位の直線紋(? )がl条施されている O

23 (遺物No6023)は台付費と思われる口縁部から胴部で、推定口径は22.0cmある。胴部

は内母して立ち上がり、頚部で屈曲して直線的に斜めに聞いている O 端部は箆状施具に

よるキザミ、外面は斜位のハケメ、内面は横位のヘラ削りにナデ調整が施されている O

24 (遺物No6024)は棄の口縁部で、推定口径は15.6cmある O 頚部から口縁部にかけて

「く jの字状に屈曲し、端部は平坦で外傾している O なお頚部の内面には段を有してい

る。外面は下位から櫛歯状施具によるハケメ状の斜位・横位の直線紋帯、縦位・斜位の

直線紋帯、端部は直線紋の下位に丸棒状施具によるキザミ、内面は頚部にヘラ削り、口

縁部に横位のハケメが施されている D

25 (遺物No6025)は小型の費の口縁部で、推定口径は16.0cmある O 直線的な立ち上がり

から頚部で 「くJの字状に屈曲して大きく外反し、端部は丸く僅かに肥厚している O 外

面は斜位のやや粗いハケメ、内面は横位のハケメが施されている D

26 (遺物No6026)は斐の口縁部の破片で、外反して聞いている O 端部は箆描き紋の下

位を丸棒状施具によるキザミ、外面は横位・縦位の箆描き紋、内面は横位の箆描き紋が

施されている O

27 (遺物No6027)は斐の口縁部の破片で、推定口径は19.6cmある D 頚部から口縁部にか

けて 「く」の字状を呈し、端部は平坦になっている O 端部下位には箆状施具による連続

のキザミ、外面は上位より横位・斜位・横位の櫛描き紋が施され、内面は横位に箆描き

紋が施されている O
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第 IV章発 掘 調 査の結果 第 1節 弥生時代の遺構と遺物
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第 IV章発掘調査の結果 第 1節 弥生時代の遺構と遺物

28 (遺物No6028)は台付要の台部で、ほぼ直線的に聞いて裾端部まで下りている。裾

部の径は8.2cmある。空洞部は高い。外面は縦位の磨きが施されている O

29 (遺物No6029)は台付費の台部で、直線的に開いている O 裾部の推定径は7.0cmあ

るO 外面は縦位のハケメ、内面はナデが施されている O

30 (遺物No6030)は台付斐の接合部と思われ、接合部の径は6.2cmある O 縦位に棒状施

具による押引きの凹線が推定26条施されている D 台付斐に見られる使用時のススの付着

は見られない。

31 (遺物No6031)は台付斐の台部で、直線的にやや開いている。外面は磨きが施され

ている D

32 (遺物No6032)は高杯の脚部で、ほほ直線的に聞いて下りている O 接合部の外面は

櫛刺突羽状紋に l条横位に櫛刺突が区画紋として施されている O 脚部の外面は縦位のヘ

ラ磨きが見られる O 内面は均二部の底が凸状になり中空の脚と接合させている O

33 (遺物No6033)は高杯の脚部で、直線的に開いて端部まで下りる O 裾部の径は7.0cm

ある O 裾部の内・外面に指頭痕が認められる D

34 (遺物No6034)は高杯の杯部と脚部の上半で、推定口径は19.8cm、接合部の径は

5.0cmある O 均二部はほぼ直線的に開いて立ち上がり、頚部で聞きをやや強くし、口縁部を

折返している O 頚部の外面に粘土紐の貼付による突帯状の段、内面には稜を有してい

るO 口唇部に櫛刺突のキザミ、外面は斜位の櫛描き紋、内面は磨き(? )が施されている O

35 (遺物No6035)は高杯の脚部で、裾部の径は10.Ocm、残存部の器高7.0cmある O 直線

的に開いて下り、脚端部を折り曲げて段を付けている O 外面は縦位のハケメ、内面の接

合部にヘラ削り、下位に磨き(? )が施されている O

36 (遺物No6036)は高杯の脚部で、接合部下位の径が4.7cmある D 横位に 2条の細い突

帯が走り、櫛刺突羽状縄紋が施され、内面はナデ調整が施されている O 空洞部は高い。

37 (遺物No6037)は高杯の口縁部で、推定口径は29.0cmある O 突帯状の稜を有して大

きく聞いて外反し、端部は折り返して、いわゆる鰐状口縁となっている O 端部には縦位

に連続刺突紋(? )が施されている O

38 (遺物No6038)は鉢の頚部から口縁部と思われ、推定口径は28.4cmある O 胴部上位

の内轡気味から頚部で屈曲して外反気味に聞き、口縁部は複合口縁となっている。端部

は櫛描き直線紋、胴部の外面は斜位の短い櫛描き紋、内面は横位の櫛描き紋にナデ(? )調

整が施されている O

39 (遺物No6039)は有孔付の鉢で、推定の最大径は27.0cmある O 緩やかに管曲して立

ち上がり、頚部で僅かに外反気味となる D また、頚部には径が0.5cm程の孔が開けられて

いる O
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第 IV章 発掘調査の結果 第 1節 弥生時代の遺構と遺物
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第 IV章発掘調査の結果 第 1節 弥生時代の遺摘と漬物

②第12号溝

J -3・4、K-3グリッドの標高13.6mに位置し、南側は発掘対象区域外に延びてい

るO 平面形状は環状を呈していると思われる O 確認できた溝の総延長は800.0cm、幅60.0

~ 160.0cm、深さは1O.0~30.0cmで、ある D 断面形状は上に広く開く U字形を呈している O 覆

土は黒灰褐色土が 1層で、炭化物をやや多く含み、粘性も締まりもやや強い。

遺物は溝の東側と西側に集中しており、いずれも傾斜の緩やかな壁面と溝底から出土

しているが、東側は溝底に流れ込でいるような状態で弥生土器が多く出土しているのに

対し、西側は比較的良好な状態で土師器が多く出土しているo 出土した土器片の総数は

73点で様々な器種が出土しており、ここでは弥生土器について述べることとする O
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図IV-1 -10 第12号溝の遺物分布図(弥生土器)
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第 IV:I量 発掘調査の結果 第 1節 弥生時代の遺構 と遺物
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図IV-1ー11 第12号溝から出土した土器(1 ) 
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第IV章発掘調査の結果第 1節弥生時代の遺織 と遺物

1 (遺物No5635)は長頚の査の口縁部から頚部にかけての破片で、推定口径は9.2cmあ

るO 頚部から口縁部にかけて緩やかに外反して立ち上がる O 頚部の外面に櫛歯状施具に

よる連弧紋(波状?)が施されている O 頚部の内面にはヘラ削りの後にナデ調整が認められ

るO

2 (遺物No5642)は長頚の査の頚部である O 口縁部にかけて徐々に外反を強くして立

ち上がっている。内面の上部に指頭痕が認められる O

3 (遺物No5648.1)は小型の査の底部から胴部下半で、底径は5.0cmある D 底部はあげ

底となり、胴部の下半が膨れる無花果形を呈すると思われる O 内外面に横位のヘラ磨き

が施されている。

4 (遺物No5636)は壷の底部で、推定底径は8.3cmある O 平底の底部から直線的に大き

く開いて立ち上がっている O 内面はハケメ、外面は横位のナデが施されている O

5 (遺物No5648.2)は大型の壷で、推定の最大径は36.0cmある O 胴部下半から直線的に

内傾して頚部へ立ち上がっている O 頚部には突帯(浮線紋)が l条横位に走り、その上に櫛

刺突が連続に施されている O 櫛歯状施具による細かいハケメが施されている O

6 (遺物No5630)は台付斐の台部で、裾部の推定径は8.0cmある O ほぼ直線的に聞いて

いる O 内外面ともに斜位のやや粗いハケメ調整が施されている。

7 (遺物No5625)は台付斐の台部で、裾部の推定径は7.7cmある口ほぼ直線的に短めに

開いている O 外面に斜位のやや粗いハケメ、内面には横位のハケメ調整が施されてい

るO 外面に黒斑が認められる o
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第 IV章発掘調査の結果 第 1節弥生時代の遺禍と遺物
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図IV-1 -12 第12号溝から出土した土器 (2 ) 
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第 IV章 発掘調査の結果 第 1節 弥生時代の遺織と漬物

8 (遺物No5660) は斐の口縁部から胴部上半で、推定口径は26.6cmある。胴部上半に最

大径を持ち、頚部は緩やかに屈曲し、口縁部はやや開いている O 口唇部は角棒状施具に

よるキザミが施されている D 外面は斜位のハケメ、内面は横位・斜位のハケメに磨きが

施されている O

9 (遺物No5651)は台付斐で、口径は15.5cmある O 胴部は直線的に聞き、やや膨らみを

もって母曲している D 頚部から口縁部にかけて緩やかに外半して聞いている O 外面は斜

位・縦位のハケメ、内面は横位のハケメが施されている O

1O(遺物No5640)は斐の口縁部から胴部上半で、推定口径は15.5cmある O 内管して立ち

上がり、頚部で緩やかに屈曲し、口縁部は斜めに開いて端部を丸めている O

11 (遺物No5629)は高杯の杯部で、推定口径は28.0cmある O 斜めに大きく開いて立ち上

がり、口唇部で折り返している O 端部は細丸棒状施具による連続のキザミとやや粗いハ

ケメが施されている O 外面には横位に薄い粘土紐を貼付した突帯と斜位のハケメが施さ

れている O

12 (遺物No5682)は高杯の裾部で、裾端部の推定径は12.2cmある O 脚部は裾部を屈折さ

せている O

13 (遺物N05641+5668)は台付斐の口縁部から胴部上半で、推定口径は27.0cm、胴部の

推定最大径は29.0cmある O 緩やかに轡曲しながら立ち上がり、頚部から口縁部にかけて屈

曲気味に外半している O 口唇部には棒状施具による連続のキザミ、外面は斜位・縦位の

ハケメ、内面は横位のハケメ調整が施されている O
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第 IV章 発 掘 調 査の結果 第 1節 弥生時代のi量糟と遺物
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第 IV章発掘調査の結果 第 1節 弥生時代の遺構と遺物

②第13号溝

1 -3・4・5、J-4グリッドに位置し、南南東~北北西方向に延びる形で確認さ

れ、両端とも発掘対象区域外に延びている O 平面形状はほぼ直線状を呈しており、 1-

4グリッドの中央で最も幅が広くなるが、北に行くにしたがって幅は狭くなり、さらに

北に向かつて傾斜している O 確認できた溝の長さは488.0cm、最大幅は 1-4グリッドの

中央で392.0cm、最小幅は最北部で190.0cm、深さは最深部が48.0cmで、溝の方向はN-12 

o -wを指している O 断面形状は上に広く開く U字形を呈している O

覆土は黒灰褐色土が l層で、炭化物をやや多く含み、粘性も締まりもやや強い。

遺物は溝の南東側に集中し、いずれも溝の緩やかな壁面と溝の底面から弥生土器が出

土している O そのうち西側の l点(遺物Na5693)は中型の査で南東側の土器(遺物Na5698Hこ

比べ時代は古く、緩やかな壁面から完全な形で出土した。南東側の l点(遺物Na5698)は小

型の査で溝の底に近い壁面から完全な形で出土している o
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図IV-1 -14 第13号溝の遺物分布図
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第 IV章発掘調査の結果 第 1節 弥生時代の遺備と遺物
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第 IV章発掘割査の結果 第 1節 弥生時代のi量槍と遺物

1 (遺物No.5698) は小型の査で、推定口径は7.2cm、器高は11.2cm、底径は5.0cmある O

平底の底部から張りのある胴部、頚部は緩やかにくぴれ口縁部にむかつてほぼ直線的に

開いている O 内面は横位・斜位のハケメ調整、外面は斜位のハケメ調整が施されてい

るO

2 (遺物No5693) は中型の壷で、口径は10.2cm、器高は26.7cm、底径は5.8cmある。底部

はあげ底気味で、胴部下位に最大径があり、口縁部はやや内轡気味である O 外面に斜位

のハケメ調整が、胴部下位の一部と頚部に磨きが施されている O

3 (遺物No5703) は台付費の台部で、裾部の径は10.0cmある O 裾部が僅かに内管して聞

き、端部は平坦に面取りしている O 器壁はO.8~1.0cm と厚い。
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図IV-l-16 第13号溝から出土した土器
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第 IV章 発 掘 調 査の結果 第 1節 弥生時代の遺情と遺物
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図IV-l-17 排水溝から出土した土器(1 ) 
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第 IV章発掘調査の結果 第 1節 弥生時代の遺構と遺物

( 2 )遺構以外から出土した遺物

遺構以外から出土した弥生時代の遺物として、調査対象地区の周囲に掘った調査用の

排水溝と層序を確認するために掘ったテスト・ピットより土器片が出土したため、その

うち、特徴のある土器片をここに紹介する O

①排水溝から出土した土器

1 (遺物Na6040) は長頚の査の頚部と思われる破片で、推定口径は6.5cm、頚部の径は

3.5cmある O やや細い頚部から口縁部にかけて緩やかに外反して立ち上がっている。外面

は縦位のヘラ磨きが施されている D

2 (遺物Na6041) は広口口縁の査の口縁部で、推定口径は1O.3cmある O 緩やかに外反し

て聞き、直線的な口縁部となっている O 外面は縦位のやや粗いハケメと口縁部に横ナデ

調整が施され、頚部には竹管による円形の刺突紋が施されている O 内面は斜位のハケメ

が施されている O

3 (遺物Na6042) は広口口縁の査の口縁部である O 推定口径は24.4cmある。外反して大

きく聞き、口縁部は折返しとなっている D 端部は縦位のキザミが施されていたと思われ

るO

4 (遺物Na6043) は広口口縁の査の口縁部で、推定口径は19.0cmある O 外反気味に大き

く聞き、折返し口縁となっている O 端部は丸棒状施具でのキザミ、内面は櫛描き波状紋

が施されている O

5 (遺物Na6044) は壷の底部で、底径は6.0cmある O あげ底の底部から外反気味に胴部

下半が立ち上がっている O 底部の外面は丁寧な磨きが施され、胴部の外面は櫛歯状施具

によるハケメ調整が施されている O

6 (遺物Na6045) は壷の底部で、底径は6.8cmある O あげ底の底部から直線的に胴部下

半が立ち上がっている O

7 (遺物Na6046) は査の底部で、底径は7.5cmある O 平底の底部から直線的に大きく開

きながら胴部が立ち上がっている O 胴部の器壁はO.3~0.4cm と薄い。底部の外面に黒斑が

見られる O

8 (遺物Na6047) は台付斐と思われる口縁部から胴部で、推定口径は26.8cmある O 胴部

から僅かに内管気味に立ち上がり、頚部から緩やかに外反して直線的にやや開く口縁部

となっている O 胴部の外面は櫛歯状施具による粗いハケメ状の斜位の直線紋、頚部から

口縁部にかけては羽状に施されている O 端部下位は櫛刺突によるキザミが見られる O 胴

部の内面はヘラ削りにナデ調整、頚部から口縁部はハケメ状の横位の直線紋が施されて

いる O

9 (遺物Na6048) は聾の口縁部の破片で、推定口径は19.0cmある O 直線的にやや開いて

立ち上がり口縁部で外反している O 端部下位に櫛歯状施具によるキザミが施され、外面

は斜位のハケメ状の施紋である O 内面は横位の施紋にナデ調整が施されている D
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第 IV章発掘調査の 結 果 第 1節 弥生時代の遺構と遺物
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第 IV章 発 掘 調 査 の 結 果 第 1節 弥生時代の遺栂と遺物

1O(遺物No6049) は小型の台付費の台部と思われ、裾部の推定径は6.2cmある O 直線的

に聞き、空洞部は高い。外面は縦位のハケメに削りが施され、内面は縦位・斜位のハケ

メが施されている O

11(遺物No6050) は台付費の接合部と思われ、接合部の径は7.2cmある O 縦位に丸棒状

施具による押引きの凹線が26条施されている。器壁がl.Ocmとやや厚い。台付費に見られ

るススの付着はない。

②K-4グリッド内のテスト・ピットから出土した土器

1 (遺物No6051) は査の頚部と思われる破片で、僅かに内管気味に立ち上がってい

るO 外面には竹管による円形の連続刺突紋が l条横位に施されている O

2 (遺物No6052) は査の胴部上半の破片で、縦位のハケメを施した後に、横位に 5条

の沈線紋が施されている O

3 (遺物No6053) は査の底部で、底径は5.8cmある O ややあげ底気味の底部から外反気

味に胴部下半が立ち上がることから下膨れする形状と思われる D

4 (遺物No6054) は壷の底部で、底径は6.0cmある O 平底の底部から直線的に立ち上

がっている O 外面は縦位のハケメにナデ調整が施され、内面は左回転のヘラ削りに櫛歯

状施具による横位のハケメが施されている O

5 (遺物No6055) は査の底部で、底径は7.0cmある O 底部の外面の中央部が扇平な半円

状に窪んでおり、俗に言うドーナッツ形の底部となっている O 外面にはヘラ削りが施さ

れ、指頭痕が残っている D

6 (遺物No6056) は斐の口縁部で、推定口径は17.9cmある O 胴部から内管して「く jの

字状に頚部が屈曲している O 端部下位には丸棒状施具によるキザミ、胴部の外面には斜

位のハケメ、頚部には縦位のハケメ、口縁部の内面は横位のハケメがそれぞれ施されて

いる D

7 (遺物No6057)は高杯の接合部で、接合部の径は4.5cmある D 外面は櫛刺突か櫛描き

による羽状紋が施され、その中間に隆帯が l条横位に走っている。

8 (遺物No6058) は高杯の脚部と思われ、裾部の推定径は12.5cmある O 直線的に下りて

裾部で「ハ」の字状に聞いている D 裾部の一部に片口状に返りが見られる O 空洞部は高

し'¥0
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遺備 と遺物
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図IV-2一1 古墳時代の遺構分布図(全体)
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古墳時代の遺情と遺物

第 2節古墳時代の遺構と遺物

古墳時代の遺構は住居祉が12軒、土坑が 7 基、溝状遺構が 2 条確認された。第 4~6 、

8 号土坑は住居祉よりやや高いレベルで確認され、第11 ~ 13号土坑は住居祉とほぼ同 じ

レベルで確認された。2条の溝状遺構は住居祉よりやや下のレベルで確認されている。
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古墳時代の遺構と遺物
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古墳時代の遺構と遺物

( 1 )住居祉

① 第 1号住居祉

D-8グリッドの標高14.89mに位置し、第 2号住居祉と重複関係にあり、本住居土Itが第

2号住居祉を掘り込んでいることから、第2号住居土l上(旧)→第 l号住居祉(新)の関係が認

められる O

平面形状は南側が発掘対象区域外に広がっているため不明なところもあるが、方形を

呈していると思われる。規模は東西の長さが3.9m、確認できた南北の最大長は2.2mあり、

主軸の方位はN-170 -wを指している D

壁高は北側が17.0cm、東側が14.0cm、西側が21.0cm、南側は発掘対象区域外のため確認

できない。 壁溝は北側では確認できなかったが、確認できた東西の壁溝の規模は幅14.0~

17.0cm、深さ 8 .0~11.0cmある O

床面は暗茶褐色土で、中央部東側に凹凸がみられるほかはほぼ平坦である O また中央

部東側には5.0cm大の礁が約30.0X 50.0cmの範囲で敷かれている D さらに東側床面には炭化

物が認められた。

柱穴は確認できなかった。

覆土は 4層に分けられ、第 l層は茶褐色土で炭化粒、焼土粒を少量含んでおり、粘性

も締まりもやや弱い。第2層は黒褐色土で炭化粒を多く含んでおり、焼土粒および小ブ

ロック状になった焼土をやや多く含んでいる。第3層は暗褐色土で焼土粒をやや多く含

んでいる O 床面に敷くような状態で礁を含んでいる O 粘性はやや強く、締まりはやや弱

い。第4層は黄茶褐色土で粘性も締まりもやや強い。

。
④ 

』
図IV-2 -6 第 1号住居祉の磯の分布図
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第 IV章発掘調査の 結 果 第 2節古城時代の遺構と遺物
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図IV-2-7 第 1号住居祉の竃の平面および断面図

竃は北壁のやや西よりに位置し、 N-120
・Wを向き、全長113.0cm、幅88.0cmある O 後世

の削平をうけているため保存状態は良好ではないが、竃の中央部北寄りの部分に南北方

向73.8cm、東西方向37.1cmの長楕円形の範囲で煙道~燃焼部と思われる焼土の分布が見ら

れ、さらにその中央部分に南北方向35.9cm、東西方向21.5cmの範囲で掛口と思われる痕跡

が見られる。袖部も僅かに痕跡を示す程度で、右袖は長さ76.9cm、幅15.2cm、左袖は長さ

44.9cm、幅16.8cmが残存している O

竃の層序は11層に分けられる O 第 l層は茶褐色土で、粘性も締まりもやや弱い。第 2

層は暗茶褐色土で炭化物・炭化粒を少量含み、粘性も締まりもやや弱い。第 3層は暗茶

褐色土で炭化物・炭化粒を少量含み、粘性はやや強く、締まりはやや弱い。第4層は暗

茶褐色土で炭化物・炭化粒・焼土粒をやや多く含み、粘性も締まりもやや強い。第 5層

は暗茶褐色土で第 4層に比べやや明るく、炭化物・炭化粒・焼土粒をやや多く含み、粘

性はやや強く、締まりはやや弱い。第6層は黒灰褐色土で、炭化物・炭化粒・焼土のブ

ロックを多く含んでいる O 第7層は暗褐色土で炭化物 ・炭化粒・焼土粒をやや多く含み、

機も含んでいる O 粘性はやや強く、締まりはやや弱い。第 8層は暗赤褐色土で炭化粒を

少量含み、焼土のブロック・焼土粒を多く含んでいる O 粘性はやや強く、締まりはやや

弱い。第9層は暗赤褐色土で焼土のブロック・焼土粒を多く含んでいる O 粘性はやや弱

く、締まりはやや強い。第10層は暗茶褐色土で炭化粒・焼土粒を微量に含み、粘性も締

まりもやや強い。第11層は暗茶褐色土で焼土のブロック・焼土粒をやや多く含み、下部

で炭化物・炭化粒が僅かに層を形成している O 粘性も締まりもやや強い。
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古墳時代の遺構 と遺物

遺物は、住居祉の北側に位置する竃および竃周辺部と、住居祉の中央部から須恵器の

破片が2点、土師器の破片が50点出土している O

そのうち遺物No4805は須恵器の杯身、遺物No4824は土師器の斐の口縁部、遺物No4801

は土師器の台付斐の口縁部、遺物No4806は土師器の斐の接合部で、ある O

-、

ヲ
ミ 2

Pミ
4806 

仁二--T{
4801 

図IV-2 -8 第 1号住居祉の遺物分布図
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第 IV章 発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遇制時と遺物

G 

G 

図IV-2 -9 第 1号住居祉の遺物出土状況図
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図IV-2 -10 第 1号住居祉から出土した土器
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第IV章発掘調査の結果 第 2節 古t費時代の遺構と遺物

1 (遺物No4805) は中央部の北側より出土した須恵器の杯身の破片である O 推定最大径

は9.6cm、推定口径7.8cm、推定器高は3.0cm前後と小型である O 底部からやや丸みを帯びた

弓張り状となり、口縁部を内傾させ低く立ち上がる o 受部は上方に僅かに伸ぴている O

底部の外面はヘラ切りが未調整で、全体にナデ調整が施されている O

2 (遺物No4824) は竃の中央部より出土した土師器の斐の口縁部で、推定口径は13.3cm

ある O 頚部から外反しながら立ち上がり、頚部の内面に段を有している。

3 (遺物No4801) は中央部寄りの、ほぼ東西方向に細長い範囲で分散して出土した土師

器の台付斐の口縁部で、推定口径は34.0cmあるo Iく」の字に屈曲する頚部から外反しな

がら立ち上がり、口縁部で僅かに直立気味となり、口唇部を丸めている O 全体に丁寧な

調整が施され、ハケメは見られない。

4 (遺物No4806) は土師器の台付斐の接合部で、径は9.2cmある O 台部の裾はほぼ直線

的に外に聞いている D 全体に丁寧な調整が施され、ハケメは見られない。台部の外側に

はススが付着している O
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第 IV章 発 掘 調 査 の結果 第 2節 古清時代の遺椅と遺物
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図IV-2 -11 第 2号住居祉の平面および断面図
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古墳時代の遺構 と遺物

②第 2号住居祉

C-8・9、D-8グリッドの標高14.75mに位置し、第 1号・第3号住居祉と重複関係にあ

り、第 l号住居士止が本住居士止を掘り込み、本住居祉が第 3号住居祉を掘り込んでいるこ

とから、第 3号住居祉(旧)→第 2号住居祉→第 l号住居壮(新)の関係が認められる O な

お、第 l号住居祉の掘り込み状況は第 2号住居祉の床面には影響を与えていない。

平面形状は、南側が発掘対象区域外に広がっているため不明なところもあるが、方形

を呈していると思われる O 規模は東西の長さが6.9m、確認できた南北の最大長は3.9mあ

り、主軸の方位はN-140
・Wを指している O

壁高は北側が17.0cm、東側が22.9cm、西側が15.7cm、南側は発掘対象区域外のため確認

できない。壁溝は幅14.0~34.0cm 、 深さ 5.0~8.5cmあり、竃の部分を除き住居祉を全周し

ていたと思われる O

床面は暗茶褐色土で、僅かに凹凸があるが平坦である O 竃の周辺は踏み固められやや

硬質であるが、北東側の柱穴の周囲はやや軟質である D

柱穴は 2ヵ所確認され、柱穴 1(北東側)は長径108.2cm、短径67.0cm、最深部の深さ71.5

cm、柱穴 2(北西側)は長径154.0cm、短径118.2cm、最深部の深さ51.8cmで、ある O

住居祉の覆土は 4層に分けられる O 第1層は暗茶褐色土で炭化粒 ・焼土粒を少量含ん

でおり、粘性はやや弱く、締まりはやや強い。第 2層も暗茶褐色土であるが、第 l層に

比べやや明るく、床面近くに炭化粒・焼土粒を含み、粘性はやや弱く、締まりはやや強

い。第3層は暗茶褐色土で焼土粒をやや多く含み、粘性はやや弱く、締まりはやや強い。

第4層も暗茶褐色土であるが色調は 4層の中で最も暗く、炭化粒・焼土粒を多く含み、

粘性も締まりもやや強い。
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古墳時代の遺構と遺物

竃は北壁の西寄りに位置し、 N_130 -wを向き、全長131.5cm、最大幅は98.0cmある O 後

世の削平をうけているため保存状態は良好ではないが、僅かに竃の中央部分に南北方向

100.7cm、東西方向50.1cmの不整な長楕円形の範囲で、煙道~燃焼部と思われる焼土の分布

が見られる O

竃の層序は一部撹乱を受けているが、 7層に分けられる O 第 l層は暗茶褐色土で、炭

化粒・焼土粒をやや多く含み、粘性はやや弱く、締まりはやや強い。第2層は暗赤褐色

土で炭化物・炭化粒をやや多く含み、焼土粒・焼土のブロックを多く含んでいる O 粘性

はやや強く、締まりはやや弱い。第3層は暗茶褐色土で第 1層に比べやや暗く、炭化粒 ・

焼土粒を少量含み、粘性はやや弱く、締まりはやや強い。第4層は暗茶褐色土で炭化粒 ・

焼土粒を少量含み、粘性は強く、締まりはやや強い。 第5層は暗赤茶褐色土で、炭化粒

を少量含み、焼土粒はやや多く含んでいる O 粘性はやや強く、締まりはやや強い。第6

層は暗赤茶褐色土で、炭化粒は少量含み、焼土粒をやや多く含んでいる O 粘性も締まり

もやや強い。第 7層は暗赤茶褐色土で第 6層に比べ暗く、炭化粒を少量含み、焼土粒を

やや多く含んでいる O 粘性はやや弱く、締ま りはやや強い。
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図IV-2 -12 第 2号住居祉の竃の平面および断面図
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遺構と遺物

遺物は住居社の北側に位置する竃および竃の周辺部と、北西隅の柱穴内に集中して出

土している O 土師器の完形品が6点と破片が57点、勾玉が 1点出土している O そのうち

遺物No4256、遺物No4836+4837、遺物No4952、遺物No5545は杯の完形品、遺物No5523は甑

の完形品、遺物No5147.1は斐の完形品、遺物No5147.2は棄の底音防、ら胴部下半の破片、遺

物No4942は査の胴部上半の破片、遺物No4950は査の胴部下半の破片、遺物No4949は把手

付鉢の口縁部から胴部上半の破片、遺物No5016は勾玉である O
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図IV-2 -13 第2号住居祉の遺物分布図
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古演時代の遺構と遺物
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図IV-2 -14 第2号住居祉の遺物出土状況図
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遺椅と遺物
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図IV-2 -15 第 2号住居祉から出土した土器(1 ) 

10cm 

1 (遺物N04836+4837)は中央部西側より出土した土師器の杯で、口径は1O.6cm、器高

は4.8cmある O 底部は丸味を帯びる半円球を呈し、外面に指頭痕が残っている O

2 (遺物No5545) は竃の西側より出土した土師器の斐(遺物No5147.1)の北に並んで出土

した土師器の杯である O 推定口径は12.0cm前後、器高は4.4cmある O 底部からやや丸味を

帯びて立ち上がり、口唇部をやや細く丸めている。

3 (遺物No4256) は竃の中央部で把手付甑(遺物No5523)の下に重なるように出土した土

師器の杯である O 口径は12.2cm、器高は3.8cmある。丸味を帯びた底部をから内管して立

ち上がり、端部をやや細く丸めている O

4 (遺物No4952) は北西部の土坑から出土した土師器の模倣杯である O 推定口2.0cm、

器高は5.0cm、最大径は14.0cmある O 平底気味の底部から弓張り状を呈し、口縁部は内傾

して立ち上がり、端部はやや細く尖る O

5 (遺物No5147.1)は竃の西側より出土した土師器の斐で、口径は16.8cm、器高は28.5

cm、底径は5.5cmある O 長胴型で最大径が胴部の上半にあり、頚部から口縁部にかけて

「コjの字状を呈し、頚部の内面に稜を有している D 胴部には輪積み痕が残り、胴部の

下半にはススが付着している。
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古墳時代の遺構と遺物
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図IV-2 -16 第 2号住居祉から出土した土器(2 )と勾玉
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第 IV:!量発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遺憾と遺物

6 (遺物No5147.2)は竃の西側より出土した費(遺物No5147.1)の西隣に位置する土師器

の斐の底部から胴部下半にかけてのもので、底径は5.6cmある O 僅かに内管気味に開きな

がら立ち上がる長胴型と思われる D 胴部の外面は縦位のハケメ調整が施され、胴部下半

にはススが付着している D

7 (遺物No5523)は竃の中央部より出土した土師器の把手付甑で、推定口径は23.0cm、

器高は29.0cm、底径は10.3cmある D 底部から口縁部にかけて直線的に聞きながら立ち上が

る直胴型を呈し、把手は角状である O 胴部の外面は縦位・余羽立のハケメが施されている O

底部の脇の内外面にススが付着している D

8 (遺物No4949)は北西部の土坑から出土した土師器の把手付鉢の口縁部から胴部上

半で、推定口径は15.2cmある O 胴部は直線的に聞きながら立ち上がり、口縁部で僅かに聞

きを強くし、端部は細く尖っている O 把手は角状である O 調整は丁寧なナデ調整と思わ

れる O

9 (遺物No4950)は北西部の隅より出土した土師器の賓の胴部下半である D 緩やかに

内轡し聞きながら立ち上がる O 底部はやや丸味をおぴる平底状を呈すると推定される O

器壁がO.8cmとやや厚い。外面は縦位のやや粗いハケメ、下部(底部)はナデ、内面は横位の

ハケメ調整が施されている O

1O(遺物No5016)は南側の第 9号土坑に隣接して出土した璃瑠製の勾玉で、長さ2.6

cm、幅O.6cm、厚みO.9cmある O 断面は楕円形となり、孔は二方向より開けており、表面は

よく研磨されている O

-59-



第 IVl量 発掘調査の結果 第 2節 古演時代の遺構と遺物
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古t責時代の遺構 と遺物

③第 3号住居祉

C-7 . 8・9、D-7・8グリッ ドの標高14.75mに位置し、第 2号・第4号・第 5号・

第6号住居土止と重複関係にあり、第 2号住居祉が本住居祉を掘り込み、本住居主I上が第4

号・第 5号・第6号住居祉を掘り込んでいることから、第4、5、6号住居祉(旧)→第3

号住居祉→第 2号住居祉(新)の関係が認められる O

平面形状は南東側が第 2号住居祉によって掘り込まれているが、方形を呈していると

思われる O 規模は東西の長さが6.2m、南北は5.8mあり、主軸の方位はN-15.50 -wを指し

ている O

壁高は北側が1O.8cm、南側が8.0cm、東側が23.2cm、西側が20.0cmある D 壁溝はl幅11.0---

21.0cm、深さ6.0---11.0cmあり、竃の部分を除き住居祉を全周していたと思われる O

床面は暗茶褐色土で、北側から中央にかけて僅かに高くなっているが、全体に平坦で

踏み固められやや硬質である O

柱穴は 3ヵ所確認され、柱穴 1(北東側)は長径54.0cm、短径40.1cm、最深部の深さ70.0

cm、柱穴 2(北西側)は長径33.0cm、短径30.0cm、最深部の深さ74.0cm、柱穴3(南西側)は長

径33.0cm、短径27.0cm、最深部の深さは48.0cmある O

住居祉の覆土は暗茶褐色土が l層で、炭化物・炭化粒・焼土粒を微量に含んでおり、

粘性はやや強く、締まりはやや強い。

その他、北西側柱穴の東側にピットが2基、西側中央部には第 2号住居祉によって一

部が掘り込まれた土坑が l基、南西側柱穴の東側にピットが l基確認されている O
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第 IV章 発 掘 調 査 の 結 果 第 2節古墳時代の遺構と遺物
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図IV-2 -19 第 3号住居祉の遺物分布図
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第 IV章 発 掘 調 査の結果 第 2節古墳時代の遺構と遺物
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図IV-2 -21 第 3号住居祉から出土した土器 (1 ) 
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古境時代の遣椅と遺物

1 (遺物No5293.I)は竃の西側脇より出土した須恵器の杯蓋で、口径は11.3cm、器高は

4.0cmある O 全体に半円球を呈し、口縁部を垂直に下ろし、端部を丸めている O 天井部と

口縁部の境には沈線による稜を設けている O 天井部の外面の1/3がヘラ削りされ、その他

はナデ調整されている O

2 (遺物No5293.2)は竃の東側脇より出土した須恵器の杯蓋で、推定口径は12.0cm前

後、推定器高は4.0cm前後ある O 天井部を弓張り状にし、口縁部を垂直気味に下ろし、天

井部と口縁部の境には沈線を設けている O 天井部の外面にはヘラ切り痕が残り、 1/2がヘ

ラ削りされ、他はナデ調整されており、ヘラ記号 ixJがある O

3 (遺物No5297)は竃の西側より出土した須恵器の杯蓋で、全体に歪みがあり、口径

は12.1cm、器高は4.1cmある O やや丸味のある弓張り状の天井部を持ち、口縁部で垂直に

下り、端部をやや細く丸めている O 天井部と口縁部の境には明瞭な沈線を施していない。

ヘラ切りの未調整な天井部はヘラ削りが約1/2、残りはナデ調整が施されている O

4 (遺物No5298)は中央部西寄りから出土した土師器の杯で、口径は12.0cm、器高は4.5

cmある O 丸味を帯びた底部から内母しながら立ち上がり、口縁部で直立気味となり、端

部を尖らせている O また、わずかではあるが内面に赤彩を施した痕跡が認められる O

5 (遺物No5292)は竃の西側脇より出土した土師器の斐である O 口径は19.2cm、器高は

31.1 cm、底径は5.6cmある O 最大径を口縁部に持つ長胴型で、頚部から口縁部にかけて

「く」の字状気味に屈曲し、端部を丸めているo 頚部の外面に横位のヘラ調整、 胴部の

外面は縦位のやや粗いハケメ調整が施されている O 胴部には輪積み痕が残っている O 外

面の全体にススが付着している D

6 (遺物No5294) は竃の東側より出土した土師器の聾である O 口径は14.0cm、推定器高

は22.0cm前後、推定底径は7.0cm前後ある O 最大径が胴部上半にある長胴型で、頚部から

口縁部は「く 」の字状を呈し、端部は肥厚気味に丸めている O 胴部の外面は縦位のハケ

メ調整が施されている。胴部には輪積み痕が残っている O
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第 IV章発掘調査の 結 果 第 2節古漬時代の遺構と遺物
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図IV-2 -22 第3号住居祉から出土した土器(2 ) 
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遺構と遺物

7 (遺物No5150)は南西角の壁溝より出土した土師器の査の口縁部と思われ、推定口

径は15.0cmある O 胴部が内管・内傾して立ち上がり、頚部の内面に僅かな稜を有して屈曲

している O 口縁部は僅かに外反し端部を丸めている O

8 (遺物No969)は竃の中央より出土した土師器の甑で、口径は22.6cm、器高は30.6cm、

底径は1O.5cmある O 底部から直線的に立ち上がる直胴型を呈し、把手は角状である O 外面

は縦位 ・斜位のハケメ調整が施されている D

9 (遺物No5395+5396)は中央西側のピットより出土した土師器の高杯の脚部である O

脚部は直線的に聞き、裾部は 「ハJの字状を呈している D 空洞部は高い。

1O(遺物No5295)は竃の東脇から出土した斐(遺物No5294)の東側に隣接して出土した土

製支脚である O 原型は長方体に近い形状であったと思われる O 胎土には繊維が含まれて

いる O
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第 IV章発掘調査 の 結 果 第 2節 古墳時代の遺構と遺物
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図IV-2ー 23 第 4号住居祉の平面および断面図
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古墳時代のi童精と遺物

④第4号住居祉

B-7、C-7・8グリッドの標高14.7mに位置し、第3号住居土l上と重複関係にあり、第

3号住居祉が本住居祉を掘り込んでいることから、第4号住居士l上(旧)→第3号住居祉(新)

の関係が認められる O

平面形状は南側が第 3号住居祉によ って掘り込まれているが、方形を呈していると思

われる O 規模は東西の長さが4.6m、確認できた南北の最大長は2.4mあり、主軸の方位は

N-13.50 -wを指している O

壁高は北側が12.9cm、東側が11.4cm、西側が14.3cmある O 壁溝は北側と西側で確認で

き、幅13.0~ 17.0cm、深さ 7.0~ 8.5cmある O

床面は暗茶褐色土で、西側から南側にかけて低くなっているが、全体に平坦でやや軟

質である O

柱穴は 2ヵ所確認され、柱穴 1(北東側)は長径43.0cm、短径38.5cmの楕円形で、最深部

の深さ 11.6cm、柱穴 2(北西側)は径48.7cmの円形で、最深部の深さは22.9cmある O

住居祉の覆土は暗茶褐色土が l層で、炭化粒・焼土粒を少量含み、粘性はやや弱く、

締まりは弱い。

また、西側中央部から土坑が1基確認された。平面形状は不整な円形を呈し、長径は

58.9cm、短径は52.6cm、最深部の深さは10.6cmある O 断面形状は皿状を呈しているが、北

側に向かつて緩やかに立ち上がっている O 覆土は 3層に分けられ、第 l層は暗茶褐色土

で炭化粒・焼土粒をやや多く含み、粘性はやや弱く、締まりはやや強い。第2層は黒茶

褐色土で炭化粒を多く含み、焼土粒を少量含み、粘性も締まりもやや強い。第3層は茶

褐色土で炭化粒・焼土粒を少量含み、粘性も締まりもやや強い。

④ .o 

\~ø 
ド

----

ド/〆1ι~O

。，¥、
J
P
・位。

?5qcm 

図IV-2 -24 第4号住居祉内の土坑の平面および断面図
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第 IV章発掘調査の 結 果 第 2節古墳時代の遺構と遺物
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図IV-2 -25 第4号住居祉の遺物分布図
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第 IV章 発掘調査の結果 第 2節 古場時代のi童相電と遺物

遺物は住居祉の中央部西側の土坑の周辺を中心に出土している O 須恵器が2点、土師

器が17点出土している O

1 (遺物No541O)は住居祉内の土坑より出土した須恵器の杯身で、推定最大径は14.0cm

前後、器高は4.5cm、推定口径は12.0cm前後ある O 底部はやや丸味を帯びた弓張り状を呈

し、口縁部は内傾している O 口縁部の上半を直立気味に立ち上げ、段の名残を示し、端

部は細く丸めている O 底部の外面はヘラ切りが未調整で、 1/2にヘラ削りが施されてい

るO

2 (遺物No5189) は住居祉内の土坑の北側より出土した須恵器の杯身である O 推定最

大径は15.0cm前後、推定口径は12.0cm前後ある O 口縁部は内傾し、端部は細く丸めてい

るO 器壁は薄い。外面はヘラ削りが施されている O

3 (遺物No5190) は西端より出土した土師器の高杯の脚部で、杯部は平底状を呈し、

脚部は空洞部が高く杯部まで達している O

司
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古墳時代の遺構と遺物

⑤第5号住居祉

B-8・9、C-8・9グリッドの標高14.7mに位置し、第 2号・第 3号 ・第6号住居

祉と重複関係にある o 第2号・第 3号住居土止が本住居祉を掘り込み、本住居土l上は第 6号

住居祉を掘り込んでいることから、第6号住居壮(旧)→第5号住居祉→第3号住居土止→第

2号住居祉(新)の関係が認められる O

平面形状は東北側を他の住居祉に切られ、さらに西側と南側は発掘対象区域外に広がっ

ているため不明なところもあるが、方形を呈していると思われる O 確認できた東西の最

大長は4.2m、南北の最大長は3.9mで、主軸の方位はN-9 0 -wを指している O

壁高は北側が12.0cm、西側が15.0cm、東側と南側は確認できない。壁溝は北側の一部と

西側で確認され、確認できた壁溝は幅11.0'"'"'14.0cm、深さ4.5'"'"'5.0cmで、ある O

床面は暗茶褐色土で北側から南側にかけて低くなっているが、全体に平坦で、踏み固

められやや硬質である O

柱穴は lヵ所確認され、長径82.5cm、短径67.0cm、最深部の深さは34.0cmある O

住居祉の覆土は 2層に分けられる O 第 l層は暗茶褐色土で炭化物と焼土粒を少量含ん

でおり、粘性も締まりもやや強い。北東側の床面付近に礁が集中している O 第 2層は暗

灰茶褐色土で炭化粒 ・炭化物 ・焼土粒をやや多く含んでおり、粘性はやや弱く、締まり

はやや強い。床面全体に炭化粒・炭化物が多く認められる O

また、住居祉の東側中央部から土坑が l基確認された。この土坑は北側を第 3号住居

祉によって切られているが、平面形状は楕円形を呈していると思われる O 残存している

長径は55.0cm、短径59.5cm、最深部の深さは18.1cmあり、主軸はN-280 

断面形状は皿状を呈している O

覆土は 5層に分けられ、第 l層は黒褐色土で炭化物・炭化粒を多く含み、焼土粒を少

量含んでいる O 粘性はやや弱く、締まりはやや強い。第 2層は黒茶褐色土で炭化物 ・炭

化粒をやや多く含み、粘性はやや弱く、締まりはやや強い。第 3層は茶褐色土で炭化粒

を少量含み、粘性も締まりもやや強い。第 4層は茶褐色土で炭化粒を少量含み、粘性は

やや強く、締まりはやや弱い。第 5層は暗茶褐色土で粘性は強く、締まりはやや強い。
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図IV-2一28 第 5号住居祉内の土坑の平面および断面図
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第 IV輩 発 掘 調 査 の 結 果 第 2節古繍時代のi宣備と遺物
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図IV-2 -29 第5号住居祉の竃の平面および断面図
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第5号住居祉の遺物分布図図IV-2 -30 

遺物は、住居祉の中央部を中心に散在している O そのうち、遺物No5554は土師器の甑

の胴部下半の破片、遺物No5469+5484+5491+5524は土師器の高杯の口縁部から底部の破

片、遺物No5419は土師器の甑の把手、遺物No5547は土師器の斐の胴部下半の破片、遺物

No5012は土師器の査の底部の破片、遺物No5574は土師器の口縁部の破片である O
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第 IV章発掘調査の 結 果 第 2節古繍時代の遺構と遺物
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古墳時代の遺織と 遺物

1 (遺物NQ5524+5469+5484+5491)は竃の西脇より出土した土師器の高杯である O 推定

口径は16.2cm、杯部の器高は5.3cmある O 均二部は稜を有し、 口縁部は直線的に開きながら

立ち上がっている O 底部の外面に指頭痕が残っている O 底部には杯部と脚部を連続的に

成形することによって生じた孔に円盤を埋め込む方法をとっていると思われる O

2 (遺物NQ5554)は竃の南側より出土した土師器の甑の胴部下半である O 推定底径は

1O.0cm前後ある O ほぽ直線的に立ち上がる直胴型と思われる O 内外面にナデ調整が施され

ている O 内面の全体にススが付着している O

3 (遺物NQ5012) は住居祉内の西側中央部より出土した土師器の査の底部で、推定底

径は7.0cmある O ややあげ底気味の底部から、直線的に大きく開いて立ち上がっている O

4 (遺物NQ5574)は中央部より出土した土師器の口縁部で、推定口径は16.5cmある O 頚

部が「く 」の字状に屈曲し、口縁部にかけて器壁が薄くなり、端部を丸めている。内面

にナデ調整が施されている O

5 (遺物NQ5547)は土師器の棄の胴部下半である O 胴部はほぼ直線的に立ち上がって

いる O 外面は縦位 ・斜位のやや粗いハケメ、内面は横位のやや粗いハケメが施されてい

るO

6 (遺物NQ5419)は中央部やや東寄りから出土した土師器の甑の把手で、長さは胴部

から5.5cm前後ある O 把手の根元を僅かに凸状にして胴部と接合させている O
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第 IV章 発掘調査の結果 第 2節古墳時代の遺構と遺物
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遺情と遺物

⑥第6号住居祉

B-8、C-8グリッドの標高14.7mに位置し、第 3号・第 5号住居祉と重複関係にあ

り、第 3号・第5号住居祉が本住居祉を掘り込んでいることから、第6号住居士l上(旧)→第

5号住居祉→第 3号住居杜(新)の関係が認められる O

平面形状は東側が第 3号住居士[[に切られ、南側は第 5号住居祉に切られているため不

明なところもあるが、方形を呈していると思われる。規模は確認できた東西の最大長が

2.7m、南北の最大長は1.8mで、主軸の方位はN-9 0 -wを指している O

壁高は北側が8.5cm、西側が11 .4cm、東側と南側は確認できない。 壁溝は幅1O.0~17.0 

cm、深さは5.0~6.0cmあり、住居土[[を全周していたと思われる O

床面は暗茶褐色土で、北側から南側にかけて高くなっている O 全体に僅かに凹凸が見

られ、やや軟質である D

柱穴は lヵ所確認され、長径34.6cm、短径28.5cm、最深部の深さは18.0cmある O

住居祉の覆土は暗茶褐色土が 1層で炭化物・焼土粒を少量含み、粘性はやや強く、締

まりはやや強い。

その他、東側中央部にビットが l基確認されている O
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図IV-2一33 第6号住居祉の遺物分布図
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第 IVj量 発掘調査の結果 第 2節 古t責時代の通機と遺物
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図IV-2 -34 第 6号住居祉の遺物出土状況図

三三云三 ビ石ーョ
2・4289・90

1・5289

4・42851l!!

10cm 

3・5288

図IV-2 -35 第 6号住居祉から出土した土器
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遺情と遺物

遺物は住居祉の中央部を中心に散在し、須恵器の完形品が l点と破片が l点、土師器

の破片が10点出土している O

1 (遺物No5289) は中央部東側より出土した須恵器の杯身である D 推定最大径は14.5cm

前後、器高は4.2cm、推定口径は12.5cm前後ある O 底部は丸味を帯びた弓張り状を呈し、

口縁部は内傾してやや低く立ち上がり、端部は丸くなっている。外面は2/3にやや粗いヘ

ラ削り調整が施されている O

2 (遺物No4289+4290)は北側中央部より出土した須恵器の無蓋高杯の杯部で、推定口

径が13.0cm前後ある O 外反が大きく、きわめて浅い。2条の稜線の聞に櫛描き波状紋が施

されている O 脚部には三方向に透かし窓があったと思われる O

3 (遺物No5288)は中央部東側より出土した土師器の高杯の脚部である O 裾端部の径

は11.8cmある O 裾部は「ハjの字状に聞き、脚部の空洞部は高く、胴部の外面に赤彩痕が

残っている O

4 (遺物N04285+5160)は中央部西側より出土した土師器の高杯の脚部で、脚部高は4.0

cmある。脚部は 「ハ」の字状に開き、端部はつまむように引き出している O
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遺情と遺物
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図IV-2 -36 第 7号住居祉の平面および断面図
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遺構と遺物

⑦第7号住居祉

F-6・7グリッドの標高14.7mに位置している。

平面形状は東側を南北に走る第10号溝によって床面が一部削られているが、隅丸方形

を呈している O 規模は東西の長さが3.7m、南北の長さが3.6mで、主軸の方位はN-240 -w 
を指している D

壁高は北側が6.0cm、南側が5.5cm、東側が4.0~8.5cm、西側が5.0~9.0cmある O 壁溝は幅

8.0~14.0cm、深さ 2.0~4.5cmで、住居主!I:を全周していると思われる D

床面は暗茶褐色土で、全体に緩やかな凹凸が見られるが、ほぽ平坦で踏み固められ硬

質である。

柱穴は 4ヵ所確認された。柱穴 1(北東側)は長径25.0cm、短径22.0cm、最深部の深さ10.0

cmで、第10号溝によって上部は削られている O 柱穴 2(北西側)は長径28.1cm、短径25.7cm、

最深部の深さは20.0cmある O 柱穴 3(南東側)は径25.3cmの円形で、最深部の深さは16.0cmあ

るO 柱穴 4(南西側)は長径34.9cm、短径33.1cm、最深部の深さは20.2cmある O

住居壮の覆土は茶褐色土が l層で、床面付近で炭化物 ・焼土粒をやや多く含んでおり 、

粘性はやや強く、締まりはやや強い。

今、ν

口
兎
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第 IV章 発掘調査の結果 第 2節古墳時代の遺構と遺物
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図IV-2 -37 第7号住居祉の竃の平面および断面図

竃は北壁のやや東よりに位置し、 N-240 -wを向き、全長121.9cm、最大幅61.3cmで、あ

るD 後世の削平をうけているため保存状態は良好ではないが、竃の中央部分に南北方向

89.9cm、東西方向32.8cmの範囲で焼土の分布が見られる D 袖部は不明である O また、煙道

部と思われる部分の長さは23.4cmで、住居祉の外に位置している D

竃の層序は10層に分けられる O 第l層は暗茶褐色土で、炭化物・炭化粒、焼土粒を少

量含み、粘性はやや弱く、締まりはやや強い。第2層は暗赤褐色土で焼土粒・焼土の小

ブロックを多く含み、粘性も締まりもやや弱いD 第3層は暗茶褐色土で第 1層に似てお

り、炭化物・炭化粒・焼土粒を少量含み、粘性も締まりもやや強い。第4層は暗赤褐色

土で第 2層に似ているがやや赤色が強い。焼土粒・焼土の小ブロックを多く含み、粘性

も締まりもやや弱い。第 5層は暗赤茶褐色土で、炭化物・炭化粒をやや多く含み、焼土

粒・焼土の小ブロックを多く含んでいる O 粘性も締まりもやや弱い。第6層は暗黒褐色

土で、炭化物・炭化粒を多く含み、焼土粒を少量含んでいる。粘性も締まりもやや弱い。

第7層は暗茶褐色土で、炭化物・炭化粒・焼土粒を少量含み、粘性も締まりもやや強い。

第8層は暗赤褐色土で、炭化物・炭化粒をやや多く含み、焼土粒・焼土の小ブロックを

多く含んでいる O 粘性も締まりもやや弱い。第9層は暗赤褐色土で、炭化物・炭化粒を

少量含み、焼土粒・焼土の小ブロックを多く含んでいる O 粘性も締まりもやや弱い。第

10層は暗茶褐色土で、赤色がやや強く、焼土粒をやや多く含み、粘性はやや弱く、締ま

りはやや強い。
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古墳時代の遺構と遺物

O 

。

図IV-2 -38 第 7号住居祉の遺物分布図

遺物は住居祉の中央部を中心に散在するように土師器の破片が24点出土している O

1 (遺物No5014) は竃の西側より出土した土師器の棄の底部で、推定底径は5.0cmあ

るO 胴部が直線的に立ち上がる長胴型を呈すると思われる O 胴部には輪積み痕が残って

いる O 胴部の外面は縦位・斜位のハケメ、内面は斜位のハケメ調整が施されている O 外

面に黒斑状にススが付着している O

1・5014

O 

図IV-，-2 -39 第 7号住居祉から出土した土器
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第 IV章 発 掘 調 査 の結果 第 2節古墳時代の遺構と遺物
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図IV-2 -40 第8号住居祉の平面および断面図
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図IV-2 -41 第 8号住居祉の遺物分布図
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遺構 と遺物

⑧第8号住居士止

G-6グリッドの標高14.8mに位置し、焼土の痕跡が竃として考えられるため、 一応住

居祉として扱ったが、住居社自体は南側の発掘対象区域外に存在すると思われる。さら

に本遺構は南側を排水溝に切られ、また後世の削平を受けているため保存状態は良くな

い。竃としては、北壁に位置していると思われ、 N-330 -wを向き、残存部の長さ75.0

cm、最大幅は62.7cmある。中央から東側部分に南北方向59.1cm、東西方向50.8cmの範囲で、

焼土の分布が見られる O

層序は 5層に分けられるo 第 l層は暗茶褐色土で、炭化粒を僅かに含み、粘性も締ま

りもやや強い。第 2層は暗茶褐色土で炭化物・炭化粒を少量含み、粘性も締まりもやや

強い。第 3層は暗茶褐色土で炭化物・炭化粒・焼土粒をやや多く含み、粘性はやや強く、

締まりはやや弱い。第4層は暗茶褐色土で第 3層に似ているが、締まりがやや強くなる。

第5層は黒茶褐色土で、炭化物・炭化粒を多く含み、焼土粒・焼土の小ブロックを少量

含んでいる O 粘性も締まりもやや弱い。

なお、この第 8号住居土l上は竃のみが確認されているため、第 7号・第10号住居祉との

切り合い関係は不明である O

遺物は竃の北側部分から土師器の破片が l点出土している o

1 (遺物No5585) は土師器の斐の口縁部の破片で、推定口径は18.0cmあり、僅かに外

反気味に開いて立ち上がり、口唇部を丸めている O 口縁部に黒斑がみられる O

r 
1・5鴎 5

o 10cm 

図IV-2 -42 第8号住居祉から出土した土器
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第 IV章 発 掘 調 査の結果 第 2節古墳時代の遺構と遺物
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-88-



第 IV章 発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遺構と遺物

⑨第 9号住居士止

G-5・6、H-5・6グリッドの標高14.5mに位置し、第10号住居祉と重複関係にあ

り、本住居祉が第10号住居祉を掘り込んでいるため、第10号住居祉(旧)→第 9号住居社

(新)の関係が認められる O

平面形状は西側を南北に走る排水溝によって一部削られ、南側は発掘対象区域外に広

がっているが、方形を呈している O 規模は東西の長さが4.4m、確認できた南北の最大長

は3.7mあり、主軸の方位はN_130 -wを指している O

壁高は上部が削平を受けているためほとんど残っていないが、北側が1.0~2.0cm、東側

が2.0cm、西側が3.0cm確認できる O 壁溝は幅1O.0~ 15.0cm、深さ1.0~7.0cmあり、住居祉を

全周していると思われる O

床面は暗茶褐色土で、全体に平坦で硬質である O また、北壁の中央やや西よりの位置

に、炭化物・焼土が分布しており、南北に走る排水溝によって西側を削平されているが

竃と思われる O

柱穴は確認できなかった。

住居祉の覆土は暗茶褐色土が l層で、炭化物・焼土粒をやや多く含み、粘性も締まり

もやや強い。

その他、南東側でビットが 1基確認されている O

遺物は住居祉全体に散在しているが、特に東側に集中している O

仁二Z . 

1ç~~ 

図IV-2 -44 

. 
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. 

. 

。Jkf

第9号住居祉の遺物分布図
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第 IV章 発 掘 調 査 の 結果 第 2節古t費時代の遺構と遺物

大」二》 たァ-下二二訪
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図IV-2 -45 第9号住居祉から出土した土器
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古繍時代の遺椅と遺物

1 (遺物No5261) と2 (遺物No3685)は北東部より出土した須恵器の杯身である。 l

の推定口径は11.0cm前後で、口縁部の立ち上がりが低く内傾し、受部は水平に伸びてい

る。 2の推定最大径は15.5cm前後で、底部は弓張り状を呈すると思われる O 口縁部は内傾

し、受部は上方へ短く伸ばしている O

3 (遺物No5431)は北西部より出土した土師器の杯で、口径は13.0cmある D 弓張り状の

底部から内轡しながら立ち上がり、僅かな稜を持ち、口縁部は直立気味となっている O

4 (遺物No4658)は中央部北側より出土した土師器の斐の口縁部で、推定口径は19.5cm

ある O 頚部が「く jの字状を呈し、口縁部は直線的に開いている O

5 (遺物No3655)は竃と想定される部分の北側から出土した土師器の把手である O 断面

は扇平な楕円形で、上面は凹状をなしている O
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の温情と遺物
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図IV-2 -46 第10号住居祉の平面および断面図
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古場時代の遺構と遺物

⑩第10号住居祉

F-5・6、G-5・6グリッドの標高14.8mに位置し、第 9号住居壮と重複関係にあ

り、第9号住居士l上が本住居祉を掘り込んでいることから、第10号住居壮(旧)→第 9号住居

祉(新)の関係が認められる O

平面形状は東側を第 9号住居土l上が掘り込み、さらに南側は発掘対象区域外に広がって

いるため不明なところもあるが、方形を呈していると思われる O 規模は確認された東西

の最大長は5.4m、南北の最大長は4.5mあり、主軸の方位はN-330 -wを指している O

壁高は北側が25.3cm、西側が22.0cmある D 確認できた壁溝は北側と西側で幅12.0~16.0 

cm 、 j采さは4.0~ 6.0cmある O

床面は暗茶褐色土で、全体に平坦で、硬質である口

柱穴は確認できなかった。

覆土は暗茶褐色土が l層で、炭化物・焼土粒をやや多く含み、粘性も締まりもやや強

し)0

その他、中央部の南寄りにピットが l基確認されている O

竃は北壁に位置し、 N-390 -wを向き、全長80.1cm、最大幅は72.3cmある O 後世の削平を

うけているため保存状態は良好ではないが、竃の中央部分に南北方向67.9cm、東西方向

45.2cmの範囲で、焼土の分布が見られる O

層序は 4層に分けられる O 第 1層は暗茶褐色土で、炭化物・炭化粒・焼土粒を少量含

み、粘性はやや弱く、締まりはやや強い。第2層は暗赤褐色土で炭化物・炭化粒を多く

含み、焼土粒・焼土の小ブロックをやや多く含んでいる O 粘性はやや強く、締まりはや

や弱い。第 3層は暗茶褐色土で、炭化物・炭化粒・焼土粒を少量含み、粘性も締まりも

やや強い。第 4層は暗茶褐色土で、炭化物・炭化粒・焼土粒を僅かに含み、粘性はやや

弱く、締まりはやや強い。
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図IV-2 -47 第10号住居祉の竃の平面および断面図
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第 IV章 発 掘 調 査 の結果 第 2節古墳時代の遺構と遺物
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図IV-2 -48 第10号住居祉の遺物分布図
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遺構と遺物

遺物は住居土il:の全面より出土しているが、竃の周辺は完形品が多く、須恵器が2点、

土師器が9点出土している O そのうち、遺物No5120は須恵器の杯蓋、遺物No5118は須恵器

の杯身、遺物No5121、遺物No5122、遺物No5123+5124.2、遺物No5533、遺物No5124.1、遺

物No5532は土師器の杯、遺物No5125は土師器の脚付の碗、遺物No5126+5127他は土師器の

甑の口縁部の破片、遺物No5135.2、遺物No5135.3は土師器の甑の把手、遺物No5294は土師

器の斐の胴部から底部、遺物No5141は土師器の査、遺物No5135.1は土師器の鉢、遺物No

5424は土製支脚である O

O 

④ 

』昌司

図IV-2 -49 第10号住居祉の遺物出土状況図
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第 IV章発掘調査の 結 果 第 2節 古墳時代の遺構と遺物
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図IV-2 -50 第10号住居祉から出土した土器(1 ) 
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古演時代の遺構と遺物

1 (遺物No5120) は中央部北側から出土した須恵器の杯蓋で、口径は11.6cm、器高は4.3

cmある O 底部はやや弓張り状となるが、全体は半円球を呈し、口縁部をやや内管気味に

下ろしている O 天井部と口縁部の境には稜を設けているが明瞭ではない。色調は暗オリ

ーブ灰色で全体がススけたようになっている O

2 (遺物No5118) は南西側から出土した須恵器の杯身で、最大径は12.0cm、口径は10.4

cm、器高は3.7cmある O 底部はやや丸みを帯びた弓張り状となり、口縁部は内傾し低く立

ち上がり、端部は丸くしている O ヘラ削りは天井部の1/3程である O

3 (遺物No5124.I)は中央部北側から出土した土師器の杯で、口径は11.2cm、推定器高

は5.0cm前後ある O 丸みを帯びた底部から半円球に立ち上がり、口縁部を直立させ端部を

尖らせている O

4 (遺物No5532) は中央部北側から出土した土師器の杯で、口径はlO.2cm、器高は4.0

cm前後ある O やや丸みを帯びた底部から 3(遺物No5124.1)と同様の形態となる O

5 (遺物No5122) は中央部北側から出土した土師器の杯で、口径はII.4cm、器高は4.4

cmで、器形は 3(遺物No5124.1)と同様である O

6 (遺物No5123+5124.2) は中央部北側から出土した土師器の杯で、口径は11.8cm、器

高は4.0cmある O 器形は 3(遺物No5124.1)と同様の形態となる O

7 (遺物No512I)は、中央部北側より出土した土師器の杯で、口径は11.8cm、器高は4.0

cmある O やや丸みを帯びた底部から内管しながら立ち上がり、口縁部で直立気味となり

端部を尖らせている O

8 (遺物No5533) は中央部北側から出土した土師器の模倣杯で、口径は12.0cm、器高は

3.6cmある O やや丸みを帯びた底部から内轡しながら立ち上がり、口縁部を内傾させて端

部を尖らせている O

9 (遺物No5294) は竃の東側に隣接して出土した土師器の斐で、胴部の最大径は17.0cm

ある O ほぼ直線的に立ち上がる長胴型を呈している O 胴部の外面は縦位・会ヰ位のハケメ、

内面は横位・斜位のハケメ調整が施されている O 胴部の外面にはススが付着している O

1O(遺物No5126+5127他)は竃脇の東側から出土した土師器の甑の口縁部から胴部にか

けてで、推定口径は20.0cmある O 胴部は直線的に立ち上がる直胴型となっている。外面に

は縦位のハケメが施されている O
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第 IV章発掘調査の 結 果 第 2節古墳時代の遺構と遺物
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図IV-2 -51 第10号住居祉から出土した土器(2 ) 
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遺構と遺物

11(遺物Na5135.I)は竃の南東側より出土した土師器の鉢で、口径は15.0cm、器高は9.5

cmある O やや丸みを帯びた底部から内轡しながら立ち上がり、口縁部で内傾して端部を

細く丸めている O

12 (遺物Na5125) は中央部北側から出土した土師器の脚付碗で、口径は11.5cm、器高は

14.2cmある。杯部は丸みを帯びて内母しながら立ち上がり、口縁部で内傾を弱めて端部を

細く尖らせている O 底部と胴部の境に沈線化した稜を持っている。脚部は胴部にやや膨

らみを持ち裾の端部を水平に引き出している O 空洞部は高くなり、渦巻き状になる O

13(遺物Na514I)は竃の東側に隣接して出土した土師器の査で、口径は18.0cm、器高は

25.2cmある O やや丸みを帯びた底部から内管しながら立ち上がり、頚部が 「く」の字状を

呈し、口唇部を細く丸めている O

14 (遺物Na5135.2) は竃の南東側より出土した土師器の甑の把手で、形態は角状であ

るD

15 (遺物Na5135.3)も竃の南東側より出土した土師器の甑の把手で、形態は角状であ

るO

16 (遺物Na5424) は竃の南西側より出土した土製支脚で、原形は長方体であったと思

われる。
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第 IV章 発 掘 調 査 の結果 第 2節 古墳時代の通情 と漬物
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図IV-2 -52 第11号住居祉の平面および断面図
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遺構と遺物

⑪第11号住居祉

1 -4、 J-4グリッドの標高14.55mに位置し、第12号住居祉と重複関係にあり、本

住居祉が第12号住居祉を掘り込んでいることから、第12号住居祉(旧)→第11号住居祉(新)

の関係が認められる O

平面形状は南側が発掘対象区外に広がっているため不明な点もあるが、方形を呈して

いると思われる O 規模は東西の長さが3.9m、確認できた南北の最大長は2.2mあり、主軸

の方位はN_170 -wを指している O

壁高は北側が17.0cm、東側が14.0cm、西側が21.0cmある O 確認できた壁溝は幅14.0~17.0

cm 、 j采さ 8.0~ 11.0cmある O

床面は暗茶褐色土で、全体に緩やかな凹凸が見られるがほぼ平坦で、中央部から東側

は硬質であるが、北東部角付近はやや軟質である O

柱穴は 2ヵ所確認され、柱穴 1(北東側)は長径が48.2cm、短径が44.2cm、深さは10.0cm、

柱穴(北西側)は長径が49.4cm、短径が31.9cm、深さは8.0cmで、ある O

覆土は 4層に分けられる O 第 l層は茶褐色土で炭化粒・焼土粒を少量含み、粘性も締

まりもやや弱い。第 2層は黒褐色土で炭化粒を多く含んでおり、焼土粒および、小ブロッ

ク状になった焼土をやや多く含んでいる。第 3層は暗褐色土で焼土粒をやや多く含み、

床面に敷くような状態で礁を含んでいる D 粘性はやや強く、締まりはやや弱い。第 4層

は黄茶褐色土で粘性も締まりもやや強い。
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竃は北壁のほぼ中央に位置し、 N_170
_ 

Wを向き、全長が111.2cm、最大幅が86.0cm

ある O 後世の削平をうけているため保存状

態は良好ではないが、北側に南北方向42.6

cm、東西方向35.0cmの楕円形の範囲に焼土

の分布が見られる O

竃の層序は 5層に分けられる O 第 l層は

暗茶褐色土で、炭化物・炭化粒・焼土粒を

やや多く含み、粘性も締まりもやや弱い。

第2層は暗茶褐色土で炭化粒・焼土粒を少

量含み、粘性はやや弱く、締まりはやや強

い。第3層は黒茶褐色土で、炭化物・炭化

粒を多く含み、焼土粒を少量含んでいる D

粘性はやや強く、締まりはやや弱い。第4

層は暗茶褐色土で、炭化粒・焼土粒を少量

含み、粘性も締まりもやや強い。第 5層は

暗茶褐色土で、炭化粒をやや多く含み、焼

土粒を少量含む。粘性も締まりもやや弱

し'0

図IV-2一53 第11号住居祉の竃の平面および断面図
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第 IV章 発 掘 調 査 の結果 第 2節 古墳時代の遺構と遺物
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図IV-2 -54 第11号住居祉の遺物分布図
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図IV-2一55 第11号住居祉から出土した遺物
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第 IV章発掘概査の結果 第 2節古墳時代の遺構と遺物

遺物は住居祉の全面に散布している O

1 (遺物No5329)は中央部より出土した須恵器の杯身で、推定最大径は15.5cm前後、推

定口径は13.0cm前後ある O 口縁部を内傾させ、上半を垂直に高く立ち上がらせて端部を少

し屈曲させ段の名残りを示して丸めている O

2 (遺物No5586)は竃から出土した有孔石器で、長径は5.5cm、短径は4.8cm、厚さ約2.0

cmの扇平な自然石を用いている。石のほぼ中央部を楕円形にくり抜き、凸面側は約2.0

cm・凹面側は2.8cmある。孔のっくりは丁寧で、孔の内部は使用によると思われる磨耗の

跡が認められる O
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第 IV章発掘調査の 結 果 第 2節古墳時代の遺構と遺物
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図IV-2 -56 第12号住居祉の平面および断面図
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遣情とi貨物

⑫第12号住居祉

1 -4・5、J-4グリッドの標高14.6mに位置し、第11号住居祉と重複関係にあり、

本住居杜が第11号住居祉を掘り込んでいることから、第12号住居祉(旧)→第11号住居

祉(新)の関係が認められる O

平面形状は東側が第11号住居並に掘り込まれ、南側が発掘対象区域外に広がっている

ため不明な点もあるが、方形を呈していると思われる D 規模は東西の長さが5.6m、確認

できた南北の最大長が4.1mあり、主軸の方位はN-200 -wを指している O

壁高は北側が12.0cm、西側が13.0cmある D 確認できた西から北側にかけての壁溝は幅6.0

........17.0cm、j采さカ{5.0........8.0cmある O

床面は暗茶褐色土で、北側から南側にかけて高くなっているが、全体に平坦でやや硬

質である O

柱穴は 2ヵ所確認され、柱穴 1(北西側)は径33.9cmの円形で、最深部の深さが32.0cm、

柱穴 2(南西側)は長径が41.0cm、短径が30.0cm、最深部の深さが44.0cmある O

住居祉の覆土は茶褐色土が l層で、炭化粒・焼土粒を少量含み、粘性も締まりもやや

弱い。

その他、北西側と西側中央部でピットが2基確認された。

遺物は土師器の細片が3点出土したのみである O

竃は北壁のやや東よりに位置しているが、第11号住居祉によって南側を欠いている O

N-140 -wを向き、残存している長さは76.4cm、最大幅は83.8cmある O 後世の削平をうけて

いるため保存状態は良好ではないが、中央部分に南北方向71.0cm、東西方向49.2cmの範囲

で焼土が分布している O
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竃の層序は 5層に分けられる O 第 l

層は暗茶褐色土で、炭化物 ・焼土粒を

少量含み、粘性はやや弱く、締まりは

やや強い。第 2層は暗赤褐色土で焼土

粒・焼土の小ブロックが層を成してい

るO 炭化物を少量含み、粘性も締まり

もやや弱い。第3層は黒茶褐色土で黒

色に近い。炭化物・炭化粒・焼土粒を

やや多く含み、粘性はやや弱く、締ま

りはやや強い。第4層は黒褐色土で、

炭化物・炭化粒を多く含み、焼土粒を

やや多く含んでいる O 粘性はやや弱

く、締まりはやや強い。第 5層は暗赤

茶褐色土で、焼土粒をやや多く含み、

粘性はやや強く、締まりはやや強い。

図IV-2一57 第12号住居祉の竃の平面および断面図
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遺構と遺物
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図IV-2 -58 第 4号土坑の平面および断面図
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古墳時代の遺構 と遺物

( 2 )土坑

古墳時代の土坑は第 5号土坑・第6号土坑が隣接している以外は、調査区の南西から

北東に分散している。

①第4号土坑

B-9、C-gグリッドの標高15.05mに位置し、平面形状は楕円形で、長径は99.5cm、

短径は73.5cm、深さは最深部が18.5cmあり、主軸はN・11.50 -wを指している O 断面形状は

皿状を呈しているが、中央部でやや深くなっている D

覆土は 3層に分けられ、第 1層は青暗赤茶褐色土で焼土粒と炭化物を多く含み、粘性

は弱く、締まりはやや強い。土器片を多く含んでいる O 第2層は暗茶褐色土で焼土粒と

炭化物を含んで、いる O 粘性はやや弱く、締まりはやや強い。第3層は青暗赤茶褐色土で、

粘性も締まりもやや強い。

遺物は中央部東側の覆土の中位および底面から土器片が集中して出土しているが、最

深部には落ち込んでいない。出土した土器片は土師器の破片が30点である。

1 (遺物N01255) は土師器の斐の口縁部で、推定口径は21.0cm前後ある O 頚部から口縁

部にかけて緩やかに外反して立ち上がり、端部は僅かに肥厚して直立気味となっている O

2 (遺物No1168)は土師器の斐の口縁部で、推定口径は21.0cm前後ある O 頚部から口縁

部にかけて外反して立ち上がり、端部は僅かに肥厚して直立している O 器壁は0.2~0.3cm

と薄い。

\~ r 
1・1255

弐一一 一1 二 7
2・1168

10cm 

図IV-2一60 第4号土坑から出土した土器
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第 IV章 発掘調査の結果 第 2節古t責時代の遺構と遺物
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図IV-2 -62 第 5号土坑の遺物分布図
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図IV-2ー 63 第 5号土坑の遺物出土状況図 図IV-2 -64 第6号土坑の平面および断面図
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遺栂と遺物

②第5号土坑

G-5、H-5グリッドの標高14.9mに位置し、平面形状は北側が試掘坑によって切ら

れているが、不整な方形を呈していると思われる O 残存している部分の長さは41.0cm、短

径は31.5cm、深さは最深部で9.5cmあり、主軸はN-10--Wを指している O 断面形状は上に

開く U字状を呈しているが、西側の壁面は緩やかに立ち上がっている O

覆土は 3層に分けられ、第 1層は淡黄茶褐色土で炭化粒を少量含み、粘性は弱く、締

まりはやや強い。第2層は淡黄茶褐色土で炭化粒を少量含み、粘性も締まりもやや弱い。

第3層は暗茶褐色土で、炭化粒・炭化物を多く含み、焼土粒を少量含んでいる O 粘性も

締まりもやや弱い。

遺物は北側の床面から須恵器の完形品が l点出土している。

1 (遺物No2623) は須恵器の杯身で、口径は9.8cm、器高は3.6cmある O 底面がやや平底気

味であるがほぼ半円球を呈し、口縁部を横ナデによって垂直に立ち上げている O

三区/
1・2623

O 10cm 

図IV-2 -65 第 5号土坑から出土した土器

③第6号土坑

G-5グリッドに位置し、北側が試掘坑によって切られているが、不整な楕円形を呈

していると思われる O 残存している部分の長さは77.5cm、短径は68.0cm、深さは最深部で

11.5cmあり、主軸はN-170 -Eを指している O 断面形状は皿状で底は波状を呈している O

覆土は 4層に分けられ、第 1層は淡黄茶褐色土で粘性は弱く、締まりはやや強い。第

2層は淡黄茶褐色土で第 1層に比べやや暗く、炭化粒・焼土粒を少量含み、粘性は弱く、

締まりはやや強いD 第3層は暗茶褐色土で、炭化粒・焼土粒を多く含み、粘性は弱く、

締まりはやや強い。土師器の細片を含んでいる O 第4層は暗茶褐色土で、炭化粒を少量

含み、粘性は弱く、締まりはやや弱い。

遺物は覆土第 3層から土師器の細片が2点出土しただけである O
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第 IV章発 掘調査の結果 第 2節吉 積 時代の遺構 と遺物
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古場時代のi盤情と遺物

④第 8号土坑

1 -5グリッドの標高14.85mに位置し、平面形状は楕円形で、長径は50.0cm、短径は

32.5cm、深さは最深部が5.0cmあり、主軸はN_70 -wを指している。断面形状は皿状を呈

している O

覆土は 2層に分けられ、第 l層は暗赤茶褐色土で炭化粒・炭化物・焼土粒を多く含み、

粘性はやや弱く、締まりはやや強い。第 2層は暗茶褐色土で炭化粒を少量含み、粘性は

やや弱く、締まりはやや強い。

遺物は覆土から土師器の細片が l点出土している O

⑤第11号土坑

D-8グリッドの標高14.8mに位置し、平面形状は円形で、径は60.0cm、深さは最深部

が4.0cmある。断面形状は皿状を呈している O

覆土は 2層に分けられ、第 l層は茶褐色土で粘性はやや弱く、締まりはやや強い。第

2層は黒褐色土で炭化物を多く含んでいる O 粘性はやや強く、締まりはやや弱い。

遺物は確認されなかった。
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第 IV章 発掘調査の結果 第 2節 古繍時代の遺構と遺物
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図IV-2 -68 第12号土坑の平面および断面図
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第 IV章 発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遇制時と遺物

⑥第12号土坑

1-4グリッドの標高14.5mに位置し、平面形状は不整な円形で、長径は186.1cm、短径は

156.0cm、深さは最深部が23.0cmあり、主軸はN-340 -wを指している O 断面形状は皿状を呈

している D

覆土は暗茶褐色土が l層で、炭化物をやや多く含んでいる O 粘性はやや弱く、締まり

は強い。

遺物は中央から東側にかけての覆土から、須恵器が l点と土師器が16点一括廃棄した

ように重なりあって出土している O そのうち、須恵器の提瓶が l点、土師器の杯が l点、

高杯が6点、把手が 1点ある O

遺物の出土状況とその内容から祭紀に関連した土坑と思われる O
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図IV-2 -69 第12号土坑の遺物分布図
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第 IV重量 発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遺構と遺物
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代のi量僧と遺物

1 (遺物No5497) は中央部より出土した須恵器の提瓶の破片である O 胴部の推定径は

15.0cmある O 胴部は同心円の細いカキメとヘラ削り調整が施されている O 肩には鈎形の把

手をつけている O

2 (遺物No5493) は中央部東側より出土した土師器の杯で、推定口径は13.0cm、器高は

4.3cmある O 底部は丸味を帯びた弓張り状を呈し、口縁部で直立し、端部は内傾させてい

るO 外面は回転のヘラ削りによる稜線状の沈線が残っている O

3 (遺物No5491) は中央部より出土した土師器の高杯で、推定口径は16.2cm、器高は

12.7cm、底径は10.0cmで、杯部は浅く稜を有しており、外反して大きく開いている。稜線

は器高の1/4から 1/5に位置している O 脚部は長脚で、直線的に「ハjの字状に開いてい

るO

4 (遺物No5498) は中央部北西側より出土した土師器の模倣高杯である O 推定口径は

14.3cm、器高は7.2cmある D 杯部はやや浅い碗型を呈し、口縁部がやや外反気味となって

いる O 脚部は接合部から「ハJの字に開いている D 脚部の器高は均二部よりやや短い。

5 (遺物No5494+5496.1)は北東側と中央部東側に破片が分かれて出土した土師器の模

倣高杯で、推定口径は13.0cm、器高は6.8cmある O 杯部はやや浅く、口縁部が僅かに外反

気味となっている O 脚部は接合部から「ハjの字に開いている O

6 (遺物No5500) は中央部より出土した土師器の模倣高杯の杯部で、推定口径は14.0cm

ある D 杯部はやや浅い碗型を呈し、口縁部がやや外反気味となっている O

7 (遺物No5496.2)は中央部東側より出土した土師器の模倣高杯の底部から脚部で、脚

部は接合部から「ハjの字に開いている O

8 (遺物No5577) は北西側より出土した土師器の高杯の脚部で、裾端部の推定径が10.0

cmある O 杯部の接合部から直線的に下り、裾部で「ハjの字状を呈している O

9 (遺物No5576) は中央部西側より出土した土師器の甑の把手と思われる O
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第 IV章 発掘調査の結果 第 2節古漬時代の遺婦と遺物
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図IV-2 -71 第13号土坑の平面および断面図
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古墳時代の遺構と遺物

⑦第13号土坑

G-6グリッドの標高14.6mに位置し、南西側を排水溝で切られているが、平面形状は楕

円形を呈していると思われ、長径は80.0cm、短径は66.0cm、深さは最深部が21.6cmあり、主

軸はN-400 
-Eを指している O 断面形状は丸底状を呈している。

覆土は暗茶褐色土が l層で、炭化粒はやや多く含み、焼土粒は少量含んでいる O 粘性

はやや強く、締まりはやや弱い。

遺物は底から一括廃棄したように重なりあ って出土している O そのうち、遺物No

5284.1 +5285.1 は土師器の模倣高杯、遺物No5284.2+5285.2+5287.1は土師器の費、遺物No

5287.2は土師器の甑、遺物No5285.3+5287.3は土師器の壷、遺物No5285.3+5287.3は土師器

の鉢である O
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図IV-2 -72 第13号土坑の遺物分布図
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第 IV章発掘調査の 結 果 第 2節古繍時代の通情と遺物
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古漬時代の遺構と遺物

1 (遺物No5284.1+5285.1)は鉢(遺物No5284.3+5287.4)に隣接して出土した土師器の模

倣高杯である O 口径は12.3cm、器高は8.3cmある O 杯部は深く胴部は丸味を持ち、杯部よ

りも脚部が短くなっている O 脚部は杯底部より「ハ」の字状に裾部が広がっている O 空

洞部は高い。

2 (遺物No5284.2+5285.2+5287.1)は鉢(遺物No5284.3+5287.4)と一緒に出土した土師器

の斐で、推定口径は19.0cmある D 頚部が「く jの字状に緩やかに屈曲し、口唇部を丸めて

いる O 口縁部から胴部は緩やかに内母し立ち上がっている O 口縁部の内面は横位のハケ

メ、口縁部から胴部の外面は斜位のハケメが施されている O

3 (遺物No5287.2)も鉢(遺物No5284.3+5287.4)と一緒に出土した土師器の甑である。口

径は19.5cm、器高は22.5cm、底径は7.6cmある。底部から胴部下半までは直線的に開いて立

ち上が り、口縁部からは直線的に立ち上がる直胴型に近いもので、把手は角状である O

外面は縦位のハケメ、内面は横位のハケメ調整が施されている O

4 (遺物No5285.3+5287.3)も鉢(遺物No5284.3+5287.4)に隣接して出土した土師器の査

である O 口径は13.6cm、器高は15.3cmある D やや丸味を帯びた底部から内管して立ち上が

り、肩部で内管を強めている O 肩部に最大径を有し、頚部から口縁部にかけて屈曲して

外反する。

5 (遺物No5284.3+ 5287.4 )は中央部西側より出土した土師器の鉢で、口径は18.3cm、器

高は7.2cm、底径は9.5cmある。平底の底部から直線的に聞きながら立ち上がり、口縁部で

直立気味となり、端部をやや尖らせている O
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第 IV章発掘調査 の 結 果 第 2節古墳時代の通情と遺物
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図IV-2 -74 第11号溝の平面および断面図
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図IV-2 -75 第11号溝の遺物分布図
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( 3 )溝状遺構

①第11号溝

第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遣鳩と漬物

発掘区の西側に位置し、 A-7グリッドから E-7グリッドまで東方向に延び、さら

にE-7グリッドでD-5、E-5グリッド方向に北上している。 A-7グリッドより

西側およびD-5、E-5グリッドより北側は発掘対象区域外に延びている O 平面形状

はほぼ直線状を呈し、確認された溝の長さは東西方向が1 ，980.0cm、幅70.0~140.0cm、深

さ 18.0cm、南北方向の長さは940.0cm、幅125.0~250.0cm、深さ 12.0cmで、確認できた溝の

総延長は2，920.0cmで、ある D 断面形状は上に広く開く U字形を呈している O 溝の方向はN-

830 -E、N-80 -wを指している O

覆土は青灰色土が 1層で、炭化物を少量含み、粘性はやや強く、締まりはやや弱い。

遺物は溝全体に散布しており、いずれも溝底から土師器が19点出土している O そのう

ち遺物No5602ム遺物No5609、遺物No5613は土師器の甑の把手、遺物No5614は土師器の模

倣杯、遺物No5705は土師器の高杯の脚部、遺物No5602.1は土師器の斐、遺物No5601は土師

器の斐の口縁部である O

-121-



第 IV章発掘調査の結果 第 2節古墳時代の遺情と遺物
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図IV-2ー76 第11号溝から出土した土器
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古墳時代の遺構と遺物

1 (遺物No5614)は土師器の模倣杯の口縁部で、推定口径は13.3cm、推定最大径は14.3

cmある O 弓張り状と思われる底部から立ち上がり、口縁部に稜を有してやや内傾してい

るO

2 (遺物No5705)は土師器の高杯の脚部で、裾端部の径は14.1cmある O 胴部は僅かに膨

らみ気味となるもののほぼ直線的に下り、裾部で大きくラッパ状に引き出している O 空

洞部はヘラ削り痕が明瞭に残っている O

3 (遺物No5602.1)は土師器の斐で、口径は20.0cm、器高は20.4cmある O 丸味のある底

部から球形状に立ち上がり、最大径は胴部中位にある O 頚部で「く」の字状を呈し、口

縁部は開き気味となっている O

4 (遺物No5601)は土師器の斐の口縁部で、推定口径は17.0cmある。頚部から口縁部に

かけて緩やかに外反して立ち上がり、端部は直立するようにやや細く丸めている O

5 (遺物No5602.2)は土師器の把手である D 断面の形状は扇平な円形を呈している D

6 (遺物No5613)も土師器の把手である O 断面は角状を呈する O 上面は比較的大きく

窪んでいる O

7 (遺物No5609) も土師器の把手である O 断面は扇平な円形を呈すると思われる O 接

合面にヘラの刺突痕が残っている。
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第 IV章 発掘調査の結果 第 2節古墳時代の適帰と遺物
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図IV-2 -77 第12号溝の平面および断面図
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古墳時代の遺備と遺物

②第12号溝

溝の状況と弥生土器については第N章第 l節で述べてあるので、ここでは同じ第12号

溝から出土した土師器について述べる D

弥生土器が東側の溝底に流れ込でいるような状態で壊れて出土しているのに対し、土

師器は西側の溝にまとまって比較的良好な状態で出土している O 出土した器種は土師器

の柑、高杯、小型査など祭紀に関連する土器がセットで出土している O
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図IV-2 -78 第12号溝の遺物分布図
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古墳時代の遺構と 遺物
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図IV-2 -79 第12号溝から出土した土器(1 ) 
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古t費時代の遺構 と遺物

1 (遺物No5683)は土師器の手担ねの杯で、推定口径は8.8cm、器高は4.7cmある O 底部

から半円球状を呈し、口唇部で僅かに肥厚している O 底部内面を中心に指頭痕が、また

外面に黒斑が認められる O

2 (遺物No5689)は土師器の高杯で、口径は15.8cm、器高は12.5cm、裾部径は9.0cmあ

るO 杯部下半で稜をつくって折れ曲がり、僅かに外反し、斜めに立ち上がっている O 脚

部は僅かに膨らみを持って聞き、下半は屈曲して大きく広がる、いわゆるエンタシス状

となっている O 内面にはしぼり目が認められる o

3 (遺物No5685) は土師器の高杯の杯部で、推定口径は20.3cmある。杯部下半で稜をつ

くって折れ曲がり、僅かに外反し、斜めに大きく立ち上がっている O

4 (遺物No5687.1) は土師器の高杯の脚部で、裾部の推定径は11.7cmある O 胴部は僅か

に膨らみを持って聞き下半は屈曲して大きく広がるエンタシス状となっている O 空洞部

は高く、内面にしぼり目は認められない。

5 (遺物No5626) は土師器の高杯の脚部で、短めの脚部は裾部にかけて 「ハjの字状

に開いている。空洞部は高い。

6 (遺物No5688)は土師器の高杯の脚裾部で、裾部の推定径は14.0cmある D 裾部を外に

大きく引き出している O

7 (遺物No5680)は土師器の小型の柑で、口径は6.4cm、器高は6.7cm、底径は3.1cm、胴

部の最大径は7.0cmある D 胴部半ばに最大径を持つ球形で、口縁部は逆 「ハJの字状に聞

いている O 内外面に指頭による調整痕が認められる O また腕部下半に黒斑がある O

8 (遺物No5679) は土師器の小型の埼で口縁部を欠いている O 底径は4.2cm、胴部最大

径は8.2cmある o 胴部半ばに最大径を持つ球形で、底部の外面は指頭による調整によって

あげ底状となっている O

9 (遺物No5682) は土師器の小型の柑の口縁部から胴部上半で、推定口径は7.8cm、最

大径は9.4cmある D 胴部半ばに最大径を持つ球形で、口縁部は逆 「ハ」の字状に開いて立

ち上がっている O
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古繍時代の遺構と遺物
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遺構と遺物

1O(遺物NQ5674)は土師器の小型の壷の底部で、底径は4.0cm前後、推定最大径は9.4cm

ある O 底部は厚みを持たせた平底を呈し、胴部は球形状と思われる D 底部の内面に指頭

痕が認められる O

11(遺物NQ5687.2)は土師器の小型の査の頚部から鯛部上半で、胴部の最大径は9.5cm

前後ある O 胴部半ばに最大径を持つ球形を呈すると思われる O 胴部の内面に指頭痕が認

められる。

12 (遺物NQ5687.3)は土師器の小型の壷の頚部で、頚部の推定径は7.0cmある O 口縁部

はやや直線的にやや外に聞き、胴部は球形を呈すると思われる O

13(遺物NQ5681)は土師器の小型の壷で口縁部を欠いている D 胴部の半ばに最大径を

持つ球形を呈しており、胴部の下半外面には指頭痕、内面はハケメ調整が施されている D

14 (遺物NQ5632他)は土師器の斐で、高台状の底径は5.7cm、胴部の推定最大径は28.5

cm前後と大型である O 丸味を帯びた底部から球形状を呈し、底部の外面は凸状の高台状

となる。内外面に輪積み痕が認められる。

15 (遺物NQ5554)は土師器の甑の把手で、形状は角状である。
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第 IVj量 発掘調査の結果 第 2節 古境時代の遺構 と遺物
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図IV-2 -81 第 8号溝から出土した土師器(1 ) 
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古墳時代の遺構と遺物

③第 8号溝から出土した古墳時代の遺物

第8号溝は旧河川と思われ、弥生土器と土師器が混さ守った状態で出土している O 遺構

の状況と弥生土器については第W章第 1節ですでに述べてあるので、ここでは同じ第 8

号溝から出土した土師器について述べることとする O

1 (遺物No6059) は土師器の模倣杯の蓋で、口径は12.0cm、器高は4.7cmある O 全体に

半円球を呈し、僅かな稜を設けている O

2 (遺物No6060) は土師器の杯で、口径は12.0cm、器高は4.5cmある O 平底気味の底部

から緩やかに内管して立ち上がり、口縁部は直立している O

3 (遺物No6061) は土師器の杯で、推定口径は12.0cm、器高は3.5cmある D やや丸味を

帯びた底部から湾曲して立ち上がり、口縁部は直立気味になり端部を尖らせている O

4 (遺物No6062) は土師器の杯で、推定口径は12.8cm、推定器高は4.0cmある O やや丸

味を帯びた底部から内管して立ち上がり、口縁部は直立している O

5 (遺物No6063) は土師器の高杯の脚部で、裾部径は11.4cm、残存部の器高は9.4cmあ

る。長脚で直線的に下り、裾部で大きく外へ引き出している O 空洞部は高く、ヘラ削り

の痕が見られる O

6 (遺物No6064) は土師器の高杯の脚部で、裾部の推定径は1O.8cmある D 直線的に下り

裾部で「ハ」の字状に開いている o 杯部との接合部には箆状施具による刺突が見られ接

合時の方法を読みとることができる D

7 (遺物No6065) は土師器の斐で、推定口径は15.6cm、器高は20.2cm、底径は6.0cmあ

るO 平底の底部からほぼ直線的に立ち上がり、最大径が肩部にある直胴型である。頚部

から口縁部は「コ」の字状を呈している O 胴部の中位に輪積み痕や指頭痕が認められる O

外面は縦位のハケメ、内面は横位・斜位の細いハケメが施されている D

8 (遺物No6066) は土師器の斐の口縁部で、推定口径は19.0cmある。頚部から口縁部は

「コJの字状を呈している D 口縁部に最大径を有する直胴型と思われる D 胴部の器壁は

O.3~0.4cm と薄い。外面に僅かにススが付着している D
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第 IV章発掘調査の 結 果 第 2節 古繍時代の遺構と遺物
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遺憾と遺物

9 (遺物No6067) は土師器の甑で、推定口径は20.4cm、残存する器高は25.0cmある O 直

線的に口縁部まで立ち上がる直胴型で、把手は断面が台形状である D 内面は斜位・横位

のハケメ調整が施されている O 外面には輪積み痕が見られる O

1O(遺物No6068) は土師器の甑の胴部下半で、推定底径は9.6cmある O 底部から直線的

に立ち上がる直胴型で、把手は断面が台形状である O 胴部の外面に輪積み痕が認められ

るD また底部の内面にススが付着している O

133-



第 IV重量 発掘調査の結果 第 2節 古演時代の遺構と遺物
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図IV-2 -83 グリッドから出土した土器(1 ) 
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( 4 )遺構以外から出土した遺物

①各クリッドから出土した遺物

第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古 墳 時 代 の 遺 構 と 遺 物

遺構以外で出土した須恵器と土師器のうち、特徴のあるものをここに示す。

1 (遺物N叫438)はG-5グリッドから出土した須恵器の杯蓋である。天井部から丸味を

持ち口縁部との境に僅かに沈線化した稜がある。天井部の外面は1βほどにヘラ削りが施され

て、内面は渦巻き状のヘラ削りの後にナデ調整が施されている O

2 (遺物N04317)はB-7グリッドから出土した須恵器の杯蓋で宝珠状のつまみが付いて

いる O 最大径は11.3cm、口径は8.8cm、器高は3.5cm、つまみの径は2.0cmある O 天井部を弓張り

状にし、渦巻き状に左回転のヘラ削り調整を施している。かえり付である O

3 (遺物No1851)はH-5グリッドから出土した須恵器の杯身で、推定口径は13.8cm、推定

最大径は15.5cm、器高は3.8cmある。弓張り状の底部から口縁部は直立気味に立ち上がり、端

部を丸めている。外面は1βがヘラ削りにナデ調整が施されている。ヘラ記号「サjがみられ

るO

4 (遺物No1450)はK-3グリッドから出土した須恵器の杯身である。推定口径は11.5cm、

推定最大径は13.5cmある O 弓張り状の底部から口縁部は僅かに内母気味となり、端部を丸めて

いる O 外面は1βがヘラ削りにナデ調整が施されている。ノタ目が認められる。

5 (遺物N04316)はB-7グリッドから出土した須恵器の杯身で、最大径は10.0cm、口径は

8.5cm、器高は3.1cmある O 底部はやや丸味を帯びた弓張り状となり、口縁部は内傾して立ち上

がっているが受部よりほんの少し高いだけである。端部は丸めている。ヘラ記号 rxJがみ

られるO

6 (遺物No825)はB-7グリッドから出土した須恵器の杯身で、最大径は9.7cm、口径は7.7

cm、器高は3.2cmあるO 底部は弓張り状となり、口縁部は内傾して低く立ち上がり、端部は丸

めている O 渦巻き状に左回転のヘラ削り調整を施している O

7 (遺物No3756)はF-5グリッドから出土した須恵器の杯身で、口径は8.5cm、最大径は

11.0cm、器高は3.8cmある O 底部がやや丸味を帯びた弓張り状を呈し、口縁部は内傾して立ち

上がっているが受部より低くなっている。

8 (遺物N02ll)はB-9グリッドから出土した須恵器の杯身で、最大径は10.4cm、口径は

8.6cm、器高は4.0cmある O 底部は弓張り状となり、口縁部は内傾しているが、受部より低く

なっている。端部は丸めている。ヘラ記号 r-Jが見られる O

9 (遺物NOl84+185+187+188)はE-8グリッドから出土した須恵器の杯身で、推定口径は

11.8cmある O 胴部から口縁部は直線的に聞きながら立ち上がっている。端部は僅かに外反気味

につまんで細く丸めている。ミズピキ成形で丁寧な作りとなっている。

1O(遺物N0508)はD-8グリッドから出土した須恵器の査の口縁部で、口径は7.0cm、現存

する器高は5.7cmある。頚部から口縁部にかけて緩やかに外反し、端部は三角形状の断面と

なっている。頚部には横位に 2条の沈線が施されている。内外面に自然粕が掛かっている。

11(遺物N04365)はD-6グリッドから出土した須恵器の査の底部で、高台部の推定径は

9.7cmあるo rハJの字状に突き出るように高台が付いており、胴部はほぼ直線的にやや聞い

て立ち上がっている。器壁はO.8~1.Ocmとやや厚い。胴部の外面はヘラ削りがやや粗く施され

ている。内外面に自然紬が見られる。
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第 IV章 発掘調査の結果 第 2節古墳時代の遺情と遺物
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古t食時代のi量禍と遺物

12 (遺物No1505)はK-3グリッドから出土した須恵器の短頚査で、最大径は16.0cmあ

るO 平底の底部から内管気味に聞きながら立ち上がり、肩部から頚部にかけて内傾し

「く jの字気味に屈曲している O 底部の外面から胴部の1/3までヘラ削り、他はナデ調整

が施されている O 肩部に 2条の沈線紋が施されている O

13(遺物No1750)は 1-4グリッドから出土した須恵器の平瓶で、胴部の最大径は14.8

cm、残存部の器高は16.0cmある O 底部は丸味を帯びて緩やかに内管して立ち上がり、肩部

は緩やかに丸味を帯びて頚部から直線的に直立気味に立ち上がっている O 肩部に自然紬

が見られる O

14 (遺物No3576)はC-8グリッドから出土した土師器の模倣杯の蓋で、推定口径は

15.0cm、器高は4.2cmある D 天井部は弓張り状を呈し緩やかに湾曲しながら口縁部に下り、

弱い稜を有している O

15 (遺物No4313)はB-7グリッドから出土した土師器の杯で、口径は1O.5cm、器高は

4.3cmある O やや丸味のある底部からほぼ直立気味に口縁部が立ち上がっている O

16 (遺物No1594)はK-3グリッドから出土した土師器の杯で、推定口径は12.2cm、器

高は4.2cmある O やや丸味を帯びた底部から緩やかに湾曲し口縁部で直立している O

17 (遺物No3109)はE-7グリッドから出土した土師器の杯で、推定口径は13.0cm、器

高は3.9cmある O 平底気味の底部から緩やかに湾曲して聞きながら口縁部となっている O

18 (遺物No3107)はE-7グリッドから出土した土師器の杯で、推定口径は14.0cm、器

高は3.7cmある。平底気味の底部から緩やかに湾曲した後に口縁部で直立気味となってい

るO

19 (遺物No3479)はD-7グリッドから出土した土師器の杯で、推定口径は14.6cmあ

る。緩やかに湾曲した後に口縁部で直立気味となり、箱形に近い形状を呈している O

20 (遺物No3467---3475)はH-5グリッドから出土した土師器の把手付鉢で、推定口

径は14.5cm、器高は6.3cmある D 丸味を帯びた底部から胴部下半に僅かに屈曲部を有して

直線的に開いて立ち上がっている O 把手は扇平な楕円形の断面を呈している O
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古繍時代の遺織 と遺物
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図IV-2ー 85 グリッドから出土した土器(3 ) 
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古漬時代の遺構 と漬物

21 (遺物No2563) はK-3グリッドから出土した土師器の模倣高杯で、推定口径は13.4

cm、推定器高は8.0cmある O 杯部は底部から内管しながら立ち上がり、口縁部を外反させ

た碗型を呈している。脚部は杯部よりも短く、 「ハjの字状に裾部が開いている O

22 (遺物No2583) はJ-3グリッドから出土した土師器の模倣高杯で、推定口径は13.0

cm、推定器高は7.0cm、裾部径は9.0cmある。杯部はやや丸味を帯びた底部から緩やかに湾

曲して口縁部で直立している O 脚部は均二部から直接開きながら裾部で 「ハJの字状を呈

している O

23 (遺物NoS502) はK-4グリッドから出土した土師器の高杯で、口径は14.7cm、推定

器高は11.0cm前後、裾部の推定径は1O.0cm前後ある O 杯部は稜を有し、口縁部はやや内母

気味に立ち上がっているo 脚部は直線的に聞き、裾部は「ハJの字状に引き出している O

空洞部が高く、接合部は円球状に突起している D 外面はミガキ調整が施されていたと思

われる。また、外面には黒斑が見られる O

24 (遺物No4972) はB-8グリッドから出土した土師器の査で、口径は13.3cm、器高は

19.4cmあるo 最大径は胴部中位にあり、丸味のある底部から球胴形を呈し、頚部で緩やか

に外反して立ち上がっている。

25 (遺物No2630~ 2670) はH-4グリッドから出土した土師器の甑で、底径は10.5cm

で、底部から直線的にやや開いて立ち上がる直胴型を呈している O 外面は縦位のハケメ、

内面は横位・斜位のハケメが施される。把手が左右で異なる位置(? )に付いている D

26 (遺物No4982) はB-8グリッドから出土した土師器の把手である O 断面は台形状

を呈し、比較的小型である。先端が斜め上方へ引き出されている O

27 (遺物No4711.t)はC-9グリッドから出土した土師器の把手である O 断面は台形状

を呈し、比較的小型である O 先端が斜め上方へ引き出されている O

28 (遺物No4711.2) はC-9グリッドから出土した土師器の把手である O 断面は台形状

を呈している O
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節古犠時代の遺構と遺物
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図IV-2 -86 排水溝から出土した土器(1 ) 
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古墳時代の遺補と遺物

②排水溝力、ら出土した遺物

調査用の排水溝から出土した遺物のうち特徴のあるものを示す。

1 (遺物No6069) は須恵器の杯蓋で、推定口径は12.0cm前後、器高は4.7cmある O 全体

が半円球状を呈し、天井部と口縁部の境に沈線が施され、口縁部は垂直に下りている O

端部の内面にも沈線が施されている O ヘラ記号「井」が見られる O

2 (遺物No6070) は土師器の模倣杯で、推定口径は12.0cm、器高は4.0cmある O 弓張り

状の底部から稜を有し、口縁部で僅かに内傾している。

3 (遺物No6071)は土師器の模倣杯で、推定口径は11.4cm、器高は5.0cmある O やや丸

味のある弓張り状の底部から稜を有し、口縁部で僅かに内傾している O

4 (遺物No6072) は土師器の杯で、推定口径は12.4cm、器高は3.8cmある O 平底の底部

から僅かな稜を有し、口縁部は直線的にやや開いている口

5 (遺物No6073) は土師器の杯で、推定口径は12.8cm、器高は4.8cmある O 半円球状に

底部から口縁部まで立ち上がり、端部は細く尖っている D 外面は磨きが施されている O

6 (遺物No6074)は土師器の杯の口縁部と思われ、口径は1O.3cmある O 直線的に開きな

がら立ち上がり、口縁部で直立から内傾気味となっている O

7 (遺物No6075)は土師器の高杯の脚部で、裾部の推定径は9.0cm、残存部の器高は6.0

cmある O 直線的にやや聞きながら裾部で 「ハjの字状を呈し、外に引き出している O 空

洞部は高い。

8 (遺物No6076) も土師器の高杯の脚部で、接合部径は3.5cmある O 直線的に下りて長

脚となる O 空洞部は高くヘラ削り痕が見られる O

9 (遺物No6077) は土師器の斐で、口径は18.6cmある O 胴部は緩やかに内管して、頚部

が 「くJの字状を呈し、直線的に開いて立ち上がっている D 口唇部は僅かに肥厚して内

側は沈線化している O 外面は縦位・斜位のハケメ、内面は横位のハケメが施されている O

1O(遺物No6078) は土師器の斐で、口径は10.5cmある O 最大径は口縁部にあり底部は丸

底に近く、ほぼ直線的に立ち上がる直胴型で、頚部で弱い 「くjの字状となり口縁部で

直立気味となっている。胴部下位の器壁は1.0cmとやや厚い口外面は縦位のやや粗いハケ

メが施されている O
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古場時代の遺槍と遺物
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古繍時代の遺構 と遺物

11 (遺物No6079)は土師器の斐の底部から胴部下半で、平底の底部からほぼ直線的に

立ち上がる直胴型を呈していると思われる O 胴部の外面は縦位・斜位のハケメが一部で

格子状に施されている O

12 (遺物No6080)は土師器の逆鉢型をした蓋と思われる D 口径は27.0cm、器高は12.5

cm、把手部径は3.5cmある O ほほ直線的に斜めに 「ハ」の字状に聞き、口縁部で僅かに外

反している D 外面は斜位のハケメが施されている O

13 (遺物No6081)は土師器の高台把手付鉢(仮称)で、口径は32.7cm、器高は19.0cm、高

台径は16.3cmある O 丸味を帯びた底部から直線的に逆「ハJの字状に開いて立ち上がり、

口縁部で僅かに肥厚させ端部は外傾している O 把手はやや丸味のある角状を呈し、台部

は接合部から 「ハ」の字に聞いている O
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第 IV章発掘調査の 結 果 第 2節 古場時代の遺構と遺物

10cm 

14・ 6伺 2

図IV-2 -88 排水溝から出土した土器 (3 ) 

てミ~/
1・6伺 3

10cm 
2・6凶 4

図IV-2 -89 テスト・ピットから出土した土器
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第 IV章発掘調査の結果 第 2節 古場時代の遺構と遺物

14 (遺物No6082) は土師器の甑で、口径は25.5cm、器高は28.4cm、底径は1O.0cmある O

底部から直線的に立ち上がる直胴型で、口縁部で僅かに内背気味となり、端部をやや細

く尖らせている O 把手は角状である O 胴部の外面は縦位のハケメ、内面は横位のハケメ

が施されている O

③テスト・ピットから出土した遺物

K-4グリッドに層序を確認するために入れたテスト・ビットから出土した遺物のう

ち、特徴のあるものを示す。

1 (遺物No6083) は須恵器の杯身の破片で、推定最大径は11.4cm、推定口径は9.4cmあ

るO 弓張り状の底部から短い口縁部へと立ち上がっている。外面のヘラ削りは狭い。内

面は回転ナデ調整が施されてるo

2 (遺物No6084) は土師器の杯で、推定口径は12.0cm、器高は4.3cmある。やや丸味を

帯びた底部から湾曲して立ち上がり、口縁部を直立気味にして端部を尖らせている O 底

部の外面に指頭痕が認められる。
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第 IV章 発掘調査の結果 第 3節 奈良・平安時代の遺構 と遺物
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図IV-3 -1 奈良・平安時代の遺構分布図 (全体)
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図IV-3 -2 奈良・平安時代の遺構分布図(土坑)
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第 IV章発掘調査の結果 第 3節 奈良 ・平安時代の遺構と遺物

第 3節奈良・平安時代の遺構と遺物

奈良・平安時代に相当する遺構は土坑が6基と溝状遺構が3条ほぼ同じレベルで確認

されている O なお、第 9号土坑は第 2号住居祉を掘り込んでおり、第10号溝は第 7号住

居祉を掘り込んでいる O
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図IV-3一3 奈良・平安時代の遺構分布図 (溝状遺構)
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第 IVj量発掘調査 の結果 第 3節 奈良・平安時代の遺構と遺物

( 1 )土坑

A B C D E F G H K L M 

2 戸/戸¥

/ 戸"
/ ¥ b 

戸/
v" ν/ 、/

4 

レ/〆' / 
/ 

6 
/" 
〆/

/ 
〈 』レγv 
I\~ 

¥ イLI 」 ー

9 

④〕

内/

L呪
だ__，5九日

.tP. 

ミ2 重量

図IV一3-4 第 1号土坑の平面および断面図

①第 1号土坑

C-7グリッドの標高15.00mに位置し、平面形状は長楕円形で、長径は126.0cm、短径

は72.5cm、深さは15.0cmあり、主軸はN-140 -wを指している D 断面形状は皿状を呈して

いる O

覆土は 2層に分けられ、第 l層は茶褐色土で粘性は弱く、締まりは強い。第 2層は赤

茶褐色土で粘性はやや弱く、締まりはやや強い。

遺物は確認されなかった。
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第 IV章発掘調査の結果 第 3節 奈良・ 平安時代の遺構と遺物
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図IV-3ー 5 第2号土坑の平面および断面図 図IVー 3-6 第3号土坑の平面および断面図

②第 2号土坑

B-8グリッドの標高15.05mに位置し、平面形状は不整な楕円形で、長径は45.8cm、短

径は40.0cm、深さは最深部が3.1cmあり、主軸はN-190 -Eを指している O 断面形状は皿状

を呈しているが、南西側の壁面は緩やかに立ち上がっている O

覆土は青赤茶褐色土が l層で、炭化物・焼土を多く含んでいる O 粘性は弱く、締まり

は強い。

遺物は覆土から土師器の細片が2点出土している O

③第3号土坑

B-8グリッドの標高15.05mに位置し、平面形状は長楕円形で、長径は77.1cm、短径は

49.2cm、深さは最深部が7.8cmあり、主軸はN・ 570 -Eを指している O 断面形状は皿状を呈

しているが、南西側の壁面は緩やかに立ちとがっている O

覆土は青赤茶褐色土がl層で、炭化物・焼土を多く含み、粘性は弱く、締まりは強い。

第2号土坑と同じ覆土であるが、第 2号土坑より焼土を多く含んでいる D

遺物は土坑の中央部から土師器の細片が4点出土している O
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発掘調査の結果第 IV章 奈良・平安時代の遺構と遺物
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第 IV章 発掘調査の結果 第 3節 奈良・平安時代のi章構と遺物

④第7号土坑

G-5・6、H-5・6グリッドの標高14.85mに位置し、平面形状は不整な楕円形で、

長径は97.0cm、短径は81.1cm、深さは最深部が21.5cmあり、主軸はN-120 -wを指してい

る。断面形状は上に広く開く V字状を呈している O

覆土は 6層に分けられ、第 I層は淡黄褐色土で粘性は弱く、締まりはやや強い。第2

層は淡黄褐色土で炭化粒を少量含み、粘性は弱く、締まりはやや強い。第3層は黒茶褐

色土で、炭化粒・炭化物を多く含み、粘性はやや強く、締まりはやや弱い。第4層は暗

茶褐色土で、炭化粒を少量含み、粘性も締まりもやや強い。第5層は暗茶褐色土で、炭

化粒・炭化物を含み、粘性はやや強く、締まりはやや弱い。第6層は赤褐色の焼土で、

粘性は弱く、締まりは強い。

遺物は南側から土師器の細片が l点出土している O

⑤第10号土坑

F-4・5グリッドの標高14.1mに位置し、平面形状は長楕円形で、長径は141.5cm、短

径は50.5cm、深さは最深部が14.0cmあり、主軸はN-150
・Wを指している O 断面形状は皿

状を呈している。

覆土は 2層に分け られ、第 l層は暗灰褐色土で青灰色土がブロック状に混入し、粘性

も締まりも強い。第2層は暗褐色土でブロック状の黄褐色土を少量含み、炭化粒を少量

含んでいる O 粘性も締まりもやや強い。

遺物は確認されなかった。
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第 IV章 発掘調査の結果 第 3節 奈良・平安時代の遺構と遺物

A BCDE  GH  KLM  

7 

同 v-'¥ 
〆/

戸"

/' ¥ 〉

レr
..， 

/ 
、"

v ノ〆
v 

ノ"
v レ/

e、 レ/
1¥00 

凶9/骨イニu元

¥ レ/

2 

3 

4 

5 

6 

自

9 

④ 

'¥¥伯
v

・・44
Q
4
 

民 o¥ 
/ 

t，<l 
.1加

が/

¥ 

ト

/ 

?5qcm 

図IV-3 -9 第9号土坑の平面および断面図
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第 IV章発掘調査の結果 第 3節 奈良・平安時代の遺構と遺物

⑥第 9号土坑

C-8・9、D-8グリッドの標高14.25mに位置し、南側は発掘対象区域外に広がっ

ているが、平面形状は不整な円形を呈していると思われる O 東西方向の長さは170.5cm、

残存している南北方向の最大長は61.9cm、深さは最深部が58.8cmあり、主軸はN-340 -w 
を指している。断面形状は平底で上に広く開く U字形を呈している。

覆土は青灰色土が l層で、粘性も締まりも強い。

遺物は覆土中から須恵器の破片が5点、陶器の破片が l点出土しており、そのうちの

2点は須恵器の碗の底部と口縁部である。

、二二匡二7
4700 

y

m

 図IV一3-10 第 9号土坑の遺物分布図

1 (遺物No4700) は須恵器の碗の底部で、底部径は7.8cmある O 平底から大きく開いて

立ち上がると思われる O 高台部は僅かに作り出している O 外面はヘラ削りの後にナデ調

整、内面はナデ調整が施されている D

2 (遺物No4708) は須恵器の碗の口縁部で、推定口径は16.5cmある O 口縁部は大きく聞

き、端部は丸めている O

、_1に二二〉

一、
=二「 y 

O 1Ocm 

図IV-3 -11 第9号土坑から出土した土器
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第 IV章発掘調査の 結 果 第 3節 奈良・平安時代の遺構と遺物
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第 IV章発掘調査の結果 第 3節 奈良・平安時代の遺構と遺物

(2)溝状遺構

①第 6号溝

F-4・ 5、G-4・5 ・6グリッドの標高15.05mに位置し、北側は途中で第 5号溝

に切られているが、南北とも発掘対象区域外に延び、ている O 平面形状はほぼ直線状を呈

し、確認された溝の長さは1130.0cm、最大幅265.0cm、深さ8.0cmで、溝の方向はN-2よ
Wを指している O 断面形状は皿状を呈している O

覆土は青灰色土が l層で、粘性も締まりもやや強い円

遺物は溝全体に散在し、いず、れも溝の底から須恵器ら破片が2占と土師器の細片が7

点出土している O そのうち遺物尚附は須恵器の鉢の底部で、ある;

1070 

図IV-3 -13 第6号溝の遺物分布図

1 (遺物No1070) は須恵器の鉢の

底部と思われる O 底部径は7.7cmあ

るO 平底に「ハjの字状の高台をつ

け、胴部は直線的に斜めに開きなが

ら立ち上がっている O 外面はヘラ削

り、高台部分はナデ調整、内面は左

回転のヘラ削りにナデ調整が施され

ている O 底部の内面に自然粕が認め

られる O

1・1070

。
』

10cm = 図IVー 3-14 第6号溝から出土した土器
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第 IV章 発掘調査の結果 第 3節 奈良・平安時代の遺精と遺物
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図IV-3 -15 第9号溝の平面および断面図
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第 IV章発掘調査の結果 第 3節 奈良・平安時代の遺柵と遺物

②第 9号溝

E-5・6・7グリッドの標高14.9mに位置し、南北はさらに発掘対象区域外に延びて

いる O 平面形状は直線状を呈し、確認された溝の長さは1328.0cm、最大幅368.0cm、深さ

36.0cmで、溝の方向はN-140
・Wを指している O 断面形状は上に広く開く U字形を呈して

いる O

覆土は 4層に分けられ、第 l層は茶褐色土で青灰色土のブロックを含み、粘性はやや

弱く、締まりはやや強い。第2層は褐色土で青灰色土のブロックを含み、粘性も締まり

もやや弱い。第3層は褐色土で粘性は強く、締まりはやや強い。第4層は暗黄褐色土で

粘性はやや強く、締まりは強い。

遺物は溝の中央部の緩やかな壁面から須恵器が6点と土師器の破片が 1点出土してい

るO そのうち遺物No4820は須恵器の杯蓋、遺物No4833は山茶碗、遺物No4832は灰利陶器

の高台付碗の底部である O

下一→こ弓フ
4832 

戸当字、

図IV-3 -16 第9号溝の遺物分布図
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第 IV章 発 掘 調 査 の結果 第 3節 奈良・平安時代の遺構と遺物

戸寸宗「
1・4828

¥γ一寸=二子

3・4832

図IV-3 -17 第9号溝から出土した土器
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第 IV章発掘調査の結果 第 3節 奈良・ 平安時代の遺構 と遺物

1 (遺物No4828)は須恵器の杯の蓋で、推定口径は12.6cm、器高は3.2cmある O 弓張り

状の天井部から口縁部をほぼ垂直に下ろし、天井部と口縁部の境には何も施していない。

天井部の外面はヘラ削り、内面はナデ調整に指頭痕が認められる O

2 (遺物No4833) は山茶碗で、口径は15.4cm、器高は6.2cm、高台径は7.4cmある O 平底

に断面が台形状の高台を付けている O 胴部は緩やかに内管して聞き、口唇部にかけて外

反して端部を丸めている O

3 (遺物No4832)は灰粕陶器の高台付碗の底部で、高台部の推定径は7.6cmある O 平底

に 「ハ」の字状の断面の高台を付けている D 底部の外面には回転糸切り痕が認められる O
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第 IV章 発掘調査の結果 第 3節 奈良・平安時代の遺情と遺物
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図IV-3 -18 第10号溝の平面および断面図
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第 IV章発掘調査の結果 第 3節 奈良・平安時代の遺構と遺物

③第10号溝

F-4・5. 6 . 7グリッドの標高14.8mに位置し、南北はさらに発掘対象区域外に延

びている O 平面形状は直線状を呈し、確認された溝の長さは1224.0cm、最大幅104.0cm、

深さ 14.0cmで、溝の方向はN-120 -wを指している O 断面形状は皿状を呈している D

覆土は暗茶褐色土が1層で、ブロック状の青灰色土を含み、粘性は強く、締まりはや

や強い。

遺物は南側の底面から土師器の細片が 1点出土したのみである O
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第 IV章発掘調査の結果 第 3節 奈良・平安時代の遺構と遺物
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( 3 )遺構以外から出土した遺物

①各グリッドから出土した遺物

第 IV章発掘調査の結果 第 3節 奈良・平安時代の遺構と遺物

1 (遺物Na3463)はH-4グリッドから出土した須恵器の杯蓋で、推定口径は16.6cm、

器高は4.3cmある O 径が2.8cmの扇平な宝珠状のつまみが付き、天井部は弓張り状を呈し、

端部を明瞭に折り曲げて受部を作っている O

2 (遺物Na2667)はH-4グリッドから出土した須恵器の杯蓋の天井部で、径が3.1cm

の扇平な宝珠状のつまみが付いている O 天井部は同心円状のヘラ削りが施されている O

3 (遺物Na1718) は1-4グリッドから出土した須恵器の杯蓋で、径が3.0cmの扇平な

宝珠状のつまみが付いている O 内面は渦巻き状のナデ調整、外面はヘラ削りが施されて

いる O

4 (遺物Na4334)はD-7グリッドから出土した須恵器の杯身の底部で、推定底径は

4.4cmある D 平底から僅かに内智して大きく聞いて立ち上がっている O

5 (遺物Na375I)は F-6グリッドから出土した須恵器の杯身の底部で、底径は4.0cm

ある O 平底の底部から内管気味に立ち上がっている O 底部の器壁は1.0cmある O

6 (遺物Na3560)はC-8グリッドから出土した須恵器の碗の底部と思われる O 平底

の底部に僅かに薄い高台が付いている O 高台の推定径は6.4cmある O

7 (遺物Na182，236)はE-8グリッドから出土した須恵器の高台付杯身で、口径は14.0

cm、器高は3.8cm、高台径は1O.7cmある O 底部は平底で、口縁部が外傾して聞き気味の箱

形杯部に「ハ」の字状に開く断面が四角形の高台が付いている O 底部と口縁部は明瞭な

稜があり屈曲している O

8 (遺物Na1088) は 1-4グリッドから出土した須恵器の高台付杯身で、高台の推定

径は14.4cm、器高は4.3cm、推定底径は1O.8cmある D 底部から口縁部にかけての屈曲は緩や

かで丸味を帯び、端部は丸めている O 高台は断面が四角形でやや高くなっている O 内外

面ともにナデ調整が施されている。

9 (遺物Na1763) は 1-4グリッドから出土した須恵器の高台付杯身で、高台の推定

径は9.8cmある O 底部から緩やかに丸味を帯びて立ち上がっている O 高台は断面が四角形

でやや高くなっている O 内外面ともにナデ調整が施されている O

1O(遺物Na1083)は 1-4グリッドから出土した須恵器の高台付杯身の底部で、高台

の推定径は5.5cmある O 胴部へは緩やかに聞いて立ち上がっている。高台は「ハJの字状

に聞き端部を丸めている O

11(遺物Na698) はF-7グリッドから出土した灰粕陶器の高台付杯身の底部で、高台

の推定径は8.0cmある O 平底の底部から緩やかに開いて立ち上がっている。高台は「ハj

の字を押しつぶしたように付いている。底部の外面はヘラ削り、他はナデ調整が施され

ている O

12 (遺物Na3557) はC-8グリッドから出土した須恵器の碗の底部と思われ、高台部

の径は6.8cmある O 平底の底部は器壁が1.0cmとやや厚く、外面は静止ヘラ削りの後に断面

が台形の高台を付けた後に回転ナデ調整、内面は丁寧なナデ調整が施されている O
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第 IV章 発掘調査の結果 第 3節 奈良・平安時代の遺構と遺物
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図IV-3 -20 遺構外から出土した土器ーグリッド(2 ) 
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第 IV章 発 掘 調 査 の 結 果 第 3節 奈良・ 平安時代の遺構と遺物

13 (遺物No2360)はJ-2グリッドから出土した須恵器の碗の底部と思われ、高台部

の径は9.2cmある O 高台は断面が四角形を呈し「ハ」の字状に聞いている O 底部の外面は

ヘラ切りが未調整に近い状態でヘラ削りし、内面は渦巻き状のヘラ削りにナデ調整が施

されている。

14 (遺物No4826)はD-7グリッドから出土した須恵器の高杯の脚部で、裾部径は10.0

cmある O ほぼ直線的に下りて裾部で 「ハjの字状に開き、端部は三角形を呈している O

内外面共にヘラ削りにナデ調整が施されている O 外面にはノタ目、ヘラ記号が見られる O

15 (遺物No4968)はB-6グリッドから出土した須恵器の高杯の脚部で、接合部径は

4.0cmある D 僅かに内轡気味に下りて裾部で 「ハjの字状に開いている O 外面は回転のヘ

ラ削りにナデ調整が施され、内面は絞り状のヘラ削りにナデ調整が施されている O

16 (遺物N01739+1740+1785+1742+1744+3334+3341+3343)は 1-3 ・4グリッドから

出土した須恵器の短頚査の頚部から胴部で、胴部の推定最大径は20.0cmある O 胴部は偏球

状に立ち上がり、頚部で直立している O 胴部の1/3下半までヘラ削り、胴部中位にはノ夕

日が認められる O また、胴部の上位には自然紬が掛かっている O

17 (遺物No2220) はJ-3グリッドから出土した須恵器の有蓋短頚査で、推定口径は

11.0cm、器高は14.6cm、底径は13.6cmある O 平底に断面が台形の高台が付き、胴部は直線

的に立ち上がり、肩部は緩やかに下がり張りを持っている D 口縁部は短く直立して端部

を内傾させている O 胴部は内外面ともにヘラ削りにナデ調整が施されている O

18 (遺物No2688)は 1-4グリッドから出土した須恵器の長頚査で、頚部接合部の径

は5.8cm、胴部の最大径は16.0cmある O 頚部は緩やかに外反して立ち上がっている O 胴部

上半は直立気味に立ち上がり、肩部で屈曲して内傾し緩やかに立ち上がっている O 接合

部はナデ調整によって丁寧に仕上げられている O 頚部の外面に自然粕が見られる O

19 (遺物No4318)はB-7グリッドから出土した須恵器の長頚査の頚部で、頚部径は

5.5cmある O 緩やかに外反して立ち上がっている O 外面はナデ調整が、内面はヘラ削りに

ナデ調整が施されている O 内外面に自然紬が見られる O

20 (遺物No24)はK-3グリッドから出土した須恵器の長頚査の胴部で、 胴部の推定

最大径は16.0cmある O 直線的に開きながら立ち上がり、胴部上位の最大径で湾曲して頚部

へ内傾している O 胴部の1/3にヘラ削りが施され、上半にはノタ目が見られる O
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図IV一3-21 遺構外から出土した土器ーグリッド(3 ) 
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第 IV章発掘調査の結果 第 3節 奈良・平安時代の遺構 と遺物

21 (遺物No1534)はJ-4グリッドから出土した須恵器の査の底部と思われ、推定底

径は7.9cmある O 平底の底部から緩やかに内管して立ち上がっている D 高台部は断面が四

角形で、やや開き気味に付けている O 胴部の器壁はO.9~1.3cmとやや厚めである O

22 (遺物No2218)はJ-3グリッドから出土した須恵器の広口の壷で、口径は18.6cm、

頚部の接合部径は9.7cmある。頚部は直線的に聞いて立ち上がり口縁部でやや大きく外反

し、端部を丸めている O 肩部は緩やかに下がっている D 口縁部の外面に沈線化した稜が

l条施されている。

23 (遺物No2257)はG-4グリッドから出土した須恵器の揺り鉢の底部で、底径は11.3

cmある O 底部の厚みは1.3cmあり、平底の底部から直線的に開いて立ち上がると思われ

るD 底部の外面はヘラ削りの後にナデ調整が施されている O 指頭痕も見られる。

24 (遺物NOI473+1474+1476+1500)はK-3グリッドから出土した須恵器の短頚査で、

推定口径は12.6cm、器高は16.0cmある O やや丸味を帯びた底部から直線的に立ち上がり、

肩部で球状に内傾し、頚部から口縁部は「く」の字状を呈し、端部は断面が三角形となっ

ている O 胴部の外面の1/2下半にヘラ削り、上半にナデ調整が施されている O

25 (遺物No540)はL-2グリッドから出土した須恵器の斐の口縁部で、推定口径は

12.4cmある O 頚部から口縁部にかけて直線的に開いて立ち上がり、口縁部下に沈線を l条

施して稜状にしている O 肩部に自然紬が見られる O

26 (遺物No1478)はK-3グリッドから出土した須恵器の斐と思われ、胴部の推定最

大径は25.8cmある O 丸底と思われる底部から胴部中位に最大径を持つ球形状に立ち上がっ

ている D 胴部下半にはタタキ目に丁寧なナデ調整が、上半にはヘラ削りが施されている O

内面は斜位のヘラ削りが施されている O

27 (遺物No2245)はJ-2グリッドから出土した須恵器の斐の胴部上半で、頚部の推

定径は17.2cmある O 直線的に内傾して立ち上がり、頚部で「く」の字状を呈している O 外

面にはタタキ目が施されている O
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図IV-4 -1 その他の遺構分布図 (全体)
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図IV-4 -2 その他の遺構分布図(溝状遺構)
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第IV章発掘調査の結果第 4節 その他の遺構と遺物

第4節 その他の遺構

奈良・平安時代の遺構確認面より上位面で確認された遺構であるが、出土遺物から特

定できない遺構として、溝状遺構が4条、柱穴状遺構(ピット)が6基確認されている O

いずれもほぼ同じレベルである D
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図IV-4 -3 その他の遺構分布図(ピット)

-169-



その他の遺精と遺物第 4節発掘調査の結果第 IV.

( 1 )溝状遺構
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第 1号溝の平面および断面図

①第 1号溝

B-9、C-9グリッドに位置し、大部分は発掘対象区域外に延びているため不明な

ところもあるが、平面形状はほぼ直線状を呈していると思われ、確認された溝の長さは

266.0cm、最大幅は93.0cm、深さは12.0cmで、溝の方向はN・800 -Eを指している O 断面形

状は上に広く開く U字形を呈しており、北側の壁面は非常に緩やかに立ち上がっている O

覆土は青茶褐色土が l層で、粘性も締まりもやや強い。

遺物は確認されなかった。
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第IV章発掘調査の結果第 4節 その他の遺憎 と遺物
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図IV-4 -5 第3号溝の平面および断面図

②第 3号溝

B-6、C-6、D-5・6グリッドの標高15.1mに位置し、東側は第4号溝に切ら

れ、北西側は発掘対象区域外に延びている O 平面形状は直線状を呈していると思われ、

確認された溝の長さは1395.0cm、最大幅は365.0cm、深さは31.0cmで、溝の方向はN-640 
-

Eを指している O 断面形状は皿状を呈していると思われる O

覆土は 2層に分けられ、第 l層は青茶褐色土で、黄茶褐色の粒子を含み、粘性はやや

弱く、締まりはやや強い。第2層は青茶褐色土で第 l層に比べて黄茶褐色の粒子を多く

含み、粘性は強く、締まりはやや強い。

遺物は溝の東側と西側から須恵器の細片が2点、土師器の細片が5点、陶器の細片が

2点出土している O

-171-



第 IV章発掘調査の結果 第 4節 その他の遺槽と遺物
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図IV-4 -6 第4号溝の平面および断面図

③第 4号溝

D-5・6・7、E-6・7グリッドに位置し、南北は発掘対象区域外に延ぴている O

平面形状は直線状を呈し、確認された溝の長さは1308.0cm、最大幅は170.0cm、深さは35.5

cmで、溝の方向はN-200 -wを指している D 断面形状は上に広く開く U字形を呈してお

り、西側の壁面は緩やかに立ち上がっている O

覆土は 4層に分けられ、第 1層は青茶褐色土で、黄茶褐色の粒子を含み、粘性はやや

弱く、締まりはやや強い。第2層は青茶褐色土で第 1層に比べて黄茶褐色の粒子が多い。

粘性は強く、締まりはやや強い。第 3層は暗青茶褐色土で粘性は弱く、締まりは強い。

第4層は暗青茶褐色土で第 3層に比べ青灰色が薄い。粘性はやや弱く、締まりはやや強

い。なお、第 3 ・4層は第 4号溝より古い溝の覆土と考えられる D

遺物は溝全体に広がり、緩やかな壁面と底面から須恵器の細片が2点、土師器の細片

が19点、陶器の細片が l点出土している O

-172-
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図IV-4-7 第5号溝の平面および断面図

④第5号溝

D-5、E-4 ・5、F-4グリッドの標高15.0mに位置し、北側が発掘対象区域外に

延びているため不明なところもあるが、平面形状は直線状を呈していると思われ、確認

された溝の長さは1161.0cm、最大幅は119.0cm、深さ27.5cmで、溝の方向はN-640 -wを指

している O 断面の形状は上に広く開く U字形を呈していると思われる O

覆土は 2層に分けられ、第 1層は青茶褐色土で、黄茶褐色の粒子を含み、粘性はやや

弱く、締まりはやや強い。第 2層は青茶褐色土で第 1層に比べて黄茶褐色の粒子を多く

含み、粘性は強く、締まりはやや強い。

遺物は溝底から土師器の細片が2点出土している O
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第 IV章発掘調査の結果 第 4節 その他の遺構と遺物

( 2 )柱穴状遺構

①第 1---6号ピット

C-gグリッドの標高15.00mに位置し、第 1号溝に沿うように、東西にほぼ一列に等

間隔で並んでいる O ただし第 l号溝との関連性は確認できない。平面形状はすべて円形

を呈しており、第 1号ピット(東から西に)は長軸19.7cm、短軸18.0cm、第 2号ピットは長

軸19.4cm、短軸17.8cm、第 3号ピットは径16.5cm、第 4号ピットは長軸19.6cm、短軸

15.9cm、第 5号ピットは長軸18.3cm、短軸16.9cm、第 6号ピットは長軸14.2cm、短軸

13.1cmで、断面形状はいずれも U字形を呈している。

遺物は第 5号ピットの覆土から土師器の把手(遺物No989)が 1点出土している O 把手の

断面形状は丸味を帯びた台形である O

1・989

図IV-4 -10 第 5号ピットから出土した遺物

( 3 )遺構以外から出土した遺物

1 (遺物No823)はB-7グリッドから出土した土製人形である O 残存部の長さは8.1cm

で、女性を模していると思われる O

2 (遺物No3861)はL-3グリッドから出土した安山岩製の小型磨製石斧で、残存部の

最大長は7.9cm、最大幅は3.6cm、最大厚は2.4cmある O 上端部が欠損のために刃部の詳細は

不明であるが、片刃と思われる O 研磨面は 4面ともに丁寧に施されているが、側縁部に

は部分的に自然面を残している D

1・ 823

図IV-4-11 遺構以外から出土した遺物
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第V章 調査の成果と課題

第V章調査の成果と課題

今回の発掘調査において、弥生時代中期から平安時代にいたる遺構と遺物が確認され

た。弥生時代の遺構は溝状遺構が3条、古墳時代の遺構は住居祉が 12軒、土坑が7基、

溝状遺構が3条、奈良時代から平安時代にかけての遺構は土坑が6基、溝状遺構が3条、

そのほか溝状遺構が4条、柱穴状(ピット)遺構が6基である O また、これらの遺構に伴

う遺物のほかに、調査用の排水溝と層序を確認するためのテスト・ピットからも遺物が

出土しており、出土した遺物の総点数は 7，750点余に及んでいる O

1 .弥生時代の遺構と遺物

①溝状遺構

弥生時代の遺構はいずれも溝状遺構で、調査区の東側から 3条(第 8号・第 12号・第

13号溝)確認された。このうち第8号溝と第 12号溝は平面形状が環状を呈し、覆土から

弥生時代中・後期の土器片と古墳時代後期の土師器片が多く出土しており、遺物の出土

状況から自然流下のいわゆる旧河川と考えられる O また、土器片の出土状況や出土量と

その内容から、南東側に集落が存在した可能性を示している O
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第V章 調査の成果と課題

第8号溝から出土した弥生土器は長頚の壷が2点、受口口縁の壷、広口口縁の壷、複合

口縁の査、台付費、高杯、鉢など、第 12号溝から出土した弥生土器は長頚の壷が 2点、

台付費、高杯などで、これらは弥生時代中期後葉の白岩式土器、弥生時代後期の菊川式

土器に相当する土器類と考えられる O

第13号溝は平面形状が直線状を呈し、溝の緩やかな壁面と溝底から出土した弥生土器

は小型・中型の壷、台付斐の台部などで、弥生時代後期の菊川式土器に相当する土器類

と考えられる O

②遺構以外から出土した遺物

遺構以外から出土した弥生時代の遺物は、層序を確認するために掘ったテスト・ピッ

トから長頚の壷・台付斐の口縁部・高杯の接合部・ドーナツ状の底部など、調査用の排

水溝から長頚の壷・台付斐の口縁部・高杯・上げ底の底部など弥生時代中期後半から後

期にかけての土器が出土している O

高杯類 聾類 鉢類
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図V-l一1 弥生時代の溝状遺構から出土した土器の集成図
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第V章 調査の成果と課題

2 .古墳時代の遺構と遺物

古墳時代の遺構は住居祉が12軒(第 1号~第 12号住居祉)、土坑が7基(第 4号・第 5

号 ・第 6号・第 8号・第 11号・第 12号・第 13号土坑)、溝状遺構が3条(第 8号・第 11

号・第 12号溝口ただし、第 8号・第 12号溝は弥生時代と重複)確認された。

①住居祉

確認された 12軒の住居祉はその分布状況から 3群に分けられる O 第 l群は調査区域の

西側で確認された第 l号住居社から第 6号住居土止までの 6軒、第2群は調査区域の中央

部で確認された第 7号住居士ll:から第10号住居士止までの 4軒、第 3群は調査区域の東側で.

確認された第 11号住居祉と第 12号住居祉の 2軒である O この 12軒の住居祉の内、第 4

号・第 6号住居社以外の住居祉からは北側中央部において竃が確認されているが、遺存

状態は悪く竃の原形を十分に知ることはできなかった。

第 1群の住居祉の切り合い関係は第4号(旧)→第3号→第 2号→第 l号(新)と第 6

号→第 5号が南北で切り合い、第6号→第 5号→第 3号→第 2号が東西で切り合う関係

にある。

また、それぞれの住居祉から出土した須恵器を見ると、第 l号住居社から出土した杯

身(遺物No4805)は法量が最も小型化した時期のもので、遠江考古学研究会による須恵器

の編年の第W期前半 (7世紀中葉)に相当すると思われる O 第3号住居祉から出土した杯

蓋(遺物No5293.1、遺物No5293.2、遺物No5297)は法量が次第に小型化する時期のもの

で、遠江考古学研究会による須恵器の編年の第皿期末葉 (7世紀前半)に相当すると思わ

れる O 第4号住居祉から出土した杯身(遺物No5189、遺物No5410)は法量が小型化する

初期のもので、口縁部の端に弱い段の名残があり、遠江考古学研究会による須恵器の編

年の第四期中葉 (6世紀後半)に相当すると思われる O なお、遺物No5189は端部を丸め

ており、遺物No541Oよりもやや新しい時期の要素を示している O 第6号住居壮から出土

した杯身(遺物No5289)は口縁部の立ち上がりが低いことやヘラ削りの範囲が2β と広い

ことから、遠江考古学研究会による須恵器の編年の第E期前葉から中葉 (6世紀前半~

後半)に相当すると思われる O また、無蓋の高杯(遺物No4289+4290)は第E期前葉 (6世

紀前半)に相当すると思われるo

第2号住居壮から須恵器は l点も出土しなかったが、土師器の模倣杯が l点(遺物No

4256)、杯が3点(遺物No4836+4837、遺物No4952、遺物No5545)、斐が3点(遺物No5147.1、

遺物No5147.2、遺物No4950)、把手付甑が 1点(遺物No5523)、把手付鉢が l点(遺物No

4949)と、器種がセットで出土している D これらは古墳時代後期後半の住居祉における土

師器の組成を示している O なお、均二は胴部に丸味を持つものと丸味がなく偏平気味のも

のも見られるが、法量の分化は認められない。また、竃の中から杯が出土したことや床

面からま馬瑠製の勾玉が出土したことは、住居内祭紀を示唆するものと考えられる(註 1)。

竃については、第 1号・第 2号・第 3号・第 5号住居祉は北側で確認されたが、第4

号・第 6号住居祉は確認されなかった。第4号・第 6号住居祉は共に東側を切り合い関

係によって欠如しており、当初より竃を持たない住居であったとは言い切れないが、少

なくとも住居の北側中央に竃を据えなかったことは確かである O なお、第 2号・第 3号

住居祉の竃の掛口に近い所から甑が横倒しの状態で出土している D
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図V-2-2 古墳時代の第 2・3群住居祉より出土した土器の集成図
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第 V章 調査の成果と課題

以上のことから第 1群の住居祉は第6号(旧)→第4号→第 5号→第 3号→第 2号→第

葉から中葉 (6世紀前半~後半)に相当する住居祉は、少なくとも北側中央に竃を据えて

いないことから、この地における生活様式に何等かの変化があったと推定される O

第 2群は第 7号住居士止と第 10号(旧)→第 9号住居士l上(新)、竃だけが確認された第 8

号住居祉の 4軒であるが、第 8号住居祉は床面が確認できなかったため、第 10号住居祉

との平面的な切り合い関係を明確にすることができなかった。ただし、第 8号住居祉の

竃の面は第 10号住居祉の床面より上にあるので第 10号(旧)→第8号住居祉(新)の関

係が推察される O

また、それぞれの住居社から出土した須恵器を見ると、第 9号住居土Jtから出土した杯

(遺物No3685)は形態、から見て遠江考古学研究会による須恵器の編年の第E期後葉~末葉

( 7世紀初頭~前半)に相当し、もう一つの杯(遺物No5261)は形態から見て遠江考古学

研究会による須恵器の編年の第E期前葉~中葉(6世紀前半~後半)に相当すると思われ

るO 第 10号住居祉から出土した杯(遺物No5118)と杯の蓋(遺物No5120)は形態などか

ら、遠江考古学研究会による須恵器の編年の第田期末葉 (7世紀前半)に相当すると思わ

れる。

さらに、第 10号住居祉からは土師器の模倣杯が l点(遺物No5533)、杯が 5点(遺物

No 5121、遺物No5122、遺物No5123+5124.1、遺物No5124ム遺物No5532) 、脚付碗が 1点

(遺物No5125)、碗が l点(遺物No5424)、費が 1点(遺物No5294)、甑が l点(遺物No

5126+5127)、甑の把手が2点(遺物No5135.1、遺物No5135.2)、壷が 1点(遺物No5141)と、

器種がセットで出土している O また、第 7号住居社からは土師器の斐の底部(遺物No5014)

が出土しているが、これは古墳時代後期の土師器と思われる O

以上のことから、第 2群の住居祉はいずれも北側に竃が据えてあり、第 10号(旧)→

第9号住居祉(新)、第 10号(旧)→第 8号住居壮(新)の切り合い関係が推察されるが、

出土した遺物の時期からそれらの切り合い関係を十分に補足することはできない。これ

は第 7号住居祉との関係も同様である O

第 3群は第 12号(旧)→第 11号住居杜(新)の切り合い関係にある O 第 11号住居祉か

ら出土した須恵器の杯身(遺物No5329)は形態から見て遠江考古学研究会による須恵器の

編年の第E期前葉 (6世紀前半)に相当するものと思われ、本遺跡の住居祉から出土した

須恵器の杯身の中では最も古い時期のものである O 第12号住居祉からは土師器の細片が

3点出土したのみである o

以上のことから、第 3群の住居祉はいずれも北側に竃が据えてあり、第 12号(旧)→

第11号住居祉(新)の切り合い関係にある O 第11号住居祉から出土した須恵器の時期か

ら考えると、第 l群の第 6号住居壮より古い時期に想定されるが、竃の有無からみると、

土器の年代とに相違がみられる O

本遺跡で確認された 12軒の住居祉は第 4号・第 6号住居土Jtが古墳時代後期前半、それ

以外の住居祉はいずれも古墳時代後期後半に相当する時代の住居祉で、しかも連続して

営まれていたことが判る。
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第V章 調査の成果と課題

② 土坑

古墳時代の土坑は調査区の西側から第4号・第11号土坑が、調査区の中央から第 5号・

第6号・第 13号土坑が、中央よりやや東側から第 8号・第 12号土坑が確認されている O

表V - 2 - 1 古墳時代の土坑一覧表

守件モ? .yリッド ユド由iM-ヰ犬
Jset圭 生百干差 ，呆さ i 刷"σ::>)fri1J 持斤曲iJf'三ヰ犬 lli cL:.i且:'1<匂
(cm) (cm) (cm) 

鮪 4与一 8-9 C-9 半街ドJ)~ 99.5 73.5 18.5 N-12咽 ー可町 j]jl~犬 寸て自iU暑持J'l

第 5号 仁i-5 l主-5 ィ、飛空::1'iff長 41.0 31.5 9.5 N-I0. ー可" U -j"j移 須恵暑持)'1'

書t¥6.~~ ζ}-5 耳£聖杢中街ドYj杉 77.5 6H.O 11.5 トJ-17~ 押E .IUl~}ミ オ二円ilj暑岸}'，

構 8Y 1-5 キ街ドj升手 50.0 32.5 5.0 N_70 ー可V 且止ヰ;た ご十円Ilj;皆岸)" 

鐸き 11りー D-8 ド打診 60.0 4.0 H且ヰ犬

第 121;) 1-4 イ4構竺I斗タ杉 186.1 156.0 23.0 N-34 ~ -、高/ llll~犬
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第 V章 調査の成果と課題

このうち第 12号土坑はその他の土坑に比べ規模が大きく、出土した土器も須恵器の提

瓶が l点(遺物No5497)、土師器の杯が l点(遺物No5493)・高杯が2点(遺物No5491、遺

物No5577)・模倣高杯が4点(遺物No5498、遺物No5494+5496.1、遺物No5500、遺物No

5496.2)・甑の把手が l点(遺物No5576)と、高杯が大半を占めており、同時期(古墳時代

後期前半)の住居祉から出土する土器類の組成と異なっている O さらに、これらの土器の

出土状況は一括廃棄したょっに重なり合って出土している O したがって、出土した土器

と出土状況から、祭杷に関連する土坑と考えられるが、集落内における祭記のあり方と

は形態も立地条件も異なっている O

③溝状遺構

古墳時代の溝状遺構は調査区の西側から第 11号溝、調査区の東側から第 8号 ・第 12号

溝が確認されている O ただ し、第 8号・第 12号溝は弥生時代と重複している O 第8号溝

から出土した古墳時代の土器は土師器の模倣杯の蓋・杯・高杯の脚部・費などで、古墳

時代後期の土器である O 第 11号溝から出土した土器は土師器の模倣杯 ・高杯の脚部・
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図V-2-3 古墳時代の土坑・溝状遺構より出土した土器の集成図
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第 V章 調査の成果と課題

斐・甑のものと思われる把手などで、模倣杯(遺物No5614)や斐および高杯(遺物Na5705)

の杯部と脚部の形態から古墳時代中期後半から後期にかけての土器と考えられる O 第12

号溝から出土した古墳時代の土器は西側溝の緩やかな斜面に集中して分布しており、土

師器の杯(手控ね)が l点、高杯が5点 (このうちエンタシス状の脚部を持つものが2

点)、小型の埼が3点、小型の壷が3点、妻が l点、甑の把手が l点など古墳時代中期の

土器である O また、これらの土器の出土状況は他の場所で祭杷に使用したものを廃棄し

たかのように見える O

④遺構以外から出土した古墳時代の遺物

遺構以外から出土した古墳時代の遺物はグリッドから須恵器の杯身と杯蓋・長頚の壷・

短頚の壷・平瓶など古墳時代後期前半 (遠江考古学研究会による須恵器の編年の第皿期

前半~第W期後半に相当)の土器と、土師器の模倣杯・杯・高杯・把手付鉢・斐・甑な

ど古墳時代後期前半から後半にかけての土器が出土している O

また、テスト・ピットからは須恵器の杯 (古墳時代後期後半・遠江考古学研究会によ

る須恵器の編年の第W期前半に相当)と、土師器の杯(古墳時代後期後半)が、調査用の

排水溝からは須恵器の杯蓋 (古墳時代後期後半・遠江考古学研究会による須恵器の編年

の第W期前半に相当)と、土師器の模倣杯・杯・直胴型の甑・鉢型の甑・高台把手付鉢・

直胴型の斐など古墳時代中期から後期にかけての土器が出土している O
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第V章 調査の成果と課題

3.奈良・平安時代の遺構と遺物

奈良時代から平安時代にかけての遺構は土坑6基(第 1号・第 2号・第 3号・第 7号・

第9号・第 10号土坑)、溝状遺構が3条(第 6号・第 9号・第 10号溝)確認されている O

①土 坑

土坑は調査区域内に散在しており、第 1号・第 2号・第 3号・第 9号土坑は調査区の

西側、第 7号・第 10号土坑は調査区の中央に分布している D

表V-3一1 奈良・平安時代の土坑一覧表

長径 短径 深さ 主軸の方向 断面形状 出土遺物
番号 グリッド 平面形状

(crn) (crn) (crn) 

第l号 C-7 長楕円形 126.0 72.5 15.0 N-14--w 皿状

第2号 B-8 不整椅円形 45.8 40.0 3.1 N-W -E 皿状 土師器片

第3号 B-8 長楕円形 77.1 49.2 7.8 N-5T -E 皿状 土師器片

第7号 O'H-5・6 不整楕円形 97.0 81.1 21.5 N-12--w V字状 土師器片

第9号 C-8・9 (不整円形) 170.5 (61.9) 58.8 N-34--w U字状
須恵器片

陶器片

第10号 F-4・5 長楕円形 141.5 50.5 14.0 N-15--w 皿状

註:( )は残存部

6基の内、第 9号土坑は調査対象区域外に広がっており、遺構の正確な規模は不明で

あるが、覆土から須恵器の碗の底部と口縁部など5点と陶器片 l点が出土している O 第

2号・第 3号・第 7号土坑はいずれも土師器の細片が数点出土しているにすぎないが、確

認面から奈良・平安時代にかけての遺構と考えられる。また、第 l号土坑と第 10号土坑

は遺物を伴わないが確認面から奈良・平安時代にかけての遺構と考えられる O

②溝状遺構

第6号・第 9号・第 10号溝はいずれも調査区の中央部からやや西側にかけて南北方向

に並行している。

第6号溝からは須恵器の鉢の底部 (奈良時代、遠江考古学研究会による須恵器の編年

の第V期に相当)が出土しており、第 9号溝の覆土の下位から山茶碗(平安時代末期)と

灰粕陶器の高台付杯の底部などが出土している O また、第 10号溝は古墳時代の第 7号住

居祉を切っており、溝の確認面から奈良・平安時代の遺構と考えられる O

③遺構以外から出土した奈良・平安時代の遺物

遺構以外から出土した奈良・平安時代の遺物は須恵器の杯蓋・高台付杯身・高均二の脚

部・短頚壷・有蓋短頚壷・長頚壷の頚部から胴部・広口壷・斐・灰粕陶器などが出土し

ている O

④奈良・平安時代以降の遺構と遺物

奈良・平安時代の遺構確認面より上位面で確認された溝状遺構が4条(第 1号・第 3

号・第4号・第 5号溝)と柱穴状(ピット)遺構が6基(第 l号~第6号ピット)ある O
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第 1号溝は調査区の南西端、第 3号 ・第5号溝は調査区の北西側で東西方向に、第4

号溝は第 3号溝と第 5号溝の間を南北方向に走っているO 第3号・第4号・第 5号溝か

らは須恵器・土師器・陶器の細片が出土しているが、それらの出土遺物から遺構の時期

を特定することはできない状況である O

柱穴状(ピット)遺構は第 l号溝に沿って東西方向にー列に並んで 6基(第 1号~第6

号ピット)確認され、第 5号ピットの覆土から土師器の把手が出土しているが、溝状遺構

と同様に、それらの出土遺物から遺構の時期を特定することはできない状況である O

4.今後の課題

今回の調査により確認された遺構と遺物は古墳時代前期の一時期を除き弥生時代中期

後葉から平安時代末期までのものである D

弥生時代の溝状遺構は遺物の出土状況から自然流下のいわゆる旧河川と考え られ、土

器片の出土状況や出土量とその内容から、少なくとも東~南東側に弥生時代中期後半か

ら後期後半にかけての集落が存在 した可能性を示しており、今後は周辺の遺跡と比較検

討する必要がある O

第12号溝から確認された祭杷用と思われる土器群は、古墳時代中期の集落が調査対象

区の周辺に存在 していたことを示唆している O

古墳時代後期の住居祉群は連続して営まれていたことが判明しただけでなく、調査対

象区域より南東側にさ らに広がる様相を示しており、集落の一部であると言える O なお、

第 11号 ・第 12号住居祉は第 11号住居祉から出土 した須恵、器の杯の形態から見れば古墳

時代後期前半に該当するが、住居祉のプランや竃の有無から見れば古墳時代後期後半に

該当すると思われ、今後類似する遺構との詳細な比較検討が必要である O

また、本遺跡、から出土した須恵器の内、近接する原川遺跡(註 2)や坂尻遺跡では出土

しなかった須恵器(遠江考古学研究会による須恵器の編年の第N期後半 :中村編年の第

E型式)が出土しており 、周辺の遺跡とは異なる様相を呈している。

本遺跡の周辺の低地には古墳時代の集落跡が、さらにその周辺の正陵・段丘上には古

墳時代後期の古墳 ・横穴群が多く分布しており、それらの関連について統合した解析が

必要であり、 『先代旧事本紀Jの 「国造本紀」に見られる“素賀国"を解明する時期にき

ていると思われる D

註 l 宮本達希「静岡県における奈良 ・平安時代の祭紀Jr地域と考古学J 1994 

註2 鈴木基之 『原川遺跡、IIJ 静岡県埋蔵文化財調査研究所 1989 

参考文献

向坂銅二 ・辰巳均

漆畑敏

中島郁夫

鈴木基之 ・平野吾郎

鈴木基之

後藤建一

『伊場遺跡遺物編 3 (本文編)J 浜松市教育委員会 1982 

『伊場遺跡遺物編 4J 浜松市教育委員会 1987 

「いわゆる「菊川式jと 「飯田式Jの再検討J r転機 2号J1988 

『原川遺跡 Ij 静岡県埋蔵文化財研究所 1988 

『原川遺跡IIj 静岡県埋蔵文化財研究所 1989 

「湖西古窯跡群の須恵器と窯構造Jr静岡県の窯業遺跡本文編J
静岡県教育委員会 1989 
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松井一明 「宮口古窯跡群と清ヶ谷古窯跡群における須恵器 ・陶器生産につ

いての一考察Jr静岡県の窯業遺跡 本文編J 静岡県教育委

員会 1989 

漆畑敏 『伊場遺跡遺物編 5j 浜松市教育委員会 1990 

鈴木基之 ・佐藤達雄 『原)11遺跡IIIj 静岡県埋蔵文化財研究所 1990 

田辺昭三 「弥生時代の重要遺物 弥生土器の編年Jr静岡県史資料編 3j

川江秀孝

佐藤達雄

佐藤達雄

八木勝行

辰巳均・佐野五十三

平野吾郎

佐藤達雄

佐藤由起男

鈴木敏則

中島郁夫

静岡県 1992 

「古墳時代の重要遺物 須恵器の編年Jr静岡県史資料編 3j

静岡県 1992 

「古墳時代の重要遺物 土師器の編年Jr静岡県史資料編 3j

静岡県 1992 

「古墳時代の重要遺物 祭紀具Jr静岡県史資料編 3j 静岡県

1992 

「歴史時代の重要遺物 須恵器の編年Jr静岡県史資料編 3j

静岡県 1992 

「歴史時代の重要遺物 土師器の編年Jr静岡県史資料編 3j

静岡県 1992 

「歴史時代の重要遺物 灰紬陶器の編年Jr静岡県史資料編 3j

静岡県 1992 

「古墳時代集落における祭紀の変遷-静岡県日詰遺跡を中心とし

て-J r向坂鋼二先生還暦記念論集 地域と考古学j 1993 

「長頚査の出現とその意義Jr向坂鋼二先生還暦記念論集 地域

と考古学j 1993 

『城w遺跡Vj 浜松市文化協会 1993 

「東海地方東部における後期弥生土器の 「移動J. I模倣j

「菊川様式」編-J r転機4号j 1993 
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土器観察表の記載方法

番号

番号は遺物番号で発掘時に記録した順番に付してある O

遺構

遺構は遺物が出土した遺構名または出土した位置をいう O

法量

口縁部の径 (口径) ・器高・底部の径 (底径)についての計測値で、単位はcmで、ある O

ただし推定値は( )に、計測が不可能なものは i-Jで示しである O

器種・形態

器種については明確なものだけを記した。

形態については特徴的なものだけを記した。

調整方法

調整方法・施紋方法の特徴的なものを記した。 (R)は右回転、 (L)は左回転を示

す。

胎土

砂粒・雲母・長石・石英・赤色粒等が含まれているものについて記した。なお、砂粒

等をほとんど含まないものについては 「精製jと記した。焼成は良好・やや良の 2段階

で表現した。

色調

「新版標準土色帖jを判断の参考とした。

備考

接合情報・型式等を記した。



付表土器観察表

1 .弥生土器観察表

法量 (cm)

番号 IH土地点 器積 ロ筏 形態 調整方法 胎土 焼成 備考

器高 (径=mm) 色調

成{手

長顕蛍 (8.3) 直線的に内傾して立ち上がり、頚 外面は斜位の細い償措紋 砂粒少量 良好

“JOI 第8"溝 (口縁部~ 部で直立し口縁部て直線的に開き 機iv:の区幽紋、月阿部内面 f辛0.5-3.0

腕部上半) r 1辱部は丸める。 横ナデ、頚部ヘラ削り。 灰白色

8.6 平成の底部から干膨れする無花呆 砂粒多量 良釘

副M日2 第8号1茸 受r1口縁鐙 21.0 形。頚部から口縁部は直線的に開 摩滅のため不明。 径0.5-4.0

7.8 いてから僅かに直立気味。 灰円色

受口口縁登 (9.2) 内開気味に内傾して立ち上がり、 外面は頭部に磨きによる 砂粒やや多い 良好

6003 第8号1茸 (口縁部~ 頚部で緩やかに周曲して直線的に 無紋帯、干{立にRL単節の 筏0.5-2.0

胴部上半) 短〈聞いている。 縄紋。内耐に輸積痕。 赤色粒合 にぷい糧色

長頚膏 (8.8) 僅かに外反気味に立ち上古川、 口 外面はヘラ磨き、内面は 砂粒微量 良好

6∞4 第日目溝 ([.1緑郎) 唇部を平矧lに僅かに外傾させ、内 ヘラ削りにナデ調事院が施 径0.2-0.5

側は肥厚している。 される。 灰白色

査 緩やかに外反し、器壁はIOmmと 外面は上位から下位へ縦 砂粒微量 良好 類部の最小径

6005 第8号i~ (頚部) 厚い。 位のへラ磨き、街幽状施 t手0.3-2.0 6.3cm 

具の械{立 縦{立の波状紋。 褐灰色

広口口縁雪量 18.2 頭部から直線的に開きながら立ち 外面細いハケメ、頭部に 砂粒やや多い 良H

6006 第8号構 (rJ縁部) 上がり、 u縁部で健かに内傾気味 検イ止の区南紋、内而羽状 径0.5-4.0

になり端部は干却となる。 紋に横{すの箆捕沈線紋。 浅黄色

広口口縁登 (18.8) 外反して大きく聞いて折返し口縁 日縁部外側に櫛刺自宅羽状 砂粒やや多い 良好

6∞7 第s号溝 (口縁部) となる。 紋を連続して施し、内面 後0.5-1.5

検・斜位の劇11いハケメ 。 i主貨程色

広口口縁者 16.8 腕部は内卸 して立ち上がり、類部 口縁部内面に羽状紋とボ 砂粒やや多い 良~1

6∞8 第80"i島 (u縁部~ で緩やかに外反。 口縁部は大きく タン状円形汗紋、外耐は 径0.5-3.0

腕部上半) 聞いて折返しとなる。 n部~月同部、連続刺突紋。 にぷい黄棺色

(10.2) 頭部が緩やかに外反し、 [1縁部に 仁l唇部は縦位の箆描き直 砂粒やや多い 良好

“沿9 第B号『再 広口口縁登 かけて大きく直線的に聞いて折返 線放、頭部は縦伎のヘラ t手0.5-2.0

しとなる。 瞬き、機位の連続鼎J突紋。 にぷい員宿色

広口口線積 (15.6) 内面に段を有し、大きく外反して 端部はキザミと l白線紋、 砂粒微睡 良~I

6010 第8号1時 ([ 1縁部) 端部を折返している。 外而は斜位、内凶lは横位 径0.5-2.0

のハケメ状直線紋。 以内色

広r11..1縁蛍 端部は折返し。 棒状i1紋が施されている。 砂粒少量 良好

6011 第8号溝 (口縁部) f手0.5-2.0

淡黄色

広口口縁表 折返し口縁。 口容部の干f¥l:に線状施具 砂殺やや多い 良好

6012 第8号1茸 (r.l縁部) によるキザミ。外耐は櫛 径0.5-2.0

姉き紋。内面はヘラ磨き。 にぷい符色

複合I1縁蛍 (28.0) 直線的に僅かに開いて一市ち上がる 1.1縁部の外耐に縦{止の棒 砂粒やや多い 良好

ω13 第8号1書 (口縁部) 状浮紋を施すc ifO.5-3.0 

灰白色

号警 ややあげ底の庭部から干膨れする 外商は斜位のハケメ、 ト 砂殺やや多い 良~I 胴部般大径

ω14 第B号1茸 (JIi;部~ 無花果型の胴郎、頚部は緩やかに f止は横位のヘラ瞬き。 4査0.5-3.0 21.0cm 

頭部) 6.7 外反している。 黄l氏色

量量 jI[線的に内傾している。 外而は検 ー縦 ・斜{立方向 砂粒微量 良好

6015 第B号i茸 (肘部上、f) の沈線紋、内田|は横f立の 待0.5-7.0

ノ、ケメ。 灰色

雪量 直線的にやや聞いて立ち仁がる。 内面は御揃きによる直線 砂粒やや多い 良好

6016 第8号I障 (底部脇) と刺自主状の地紋がやや相l径0.5-3.0

〈見られる。 浅黄栂色

蛍 下膨れする無花果形を呈すると思 外聞は斜位縦f止のハケ 砂粒やや多い 良好 推定最大径

6017 第8号鴻 (目阿部) われる。 メ、内面はナデ調整。，."， f手1.0-3.0 14.0cm 

斑が見られる。 浅員宿色

小周資 (9.0) 球形と恩われ、』岡部から短い頚部 端部のトiil:はキザミ、外 砂粒やや多い 良灯

ω18 第8号溝 (11縁部~ で r< J寸に屈曲、端郎を折返し 聞は縦{止のハケメ、トムl耐 径0.5-3.0

月阿部 k、n ている o は償ナデ調整。 浅黄色

小型短到蛍 00.0) 最大径が腕部にあり内管気味に内 端部に丸棒状施具による 砂粒やや多い 良好

ω19 第8号I南 (口械部) 傾し、頭部から口縁部にかけて緩 キザミ。 {平0.5-3.0

やかに脳曲、外反、端郎は折返し 灰白色

台付費 (19.5) 胸部から緩やかに内智 内傾し、 端部はキザミ 、外国は斜 砂粒やや多い 良H

ω20 第8号I茸 ([1縁部~ 豊臣郎から LI縁部にかけて緩やかに 位の朝lいハケメ調整。 径0.2-3.0

胴部上半) 組曲して外反している。 I主民宿色



付表土器観察表

法量 (cm)

番号 出土地点 2手種 口径 形態 調整方法 胎土 焼成 備考

器高 (径=mm) 色調

底f辛

台付費 (23.5) 最大径は日縁部に有り、胴部は緩 [1唇郎はキザミ、外聞は 砂粒少量 良好

ω21 第8号1茸 (口縁部~ やかに内管した後、頭部で外反し 縦斜fv:のやや粗いハケ t手0.5-5.0

胸部上半) て立ち上がる。 メ、内向は横位のハケメ。 灰白色

台付費 (25.0) 最大径は刷都中位に有り、内管し 端部はキザミ、細部は斜 砂粒やや多い 良灯

ω22 第B号tlt ([]緑郎~ て頚部で屈曲し、直線的に聞いて 1まのやや朝lいハケメ、fIi 径0.5-3.0

胸部) 立ち kカeる。 部は箆捕の横1すの直線紋。 浅黄栂色

台付費 (22.0) 服部は内憎して立ち上がり、頚部 端部はキザミ、外耐は斜 砂粒微量 良好

ω23 第B号t茸 (口縁部~ で肝!曲して直線的に斜めに開いて 位のハケメ、内面は横位 0.5-¥'0 

胴部) いる。 のへラ削りにナデ劃繋。 灰白色

費 (15.6) 頭部から口縁部にかけて i<J字 外面は直線紋帯、内面は 砂校やや多い 良H

ω24 第8号溝 (仁l縁部) に組曲、端郎は平草lで外傾してい 鎖部にヘラ聞iり、 仁l縁部 径0.5-¥'0

る。頭部の内面に段を有す。 に横伎のハケメ。 !J<.黄色

小型建 (16.0) 直線的な立ちよがりから頭部で「 外国1は斜位のやや朝lいハ 砂粒少量 良好

6025 第8号f茸 (口縁部) < J字に周1111して大きく外反。端 ケメ、内面は横位のハケ 径0.5-2.0

部は丸〈僚かに肥厚している。 メが施される。 担色

坐 外反して開〈 。 端部は箆揃き紋の卜依に 砂約少量 良H

ω26 第8~ 講 (口縁部) キザミ、外抽lは繍縦{立 径0.5-5.0

破片 の内而は横f立の箆摘き紋。 以内色

費 (19.6) 'Itj$から[1縁部にかけて r< Jこf 外耐!は上位より横斜 砂粒やや多い 良好

ω27 第8号i葺 (口縁部) を皐し、端部は平担。 横fすの櫛捕紋、内面は検 待¥，0-2.5

破片 イ立に箆描紋。 にぷい比燈色

台付艶 ほ1:直線的に聞いて裾端部まで卜 外面は縦位の磨きが施き 砂粒やや多い 良H 裾部径8.2cm

6028 第8号tlt (台部) りている。空洞部は高い。 れているc 径0.5-3.0

以円色

台付費 直線的に聞いている。 外I耐は縦位のハケメ、件] 砂粒少量 良好 裾部径7.0cm

6029 第B号r再 (台部) 面はナデが施されている。筏0.5-3.0

淡燈色

台付費 縦N:に持状施具による押 砂純少量 やや良好 接合部筏6.2cm

ω30 第8号構 (接令部) 引きのl円線が推定26条施 径0.5-2.0 使III時のススの付

されている。 以内~ 着は見られない。

台付費 iIi:線的にやや闘いている。 外耐は瞬きが施されてい 砂粒少量 良好

ω31 第E号満 (台部) る。 f辛0.5-2.0

灰色

高杯 ほぼ直線的に聞いて干りている。 接合部外面は御刺突羽状 砂粒少量 良H

ω32 第B号j膏 (胸部) 紋に慌刺突の灰田]紋、脚 径0.5-3.0

部外面は縦f'~のへラ磨き 。 特色

高均、 直線的に聞いて端郎まで下旬る。 部，鰐の内外出に指頭痕 砂粒少量 良好 緋ii%径7.0cm

ω33 第8サ『茸 (脚部) が認められる。 径0.5-2.0

赤燈色

高均二 (19.8) 杯部はほぼ直線的に開いて立ち卜 口柄部に櫛刺突のキザミ 砂粒やや多い 良~I 接合部i手5.0cm

6034 第8~.t.茸 (判、部) がり、車iRsで聞きをやや強くし、 外耐は斜(止の櫛描紋、内 {圭0.5-4.0

(胸部 上、ド) 口縁部を折返す。 面は磨き。 以(11立

高勾、 前線的に出lいて下り、腕端部を折 外而は縦{止のハケメ、内 砂粒やや多い 良好 』出端書E径¥O.Ocm

ω35 第s号満 (胸部) り曲げて段を付けている。 の媛合部にへラ削り、干 符0.3-¥'0 残イf部の桜高

f止に磨きつが施される。 i長赤宿色 7.0cm 

高勾: 空洞部商い。 機材に 2条の細かい突帯 砂粒やや多い 良好 接合部下位符

ω36 第8号構 (脚郎) が走り、街刺突~~:t!刈紋 径0.5-2.0 4.7cm 

が施きれ、内面ナデ調整。 以 tl~

高島f (29.0) 突術状の稜を有し大きく聞いて外 端部には縦位に連続刺突 砂粒 良好

ω37 第8号講 (口縁部) 反し、端部は折返し、いわゆる鰐 紋。が施きれる。 {聖0.5-3.0

状I1縁となっている。 灰此色

鉢 (28.4) 月同部上位の内管気味から頭部で周 端部は櫛捕直線紋、胴部 砂枝少量 良H

ω38 第8号講 ('Itj鮪~ 曲して外[)(気味に酪lきI、I1縁日昔は 外耐は斜位櫛描紋、内面 径0.5-2.0

口縁部) 複合口線となっている。 繍fすの榔捕紋にナデ調整。 浅黄栂色

緩やかに時曲して立ち上がり、顕 砂粒少量 良好

ω39 第8号t轟 有孔付鉢 部で僅かに外反気味となる。また }世滅のため不明。 径05-3.0

里民都に径5mm科の孔。 燈色

長頭奄 (9.2) 頭部から口縁部にかけて緩やかに 頭部外面に櫛幽状施具に 砂粒多い 良H

5635 第12号満 (口緑郎~ 外反して立ち上がる。 よる連弧紋、顕郎の内耐 径0.3-¥'0

瓢都) はヘラ削り後ナデ調整。 燈色

う
-



付表土器観察表

法車 (cm)

帯号 IH土地占 器栂 ロ待 形態 調整方法 胎土 焼成 備考

器商 (径=mm) 色剖

底径

長主良資 13.0 r 1縁部にかけて徐々に外反を強〈 内闘の上郎に指頭痕が認 砂粒少量 良好

5642 第 12号溝 (頭部) して立ち上がっている。 められる。 径0.5-3.0

淡黄色

小Z自彊 底部はあげ底となり』岡部下半が膨 内外面に横位のヘラ磨き 砂粒少量 良好

5648.1 第 12号満 (底郎~ れる無花果形を呈すると思われる が施される。 径0.5-3.0

胴部下半) 5.0 灰色

鐙 平底の!車部から直線的に大きく陣] 内聞はハケメ、外耐は横 砂粒少量 良好

5636 第 12号満 (底部) いて立ち 上地eっている。 位のナデが施されている 径0.5-3.0

(8.3) 浅貨色

胸部ド半から直線的に内傾して頚 類部は突帯が検位に走り 砂粒少量 良H 維1に般大径36.0cm

5648.2 第12号溝 大型資 部へ立ち上がっている。 その上に櫛刺突が連続、 径0.2-1.0 全体の 1/2にススワ

細かいハケメを施す。 4畳色 付着

台イナ聾 ほほ直線的に聞いている。 内外聞ともに斜位のやや 砂粒やや多い 良好 裾部推定径8.0cm

5630 第12号溝 (台部) 粗いハケメ調整が施きれ 主手0.5-3.0

る。 賞褐色

台付費 ほぽ直線的に短めに開いている。 外面に斜{すのやや粗いハ 砂粒やや多い 良灯 裾部指定径7.7cm

5625 第 12号1茸 (台部) ケメ、内而に横位のハケ 径0.5-3.0 外耐に黒斑

メ調整が施される。 浅黄色

費 (26.6) 胴部上半に最大径を持つ。類部は r1唇部はキザミ、外面は 砂粒少量 良好

5660 第 12iナ溝 (口縁 部 ~ 緩やかに間1111し、口縁部はやや開 斜fすのハケメ、内面は繍 径0.6-3.0

胸部上半) いている o -斜{立のハケメに謄き。 にぷい黄色

20.4 胴部は直線的に聞き、やや膨らみ 外面に縦 !斜位のハケメ、 砂粒多い 良灯

5651 第 12号満 台付費 をもって時幽し、類部から口縁部 内耐は横{止のハケメを施 径0.5-4.0

にかけて緩やかに外反し聞く。 す。 以円色

宮里 (15.5) 内憎 して立ち上がり、頭部で緩や 砂粒少量 良好

5640 第12号I茸 (口縁部~ かにJffiilliし、ロ縁部は斜めに聞い 摩滅のため不明。 径0.5-4.0

胸部上半) て端怖を丸めている。 灰白色

高杯 (28.0) 斜めに大きく聞いて立ち卜がり、 端部は連続のキザミとや 砂粒徴量 良好

5629 第12号滑 (亦部) 口唇部で折り返している。 や唖lいハケメ、外而は横 径0.5-3.0

fすに突帯と斜恨のハケメ 。 1:Ji fI色

高材、 脚部は械部を脳折させている。 砂粒少屋 良好 裾部推定径12.2cm

5682 第 12号溝 (裾部) 感滅のため不明。 径0.5-3.0

糧色

5641 台イナ費 (27.0) 緩やかに管出lしながら立ち上がり 口将部は連続のキザミ、 砂粒やや多い 良H 刷部推定般大筏

5668 第 12号溝 (1:1縁 部 ~ 頚部からrI縁部にかけて屈曲気味 外耐は縦斜{立のハケメ 径0.5-4.0 29.0cm 

目同部卜半) に外反している。 内面は横fすのハケメ調整。 以内色

(7.2) 平底のJIf;郎から張りのある胴部、 内酎は横位斜位のハケ 砂粒多い 良好

5698 第13号溝 費 11.2 頭部は緩やかにくぴれ口縁部にIbJ メ盤、全体にナデ調整を 径0.5-3.0

5.0 かつ てほほ直線的に開く。 施している。 灰黄色

10.2 底部はあげ底気味で、刷部ト位に 外面に斜伎のハケメ調整 砂粒多い 良釘

5693 第13号溝 中型壷 26.7 最大径があり、 L1縁部はやや内管 胴部下位の+部と類部に 径0.5-3.0

5.8 気味である。 磨きが施されている。 暗灰黄色

f1H賓 械部が僚かに内却 して開き、端部 砂粒多い 良好 拡部径1O.0cm

5703 第13号溝 (台部) は平坦に面取りしている。 摩滅のため不明。 径0.5-5.0 器壁0.8-1.0cmと

赤褐色 厚い。

長頭表 (6.5) やや細い頭部から口縁部にかけて 外面は縦位のヘラ磨きが 砂粒やや多い 良好 頭部径3.5cm

6040 排水溝 (頚部) 緩やかに外反して立ち上がってい 施されている。 千壬0.5-4.0

るD 灰白色

壷 (10.3) 緩やかに外反して聞き、直線的な 外面は縦、内面は斜fll:の 砂粒やや多い 良好

ω41 排水溝 (口縁部) 白紙部となっている。 ハケメ、口縁部横ナデ調 t手0.5-2.0

整、到部は円形の刺突紋。 灰色

(24.4) 外反して大きく開き、口縁部は折 端部は縦fすのキザミが施 砂粒多い 良H

6042 排水溝 広LHI縁蛍 返しとなっている。 されていたと思われる。 径0.5-3.0

符色

(19.0) 外反気味に大きく開き、折返 1I-1端部はキザミ、内耐は衡 砂粒やや多い 良好

ω43 排水溝 !ム口口緑青 縁となっている。 捕き波状紋が施される。 径0.5-3.0

浅員宿色

官3可 あげ成の底部から外反気味に胸部 底部の外面は l寧な磨き 砂粒少量 良好

“)44 排水構 (j長部) 下半が立ち上がっている。 胸部の外面はハケメ調整。筏0.2-0.5

6.0 灰色

-3-



付表土器観察表

法駐 (cm)

番号 /1¥土地点 器種 口if 形態 調整方法 胎土 焼成 備考

器商 (径=mm) 色調

成後

資 あげ1庄の底部から直線的に胴部下 砂粒 良好

6倒 5 排本『再 (底部) 半が立ち上がっている。 J世滅のため不明。 筏0.2-1.0多い

6.8 径5.0-7.0少量 灰賞色

1:11， 平底の底部から直線的に大きく開 赤色粒やや多い 良好 胸部器壁3-4mm

ω46 排水溝 (j，底部) きながら胸部が立ち上がっている 摩滅のため不明。 径0.5-1.5 底部外出iに黒斑

7.5 i主黄栂色

台付費 (26.8) 胴部から僚かに内侍気味に 立ち上 胴部外耐は斜f立の直線紋 砂粒やや多い 良好

ω47 排水溝 (口縁部~ がり 、頭部から緩やかに外反して 頭部~刷都内面はヘラ削 径0.2-1.5

胴郎) 直線的にやや聞く 11縁部となる。 りにナデ調整。 灰白色

費 (19.0) 直線的にやや開いて立ち 上がり 口 端部卜位にキザミ 、外面 砂粒やや多い 良灯

ω48 排水1茸 (U縁部) 縁部で外瓦している。 は斜位のハケメ状の施紋 径0.5-1.5

内面は横1<i:の施紋にナデ。 b正賞褐色

雪E 前線的に聞き、空洞部は高い。 外而は縦位のハケメに謄 砂粒少量 良好 裾部推定径6.2cm

ω49 排水j膏 (台部) きが施され、内面は縦 径0.5-4.0

斜{立のハケメ。 にぷい極色

台付費 縦1il:に丸様状施具による 砂粒やや多い 良H 接合部径7.2cm

ω50 排水溝 (接令部) 押引きの問線が26条施き 径0.3-2.0 器壁1.0cmと厚い。

れている。 別賞褐色 ススの付着なし。

~ 僅かに内崎気味に立ち上がってい 外面に竹管による円形の 砂粒少量 良好

ω51 K4-TP (頭部) る。 連続刺突紋が l条検{すに を圭0.5-3.0

飽きれている。 灰白色

表 縦悦にハケメを施した後 砂粒やや多い 良好

6052 K4-TP (胸部上半) に、横位に 5条の沈線紋 径0.5-5.0

が施されている。 Din色

聾 ややあげ底気味の底部から外反気 砂粒多い 良好

ω53 K4-TP (底部) 味に胸部ド'f-が立ち上がることか J<<滅のため不明。 径0.2-1.0

5.8 ら下膨れしていると思われる。 灰色

受 手底の底部から直線的に立ち kが 外面は縦位のハケメ にナ 砂粒少量 良好

ω54 K4-TP (Ji!i郎) っている口 デ調教、内耐は(L)のへラ 径0.5-3.0

6.0 削りに績位のハケメ調整。 にぷい栂色

受 底部の外商の中央部が尉平な半円 外面lにはヘラ削りが施き 砂粒 良好

ω55 K4-TP (底部) 状に窪んでいる。(ドーナッツ形 れ、指uJi痕が残っている。 径0.2-1.5多い

7.0 のJI!i;部) 径3.0-5.0，少量 灰政褐色

費 (17.9) 胸部から内卸して r<J字に頚部 端部 トイ立にキザミ 、胸部 砂牧少量 良好

ω56 K4-TP ([:]縁都) がh回出iしている。 外耐に斜、主画部は縦、 fI 径0.5-1.5

縁部内面は横1すのハケメ。 Di黄色

向上平 外耐は街刺突か術描きに 砂粒やや多い 良好 接合郎径4.5cm

ω57 K4-TP (接合部) よる羽状紋、その中間に 径0.5-2.0

隆怖が l条検位に走る。 i長黄后色

高杯 直線的に 卜りて裾部で 「ハ」 字に 砂粒やや多い 良H 裾部推定径 12.5cm

ω58 K4-TP (脚部) 聞いている。秘部の一部に片口状 摩械のため不明。 径0.2-1.5

に返りが見られる。空洞郎は高い 浅貨栂色

-4-



付表土器観察表

2.古墳時代の土器観察表

法皇 (cm)

番号 l:H土地点 積別 器種 口4手 形態 調整方法 給土 焼成 備考

器商 (径=mm) 色調

成待

(7.8) 底部からやや丸昧を{fjぴた，J張り 底部外出lはヘラ切り未調 砂粒微量 良好

4805 第l号住居壮 須恵器 杯身 (3.0) 状となり、口縁部を内傾させ低〈 整。全体にナデ調整。 筏0.5-1.0

由ち上がる。 南灰色

官~ (13.3) 頭部から外反して立ち上がる。 f自 砂粒多い 良灯

4824 第l号住居祉 l師器 (，1縁部) 部の内面lに段を有す。 勝滅のため不明。 径0.5-2.0

雲母合む 淡品、栂色

台イナ壷 (34.0) r<Jの千に脳曲する主u部から外 全体に丁寧な調整を絡す。 砂粒金雲母 良好

4801 第l号住居血i 土制搭 (口械部) 反して立ち上がる。口縁部で直立 石英多い

気味で、口唇郎を丸める。 径0.5-3.0 にぶい燈色

台f寸費 裾はほぼ直線的に外に開〈。 全体に r寧な調整を施す。 砂粒金雲母 良u 台部付け線4辛

4806 第l号住}両社 土師器 (台部) 右英多い 9.2cm。

筏0.5-3.0 にぷい栂色 スス付着

4836 10.6 底部は丸味を幣びる半円球を呈す 外商に指9ft痕が残る。 砂粒少量 良好

4837 第2号位属社 土師器 勾Z 4.8 筏0.5-2.0

ぞE色

12.2 丸味を帯びた!ir:部から内管して立 砂粒やや多い 良H

5545 第2号{干陪祉 j師器 判J 3.8 ち上がる。端郎をやや細〈丸める 磨滅のため不明。 径0.5-2.0

亦色粒~む にぷい黄栂色

(12.0) 底部からやや丸P..!<を初ぴて立ち上 砂粒やや多い 良好

4256 第2号住居.l!t 土帥務 杯 4.4 がる。口唇部をやや細〈丸める。 磨滅のため不明。 径0.5-2.0

経色

(12.0) 平底気味の底部から弓振り状を長 砂粒少量 良灯

4952 第2号住属社 土師器 模倣材、 5.0 し、仁l縁部は内傾して立ち上がる 磨滅のため不明。 径0.5-4.0

端部はやや細〈尖る。 椅色

16.8 頭部から I1縁部は「コ」宇状。頚 砂粒やや多い 良好 』岡部下半にスス

5147.1 第2号住居.tIf 土師器 J! 28.5 部の内面に稜を有す。 磨滅のため不明。 f辛口 5-5.0 付着。

5.5 浅j古色 胴部に輸積娘。

豊臣 僅かに内智気味に聞きながら立ち 胸部外面に縦伎のハケメ 砂粒'l-'l量 良H III~部卜干にスス

5147.2 第2号住居祉 =f師器 (底部~ 上がる。長目同型と思われる。 調'柱。 径0.5-2.0 H;f[。

』阿部下半) 5.6 金雲母合む !正賞絹色

(23.0) l底部から LI縁部にかけて宵線的に 胸部の外向に縦f立斜fli:砂粒やや多い 良好 J止郎脇の内外耐

5523 第2サ住居祉 土師器 把fイサ甑 29.0 聞きながら立ち kがる長胴刻。把 のハケメ調整を施す。 筏0.5-2.0 にスス付着。

10.3 手は角状。 ぞE色

把手付鉢 (15.2) 』同部は直線的に聞きながら立ち k j寧なナデ調整と思われ 砂H徴量 良好

4949 第2号住Icl祉 土師器 (口縁部~ がる。口縁部で僚かに聞きを強〈 る。 径0.5-1.5

胴部 卜半) す。端部は細〈尖る。 椅色

受 緩やかに内苛し聞きながら立ち上 外聞は縦{止のやや粗いハ 砂粒少量 良好 器壁0.8cm

4950 第2号住居祉 土師器 (ij司部下ド) がる。底部はやや丸味を帯びた平 ケメ、底部はナデ、内面 径0.5-1.0

lま状を呈す。器壁やや厚。 は横位のハケメ調整。 にぷい糧色

12.1 全体に半円球を阜す。ロ縁部を垂 天井部の外面の1/3がヘラ 砂H徴嵐 良u
5293.1 第3号住陪祉 須)恵器 判、差 4.1 院に下ろす。端郎を丸める。天井 削りされ、他はナデ剥申書。 径0.5

部と 口縁部の境に沈線の稜。 叩j青j火色

(12.0) 天井部は弓張状。仁i縁部を率直気 天井部外耐にヘラ切り痕 砂粒微量 良好

5293.2 第3号住居.l!f. 須恵器 珂;li: (4.0) 味に干ろす。天井部と口縁部の境 有。 1/2地eヘラ削り。 f也は 筏0.5-1.0

に沈線。 他ナヂ調整。ヘラ記号x オリープ灰色

12.1 やや丸味のある弓張り状の天井部 ヘラ切り未調整な天井部 砂粒徴量 良灯

5297 第3号住居社 須恵器 年蓋 4.1 [.1縁部で垂直に下り 、端部をやや はヘラ削りが1/2。残りは 径0.5-4.0

細〈丸める。 ナデ調整。 灰白色

12.0 丸P""，を帯びたJ底部から内崎しなが わずかに内面に赤彩を施 砂粒微量 良好

5298 第3号住居hl 土師器 杯 4.5 ら立ち上がる。口械部で直立気味 した痕跡。 径0.5-2.0

端部を尖らせる。 .m色

19.2 般大径を口縁部に持つ長腕型。頚 頚部外面に横位のへラ調 砂粒やや多い やや良好 外面全体にスス

5292 第3号住昭社 士師器 費 31.1 部から11緑郎にかけて「コJ'1に 教。胸部外面は縦f立のや 径0.5-1.5 イナ;f[。

5.6 周1111し、端部丸める。 や粗いハケメ。 にぷい黄符色 制部に輪硝痕。

14.0 愚大径が胴部上半にある長胴型。 胴部外闘は縦位のハケ 砂粒やや多い やや良好 胴郎に輸積板。

5294 第3号住居担t 土師詩 坐 (22.0) 頭部から口縁部は r< J字をまし メ調整。 径0.5-2.0

17り} 端部は肥厚気味み丸める。 にぷいJ.m色

(15.0) 目同部は内管 内傾して立ち kがる 砂粒やや多い 良~I

5150 第3号住尉担l 土師器 蛍 瓢部内由!に僅かな稜を有してj困曲 隣滅のため不明。 径0.5-3.0

([1縁部) 口縁部は僚かに外反。 黄極色
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付表 土 器 観 察 表

法量 (cm)

番号 出土地点 種別 器種 口径 形態 調整方法 胎土 焼成 備考

器高 (径=mm) 色調

成t手

22.6 底部から車線的に立ち上がる長胴 外耐は縦位斜f立のハケ 砂粒やや多い 良好

969 第3号住居壮 土日曜器 把手付甑 30.6 型。把手は角状。 メ調盤。 t手0.5-2.0

10.5 貨糧色

5395 高杯 脚部は直線的に開き、鋸部は「ハ 砂粒微量 良好

5396 第3号住居社 土師器 (胸部) 」字状。空洞部は高い。 磨滅のため不明。 径0.5-4.0

栂色

繊維質含む。 良好

5295 第3号住居社 土製支脚 磨滅のため不明。

I完封色

(12.0) 底部はやや丸味を帯びた弓張り状 底部外商はヘラ切り未調 砂粒微量 良好 般大符14.Ocm

5410 第4号住居祉 須恵器 土平身 4.5 口縁部は内傾し、[J緑郎上半を日立 割高で、 1/2にヘラ削りを施 径0.5-2.0

立気味に立ち上げる。 す。 』大円色

(12.0) [1縁部は内傾する。 外出にヘラ削り。 砂粒徴盈 良好 最大任15.Ocm

5189 第4号住居社 須恵器 杯身 径0.5 器壁薄い。

崎両'灰色

高土平 杯部は平成状。脚部は讐洞部が高 砂粒やや多い 良H

51切 第4号f宇居社 f師揺 (脚部) 〈旬、部まで遣する。 磨滅のため不明。 径0.5-2.0

符色

5524 (16.2) 杯部は稜を有す。 [1縁部は直線的 IIIi部外面に指i!I'(痕。 砂粒徴亘 良好 材、部器南rj5.3cm

5469 第5号住居.tJt 士帥器 高均Z に聞きながら立ち上がる。 筏0.5-2.0

54841'也 宿色

智正 ほほ直線的に立ち 上がる直胴型。 内外面にナデ調整。 砂粒少量 良~J 内面全体にスス

5554 第5号住居社 土師器 (胴部下半) 径0.5-2.0

(10.0) 栂色

査 ややあげ底気味のJif.部から南:線的 砂粒微量 良好

5012 第5号住居.tJt 土師器 (底部) に大きく開いて立ち卜がる。 磨滅のため不別。 j平0.5-2.0

(7.0) 明政褐色

資 (16.5) 頭部が r< J字状に原由1し、ロ縁 内面にナデ調整。 砂和やや多い 良H

5574 第5号住1~.社 j師器 (r 1縁部) 部にかけて器壁が薄くなる。 径0.5-3.0

椅色

受 胴部はほぼ直線的に立ち上がる。 外面は縦位斜位のやや 砂粒少匝 良好

5547 第5号住居祉 土師器 (刷部下半) 粗いハケメ、内面は横位 径0.5-2.0

のやや朝iいハケメ。 にぷい賞栂色

至宝 把手根元を僅かに凸状にして胸部 赤色粒微量 良好

5575 第5号住居社 土師器 (底部) と接合させている。 磨滅のため不明。 径0.5

黄粉色

国軍 やや丸味を'惜ぴたJま郎から僅かに 外聞に斜位のハケメ調整 砂粒微量 良好

5419 第5号住居.tJt 士師器 (把手) 内管気味に立ち上がる。胴部は球 t至。5-5.0

状を呈する。 糧色

(12.5) 底部は丸味を帯びた弓張り状。口 外面は2/3がやや粗いヘラ 砂粒少量 良~I 推定巌大筏

5289 第6思{干脳社 須恵器 旬、身 4.2 縁部は内傾してやや低い立ち上が 削り調整。 径0.5-3.0 14.5cm 

りとなる。端部はメしくなる。 JA色

4289 (13.0) 外反が大き く、きわめて浅い。 2 砂粒微量 良好

4290 第6号住居.hl. 須恵器 無藁高杯 条の稜線の聞に櫛摘波条紋。脚部 磨滅のため不明。 径0.5-2.0

胴郎に 二方向のすかし窓。 晴宵灰色

高杯 据部は「ハJ字状に開く。脚部の 腕部外面に赤彩痕。 砂f<微量 良好 信端部径11.8cm

5288 第6号住1&社 土師器 (脚郎) 空洞部は高くなる。 径0.5-1.0

椅色

4285 高杯 胸部は 「ハ」字状に開く。胸部の 砂粒少量 良好 脚部商4.Ocm

51ω 第6号住居社 土師器 (脚部) 端部はつまむように引き出し 磨滅のため不明。 径0.5-1.0

ているo 糧色

受 腕部が直線的に立ち上がる長胴型 胴部外面は縦位 e 斜f立の 砂粒やや多い 良H 胸部に輪積痕。

5014 第7号住居社 1師器 (!底部) を呈す。 ハケメ調整、内耐は斜位 径0.5-2.0 外耐に黒斑状に

(5.0) のハケメ調壁。 金雲母 .dJ;色粒 にぷい賞樫色 スス付着。

費 (18.0) 僚かに外1i.気味に聞いて立ち上が 砂粒少量 良好 u縁部に黒斑。

5585 第8号住居社 土師器 (口縁部) る。口村部を丸める。 磨滅のため不明。 律0.5-2.0

ぞE色

(11.0) 口縁部の立ち 上がりが低〈、内傾 砂粒微量 良H

5261 第9号住居右上 須恵器 lf身 し、受部は水平に仲ぴる。 磨滅のため不明。 径0.5-1.0

背灰色
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付表土器観察表

法量 (cm)

番号 lH土地点 積別 器種 口符 形態 調整方法 胎土 焼成 備考

器商 (径=mm) 色調

底後

底部はr-3~長り状を旦す。 11縁結は 砂粒微量 良好 推定最大径

3685 第9号住屑祉 須恵器 杯身 内傾し、受郎は上方へ知〈伸ばし 磨滅のため不明。 傾0.5 15.5cm 

ている白 宵灰色

13.0 成部は弓振り状を!￥し、内野して 砂粒少量 良~I

5431 第9号{u<'i壮 1師告書 判、 立ち上がり、僚かな稜を持つ。1I府械のため不明。 径0.5-4.0

縁部は直立気味である。 栂色

費 (19.5) ~郎は r < J 'r状。 11縁部は直線 砂粒少量 良好

4658 第9号住屑Jtl 土日市器 (口縁部) 的に関〈。 磨滅のため不明。 {手0.5-4.0

経色

断面は扇干な楕円形?、上面は凹 砂粒やや多い 良灯

3655 第9号住居社 1師器 (把手) 状。 磨滅のため不明。 径0.5-2.0

樫色

1 ¥.6 底部はややっ張り状だが全体は半 砂粒少量 良好 全体的にススけて

5120 第10号住居Jtl 須恵器 杯兼 4.3 円球。 口縁部をやや内管気味にト 磨滅のため不明。 f手0.5-5.0 いる白

ろす。天井部とf"I縁部境に稜。 時オリ ープ灰色

10.4 底部はやや弓t振り状で、口縁部は 天井部の1/31こへラ削り 。 砂粒微量 良好

5118 第10号f干Jo'祉 立1忠器 保身 3.7 件l傾1.-1止〈立ち上がる。端部は丸 径0.5-3.0

くおさめるo 暗オリープ以色

11.2 丸P~ を 'rl'i ぴたほ部から半円球に。 赤色粒やや多い 良好

5124.1 第10号住居祉 土日市器 l.f 5.0 ち 上がり、 口縁部を直立させ端部 磨滅のためィ、明。 千手0.5-2.0

を尖らせる。 I主政経色

10.2 やや九味を帯びたl且部。ロ縁部を 思茶色砂粒 良好

5532 第10日{干JJ;祉 u市器 材、 4.0 やや内常気味に下ろしている。 磨滅のため不明。 やや多い

径0.5-1.0 格色

11.4 底部はややり張り状だが全体は半 赤色粒やや多い 良好

5122 第10号住屑社 土師器 杯 4.4 同球。口縁部をやや内噂気味にト 磨滅のため不明。 f手0.5-2.0

ろす。天井部とIl縁部境に稜。 積色

5123 11.8 庭部はやや弓張り状だがすで体はT 亦s粒やや多い 良好

5124.2 第 10 号 {t}~;祉 土師穏 均、 4.0 門球。 LJ縁部をやや内!t'気味に干 四時滅のため不11l。 径0.5-1.0

ろす。天対部と口縁部境に校。 特色

II.R やや丸昧を ~:t'iびた J~~'~から内却 し 赤色粒やや多い 良好

5121 第10骨住居.lJf. 土!，p器 l.f 4.0 ながら立ち卜がり、口械部で直立 磨滅のため不明e 待0.5-1.0

気味となり端部を尖らせる。 担色

12.0 やや丸昧を帯びた底部から内野 し 品、色料やや多い 良H

5533 第10~{十凶祉 |師蒋 模倣何、 3.6 ながら立ちよがり 、1"1縁部を内傾 層雪滅のため不明。 径0.5-¥'0

させて端部を尖らせる。 にぷい樟色

lil!i1(絹l的に立ち上がる長胴型。 胴部外陶は縦f立 幸村立の 砂粒少量 良好 胴部最大径17.Ocm

5294 第10号住居祉 土帥器 't ハケメ、内而は横位・斜 径0.5-4.0 胴部外而にスス付

位のハケメ剥繋。 金雲母含む にぷい員控色 着。

5126 骨k (20.0) 直線的に立ち上がるl皇制相。 外面は縦fすのハケメ調整。 品、色粒やや多い 良好

51271也 第10号住居祉 土師器 (U緑郎) 径0.5-5.0

貰符色

15.0 やや丸P~ を;:ザぴたl正部から内轡し 砂粒少量 良好

5135.1 第1O-IJ'住屑Jtl 土師器 碗 9.5 ながら立ち fがり、口縁者1¥で内傾 磨滅のためィ、叩lo 後0.5-1.0

して端絡を釧〈丸める。 赤色粒含む にぷい員宿色

11.5 係部は)L昧を帯びて内管し立ち k 思茶色砂粒 良H

5125 第10号住}O'社 ゴ師器 脚H碗 14.2 がる。脚部は胴郎にやや膨らみを 燐滅のため不明。 やや多い

持ち裾の端部を水干に引きl'nす。 f手0.5-3.0 椅色

18.0 やや丸味を「古びた}If郎から内侍し 砂粒少量 良好

5141 第10号住関紙 土師器 宵宮 25.2 ながら立ち fがり、頭部が r< J 磨滅のため不明。 f手0.5-5.0

， i:をQす。 11唇郎を軒11く丸める。 賞程色

普五 形態は角状c 砂粒微量 良好

5135.2 第10号住肘祉 土師器 (抱千) 謄械のため不明。 径0.5-¥'0

黄棺色

朝五 形態は角状。 砂粒微量 良好

5135.3 第10号住屑N 土師~ (把手) 磨滅のため不明。 径0.5-2.0

にぷい員極色

原形は長方体と思われる。 砂fif:微最 良~I

5424 第 10 号住)~}主l !:1製立;脚 径0.5-1.0

繊維を含む。 にぷい員程色
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付 表土器観察表

法量 (Cm)

番号 tlI土地点 種別 器種 口径 形態 調整方法 胎土 焼成 備考

器商 (径=mm) 色調

底径

(13.0) u縁部を内傾させ、上半を華南:に 砂粒徴最 良好

5329 第11号住居祉 須恵器 杯身 高〈立ち上がらせて端部を少し照 磨滅のため不明。 {辛0.5

曲させ段の:l'，残を不して丸める。 明背灰色

~ (21.0) 頚部から口縁部にかけて緩やかに 砂粒やや多い 良H

1255 第4号土坑 土師器 (L1縁部) 外半して立ち上がり、端部は僚か 隣減のため不明。 径0.5-2.0

に肥厚して直立気味となる。 にぷい黄棺色

受 (21.0) ~師から仁1縁部にかけて外反して 砂粒多い 良好 器壁0.2-0.3cm

1168 第4号土坑 土師器 (口縁部) 立ち仁がり、端部は僅かに肥wt-磨滅のため不明。 径0.5-1.0

て直立している。 にぷい褐色

9.8 成面がやや平底気味であるがほぼ 口縁部は繍ナデ調整。 砂粒微量 良好

2623 第5号1坑 須恵器 旬、身 3.6 半円球を呈し、口縁部は垂直に立 ~0.5-1.0 

ち 卜がる。 暗緑J:Ji.色

府に鈎形の抱手をイずける。 胴部は同心円の細いカキ 砂粒少量 良好 胴部の推定径

5497 第12号土坑 須恵器 提瓶 メとへラ削り調整が施さ 径0.5-4.0 15.0cm 

れる。 宵灰色

(13.0) 底部は九味を帯びた弓張り状、口 外面は向転のへラ削りに 砂粒少量 良灯

5493 第12号 i坑 土師器 旬、 4.3 縁日昔で夜放し、端部は内傾させて よる稜線状の沈線が残る。 径0.5-6.0

いる。 以内色

(16.2) 郎防は浅く、稜を有し、外反して 赤色粒多い 良好

5491 第12号土抗 土師器 高杯 12.7 大きく開く。脚部は長脚で、直線 磨滅のため不明。 径0.5-2.0

10.0 的に「ハJ字に聞く。 糧色

(14.3) 杯部はやや浅い椀形を~.し、口線 砂粒やや多い 良好

5498 第12号:1坑 オ師器 模倣高杯 7.2 部はやや外反気味。脚部は接令部 磨滅のため不明。 径0.5-4.0

から「ハ」字に聞く。 栂色

5494 (13.0) 旬、部はやや浅く、[J縁結は僅かに 砂粒やや多い 良好

5496.1 第12号土坑 土師器 模倣高杯 6.8 外反気味。胸部は接合部から「ハ 磨滅のため不明。 径0.5-5.0

」字に開く 。 極色

模倣高杯 (14.0) 杯部はやや浅い碗形を呈し、ロ縁 砂校やや多い 良好

55∞ 第12号士坑 士飾器 (脚郎) 郎はやや外&気味。 謄減のため不明。 f壬0.5-1.0

賞符色

模倣高杯 脚部は接合部から「ハ」 才状に出1 砂粒多い 良好

5496.2 第12号土坑 土師器 (底部) 〈。 磨滅のため不明。 径0.5-4.0

桓色

高珂く 杯部の接合昔日から白線的にトり、 砂純多い 良好 裾端部の推定筏

5577 第12号j坑 1師器 (脚部) 側部で「ハJ'I状を呈す。 磨滅のため不明。 径0.5-5.0 10.0cm 

大粒少量 賞棺色

国五 砂粒多い 良好

5576 第12号土坑 土師器 (把手) 磨滅のため不明。 径0.5-3.0

樟色

5284.1 12.3 杯部はi軍<n阿部は丸味を持つ。裾 黒色砂粒 良H

5285.1 第13号土坑 土師器 模倣高押、 8.3 部は旬、底部より「ハjサーに広がる 隣滅のため不明。 やや多い

2主洞部高い。 f手0.5-2.0 椅色

5284.2 (19.0) ~部は r (Jすに緩やかに屈曲。 [1縁部内聞は横位のハケ 砂粒多い 良好

5285.2 第13号土坑 土師;r. 鐙 口科部はメしめる o 胴部は緩やかに メ調整、胸部外面は斜位 待0.5-1.0

5287.1 内切しウち上がる。 のハケメ調整。 !珂赤褐色

19.5 l式部~胸部ト干まで直線的に開き 外面は縦位のハケ メ調整、 黒 ー茶色砂粒 良H

5287.2 第13号土坑 :1師器 甑 22.5 立ち上がる。[1縁部からは直線的 内面lは横位のハケメ調整。 やや多い

7.6 に立ち卜がる。把手は角状。 径0.5-3.0 権色

5284.3 18.3 平成の底部からi責線的に聞き立ち 砂粒やや多い 良好

5287.3 第13号土坑 土帥器 鉢 7.2 上がる。口縁部は直立気味で、端 磨滅のため不明。 筏0.5-2.0

9.5 部を尖らせる。 ぞE色

5285.3 13.6 やや丸味を帯ぴた底部から件，1ft- 黒白色粒 良好

5287.4 第13号土坑 土師器 登 15.3 てjyち上がる。里見郎から11縁日告に 府械のため不明。 やや多い

かけて周目I1して外反する。 律0.5-2.0 にぷい黄椅色

模倣何、 (13.3) t-J張り状と .~( われる底部から立ち 砂粒多い 良好 推定最大径14.3cm

5614 第 11~3'ー濯 土飾帯 (口縁部) kがり、口縁部に稜を有してやや 磨滅のため不明。 筏0.5-4.0

内傾している。 極色

高杯 胸部は僅かに膨らみ気味となるが 空洞部はヘラ自IJり痕が明j砂粒やや多い 良好 裾端部径14.1cm

5705 第11号溝 i師器 (脚郎) ほほ前線的に下り 、械部で大きく 瞭に残る。 径0.5-3.0

ラッパ状に引き出している。 程色
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付表土器観察表

法量 (Cm)

番サ IH土地点 種別 器桶 口4辛 形態 調整方法 胎土 焼成 備考

器尚 (筏=rnm) 色調

底f聖

20.0 丸味のあるii!i.郎からまま形状に立ち 砂粒少量 良好

5ω2.1 第11号1再 土師器 受 20.4 上古川、般大径は胸部中位。頭部 磨滅のため不明。 径0.5-3.0

で「く 」守 、n緑町は聞き気味。 にぷい員燈色

費 (17.0) 頭部から口縁部にかけて緩やかに 砂粒やや多い 良H

5ωl 第 11~} i茸 l師器 (仁l縁部) 外反して立ち上がり、端部は直す 磨滅のため不明。 径0.5-2.0

するようにやや細〈丸めている。 糧色

断耐形状は厨4Lな円形。 砂粒微量 良好

5602.2 第11号溝 土師器 (把手) 磨滅のため不明。 径0.5-1.0

樫色

断面形状は角状。上面は比較的大 砂粒綴密 良好

5613 第 110'i書 j師器 (把手) きく窪んでいる。 磨滅のため不明。 径0.5-1.0

椅色

断面形状は届平な円形。 接合聞にヘラの刺突痕が 砂粒縦術 良好

5副J9 第 11号満 土師器 (把手) 残る。 径0.5-1.0

にぷい燈色

(8.8) 庶部から半円球状を草し、口持部 底部内面を巾心に指頭痕 砂粒少量 良好

5683 第12号!茸 |師器 手斜ね上ィ、 4.7 で俺かに肥厚する。 が、外面には黒斑が認め 形0.5-2.0

られる。 にぷい黄符色

15.8 旬、相官下半で稜を作って折れ曲がり 内同にしぼり日が認めら 赤色粒やや多い 良好 裾郎t王9.0cm

5689 第 12号満 土師器 高勾Z 12.5 僅かに外反し、斜めに立ちトがる れる。 ft0.5-3.0 

胸部はエンタシス状。 糧色

高勾て (20.3) 珂:部ト干で稜を作って折れ曲がり 砂粒徴世 良好

5685 第 12号満 1師器 (同、部) 僚かに外反し、斜めに大きく立ち 府滅のため不明。 径0.5-2.0

卜ーがっている。 浅黄色

向上司、 腕郎はエンタシス状、空洞部は両 内而にしぼり同は認めら 砂粒少量 良好 耕j部推定径l1.7cm

5687.1 第12号満 土師器 (脚部) "'0 れない。 {fO.5-4.0 

員燈色

高杯 知的の胸部は鋸部にかけて「ハj 砂粒微量 良好

5626 第12号満 l師器 (胸部) 7に1#1<。空洞部は高い。 時滅のため不明。 径0.5-2.0

ギE色

高河、 制部を外に大きく引き 110す。 砂粒少量 良好 械部推定径14.0m

5688 第12号満 土師器 (脚裾部) 磨滅のため耳、別。 径0.5-2.0

指色

6.4 目岡部'f.l!に般大径を持つ球形、口 内外面に指頭による調整 砂粒微量 良好 胸部般大径7.0cm

5680 第 12号1梓 土師器 小型柑 6.7 縁部は逆 「ハJ'i'に聞いている。 痕。胴部下半に黒斑。 径0.5-2.0

3.1 にぷい符色

胴郎半ばに最大径を持つ球形、 fま 底部の外面iは指頭による 砂粒やや多い 良好 胴部最大径8.2cm

5679 第12-B-溝 土師滋 小型柑 部はあげl止状。 調整。 {壬0.5-3.0

4.2 l月赤褐色

小豆1i甘 (7.8) 胸部干ぱに巌大筏を持つ球形、口 砂粒微量 良H 制部巌大筏9.4cm

5682 第12号溝 i師器 (口縁部~ 縁部は逆「ハJ寸ーに聞き立ち上が 磨滅のため不明。 径0.5

胸部 k平) っている。 にぶい椅色

小型登 底部は厚みを持たせた平成、胴部 底許E内而に指iii'ii.直。 赤色粒やや多い 良好 推定最大径9.4cm

5674 第12号溝 土日出器 (底部) は球形状。 {辛口 2-1.5

4.0 糧色

小!l'l資 胸部、「ぱに般大径を持つ球形。 胸部内面に指頒痕。 砂粒少量 良灯 胸部最大径9.5cm

5687.2 第12号溝 u市器 (頚部~ 径0.5-2.0

ll~部下ド) にぷい黄椅色

小型遊 [1縁部は直線的にやや外に聞き、 砂粒少量 良好 類部推定径7.0cm

5687.3 第12号l再 土師u (頭部) I同部は球形。 磨滅のため不明。 110.5-3.0 

I茸』古里畳色

目岡部、「ぱに般大筏を持つ球形。 胸部 F、|竺外面に街頭痕、 砂舵少量 良灯

5681 第12百溝 1師器 小型蛍 内耐はハケメ制講生。 径0.5-2.0

椴色

大型の吏で、丸P.tを帯びたJ正郎か 内外耐に輪積み媒。 砂粒やや多い 良好 尚台状のii!i.径5.7cm

5632 第12サ溝 土師器 坐 ら球形状を卑し、底部の外面は凸 4手0.5-3.0 1阿部の指定般大符

状の向fl状となる。 にぶい栂色 28.5cm 

督A 断面形状は角状。 砂粒少量 良H

5554 第12号I茸 士師器 (把手) 燐滅のため不明。 径0.5-1.0

，m:色
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付表 土 器 観察表

it量 (cm)

f評サ Ii¥土地点 種別 桜橋 口も手 形態 調整方法 胎土 焼成 備考

器向 (径=mm) 色調

成f平

12.0 全体に半円球を呈し、俺かな稜を 黒 ・茶砂粒多い 良好

ω59 第8号『膏 土師器 模倣杯轟; 4.7 設けている。 磨滅のため不明。 f事0.1-1.0

にぷい赤褐色

12.0 '1'底気味の底部から緩やかに内管 m 茶砂粒少量 良灯

ω副) 第8号1揖 L師器 対: 4.5 して立ち上がり、仁l縁部はi商:5rし 府滅のため不明。 径0.2-1.0

ているo にぷい黄椅色

(12.0) やや丸味を悦びたJ底部から湾曲し 砂粒少盈 良好

ω61 第B号j茸 土師器 杯 3.5 て立ち上がり、口縁部は白;立気味 磨滅のためィ、明。 t手0.2-1.5

になり端郎を尖らせる。 権色

(12.8) やや九味を帯びた底部から内管 し 品、色村やや多い 良H

ω62 第8号1茸 土師器 均、 (4.0) て立ち上がり、 I1縁部は直すして 踏滅のため不明。 径0.1-1.0

いる白 にぶい糧色

高勾J 長脚で直線的に下り、械部で大き 空洞部にヘラ削り張。 砂粒やや多い 良好 事封郎径II.4cm

ω63 第8号I高 土帥器 (脚部) く外へ引き/1¥している。宅洞部は 4手0.5-2.0 残イJ部棒高9.4cm

向い。 檀色

高杯 直線的にトり裾部で「ハJ字に開 杯部と接合部に箆状施具 砂粒少量 良好 裾部推定径1O.8cm

6064 第8~}i-茸 I師器 (脚部) く。 による刺突が見られる。 径0.2-1.0

灰色

(15.6) 平I庄の底部からほぼ直線的に立ち 外而は縦位のハケメ、 F人j 黒砂粒やや多い 良好 胴郎中f止に輪積痕

6065 第8号『揖 土師待 費 20.2 上が旬、 最大筏が府部にある直110: 面は横 斜悦の細かいハ 筏0.5-2.0 指頭痕。

6.0 形。類部-11縁部は「コJ'i:状。 ケメ。 にぷい宿色

費 (19.0) 頭部~口縁部は「コJ字状を単し 砂lv.やや多い 良H 月阿部器取

“)66 第H号1茸 |師器 (11縁部) 11縁部に最大径を有する直胴形。 陪滅のため不明。 径0.5-3.0 0.3-0.4cm 

浅黄色 外面にスス付着

(20.4) 直線的に11縁部まで虫ち上がる直 内向は斜・横位のハケメ 砂粒やや多い 良好 残存する器向

6067 第8号1茸 土師器 百瓦 II'J形。把千の断面は台形状。 調盤、外面には輪積痕。 径0.5-5.0 25.0cm 

にぷい庖色

~A 底部から直線的に立ち上がる直刷 胸部外面に輪積痕。 砂粒やや多い 良好 底部内面にスス付

出回目 第8号I捧 土師器 (1同部下半) 形で、把手の断耐は台形状。 径0.2-1.5 車寄

(9.6) 品、色粒合む にぷい黄符色

天井部から丸味を持ち[1縁部との 天井郊の外耐1/2にヘラ削 砂粒徴畳 良好

4438 G-5 須恵器 杯兼 境に僅かに沈線化した稜がある。 り、内面は渦巻き状のへ 筏0.5-1.0

ラ削りの後ナデ調整。 灰色

8.8 'i.':~状のつまみが付く。天井部は 天井部は渦巻き状に(L)の 良~J 般大符Il.3cm

4317 B-7 須忠器 何、叢 3.5 i J張り状。 ヘラ削り剥較を施す。かえ 精製

り付き。 以内色

(13.8) り張り状の底部から [1緑郎は直立 外出は1/2がヘラ削りにナ 砂粒徹昼 良好 推定履大径15.5cm

1851 H-5 須恵詩 土平身 3.8 気味に立ち 上古川、端部を丸めて デ調整が施されているロ 径0.5-3.0 ヘラ記せ「サ」

いるo 宵灰色

(11.5) 弓張り状の底部から口縁部は僅か 外国は1/2がヘラ削りにナ 砂ね微量 良好 推JL般大筏13.5cm

1450 K-3 須忠器 均、身 に内常気味となり、端郎を丸めて デ調整が施きれている。 径0.5-3.0

いるo ノタ日が認められる。 灰色

8.5 底部はやや丸味を.:wびたt-J張り状 砂粒微量 良好 最大径1O.Ocm

4316 B-7 須恵器 杯身 3.1 となり、口縁部は内傾して立ち上 }牢滅のため不明。 t辛0.5-1.0 ヘラ記号 rXJ

がる。端部を丸める。 灰色

7.7 成部は弓張り状となり 、口縁部は 渦巻き状に(L)のへラ削り 砂粒少量 良好 般大径9.7cm

825 B-7 須忠器 崎、身 3.2 内傾して低〈立ち上がり、端部を 調整。 径0.5-1.0

九める o h¥n色

8.5 !正郎はやや丸味を待ぴた心張り状 砂粒少量 良好 最大径11.0cm

3756 F-5 須恵器 杯身 3.8 を黒し、口縁部は内傾して立ち 上 j世滅のため耳、別。 筏0.5-1.0

がっているが受郎より低い。 灰色色

8.6 底部は弓張り状となり、 口縁部は 砂粒やや多い 良好 般大径lO.4cm

211 B-9 須恵器 何、身 4.0 内傾しているが、受部より低い。 Jf滅のため不明。 径0.5-1.0 ヘラ記号「ー」

端部を九める。 }λ色

184 (11.8) 胸部~仁l緑郎は直線的に聞きなが ミズピキ成形で丁寧な作 砂粒徴量 良好

185 E-8 須恵諮 珂:身 ら立ち kがる。端部は僅かに外反 り。 径0.5-1.0

187他 気味につまんで釧〈丸める。 灰白色

資 7.0 頭部~口縁部にかけて緩やかに外 頭部には横位に 2条の沈 砂純微量 良好 F呈イIする器高5.7cm

508 D-8 須恵器 ([1縁部) し、端部はニ角形状の断耐となっ 線が施されている。 径0.5-3.0 内外耐に自然利

ている。 灰白色

nu 



付表土器観察表

法量 (cm)

番号 IH土地点 種別 器穂 口律 形態 調整方法 胎土 焼成 備考

器商 (径=mm) 色調

成t辛
量t 「ハJ'1状に突き出るように高台 胴部の外曲1はヘラ削りが 砂粒少量 良好 高内部推定径9.7cm

4365 0-6 須恵器 (庭部) が付いている。 1阿部はほぼ直線的 やや粗〈施されている。 径0.5-3.0 内外面に自然柑

に聞いて立ち上がる。 灰白色 器壁0.R-1.0cm

干Jif;の底部から内管気味に開きな 底部外面~胸部の1/3まで 砂粒綴密 良自I 般大待16.0cm

1505 K-3 須恵器 短頚査 がら立ち上がり、関郁~類部にか ヘラ削り、他はナヂ調整。 径0.5-2.0

けて内傾し r< J字気!日未に問ml。 屑部に 2条の沈線紋。 !火白色

底部は内侍しですちJがり、周部 外耐は胴部下半にヘラ削 砂粒微量 良好 胴部最大径14.Rcm

1750 1-4 須恵器 平瓶 は緩やかに丸味を帯び、頚部から り。 t聖0.5-1.0 残イI部器商16.0cm

直線的に直す気味に立ち上がる。 オリープ灰色 府部に向然柚

(15.0) 天井部は弓張り状を平し緩やかに 品、 .!r，色村 良好

3576 C-8 土師器 模倣!f叢 4.2 湾曲しながら II緑郎に下り、"~い 府械のため不明。 やや多い

稜を有している。 径0.2-2.0 栂色

10.5 やや丸昧のある成郎からはほ夜、I 砂粒やや多い 良好

4313 8-7 土師器 杯 4.3 気味に口縁部が立ち kがっている 磨滅のため不明。 待0.5-1.0

にぷい員糧色

(122) やや丸味を帯びた1I記者日から緩やか 知茶色粒 良~I

1594 K-3 l師器 均、 4.2 に湾曲しrl縁部で師、〉している。 府滅のため不明。 やや多い

筏0.2-1.0 にぷい栂色

(13.0) 平成気味の底部から緩やかに湾曲 赤色粒やや多い 良好

3109 E-7 土帥器 杯 3.9 して開きながち口縁部となる。 磨滅のためィ、印l。 待0.5-2.0

糧色

(140) 干底気味の底部から緩やかに湾1111 品、色杭やや多い 良H

3107 E-7 :1師器 材、 3.7 した後に LJ縁部で[10)気味となっ H時減のため耳、l問。 径0.2-1.0

ている。 にぷい椅色

(14.6) 緩やかに湾曲した後に11縁日五で直 赤色粒やや多い 良好

3479 0-7 土師器 杯 立気味とな旬、緒形に近い形状を 磨滅のため不明。 t手0.5-2.0

呈している。 明褐色

3467- (14.5) メL味を帯びた底部-1阿部 f'rに市1 砂粒やや多い 良H

3475 H-5 :1師器 把手付鉢 6.3 曲部を有して直線的に聞き立ちょ 謄滅のため不明。 径0.5-5.0

がる。把手の断聞は扇 Fな椅円形。 ホ色村合む 符色

(13.4) 旬、郎はIif.部から内均 して立ち上が 茶色粒やや多い 良好

2563 K-3 土師器 模倣高好、 (8.0) 旬、口縁部を外反させた椀形、裾 磨滅のため不明。 待'0.5-1.0

部は「ハJ'{:状に聞く。 栂色

(13.0) 可、部はやや九味を帯びた成部から 茶色村やや多い 良灯 裾部筏9.0cm

2583 )-3 1師器 模倣高杯 (7.0) 緩やかに湾曲してLl縁結で前立。 磨滅のため不明。 径0.5-1.0

裾部は「ハJ字状。 符色

14.7 均、郎は稜を干iし、rl縁部はやや内 外耐はミガキ調整。 砂粒徹術 良好 似部任1O.0cm

5502 K-4 土師器 高年 (11.0) 管気味に立ち lーがる。裾部は「ハ 待0.5 外面に汁UIE。

J ''f'状。空制部は向い。 ぞE色

13.3 般大筏はH同部中伎にあり 、九味の 砂粒やや多い 良H

4972 8-8 1師器 蛍 19.4 ある!正部から球胴形を虫し、'IJi部 崎械のため不明。 径0.5-5.0

で緩やかに外反して立ち 卜がるo 特色

2630- Jif.部からl古線的にやや出lいて占ち 外向は縦仙のハケメ、ト人J砂粒やや多い 良好

2670 H-4 士帥器 智i 卜がる也胴形。 面は繍 斜fすのハケメ。 符0.5-3.0

10.5 明前褐色

断面は台形状で、比較的小刻。先 A、色粒少量 良H

4982 8-8 土師器 (把手) 端が斜め上hへ引き出きれている 府滅のため不明。 径0.5

浅黄符色

断曲!はfi形状で、比較的小型。先 時着、色粒少量 良好

4711.1 C-9 土師器 (把手) 端が斜め 十万へ引き1'1¥されている 磨滅のためィ、叩l。 筏0.5-1.0

1長員宿色

断面は台形状。 砂粒多い 良好

4711.2 C-9 1師器 (抱手) 瞬滅のため不明。 径0.3-1.0

浅黄稽色

(12.0) 全体が半円球状を豆し、天井部と 砂粒少量 良好 ヘラ記号「井J

ω69 排水溝 須恵器 土不葦 4.7 ロ縁部の境と端部内面に沈線が施 磨滅のため不明。 待0.5-1.0

され、 rl縁部は東直に下りる。 灰色

(12.0) 弓張り状の底部から稜を有し、ロ 黒砂粒少量 良好

ω70 排水i膏 :1師器 模倣勾、身 4.0 縁部で僚かに件l傾している。 府滅のため不明。 径0.2-1.0

~色



付表土器観察表

法量 (cm)

番号 出土地点 種別 器種 口径 形態 調整方法 胎土 焼成 備考

器高 (径=mrn) 色調

底径

(114) やや丸味のあるつ張り状のj底部地、 黒茶色粒少量 良好

6071 排水溝 土師器 模倣杯身 5.0 ら稜を有し、口縁部で僅かに内傾 磨滅のため不明。 筏0.2-J.3 

している。 ぞE色

(12.4) 平底の底部から僅かな稜を有し、 赤色粒やや多い 良n
ω72 排水溝 士師器 刻、身 3.8 r1縁部は直線的にやや聞く。 府減のため不明。 径0.2-10

栂色

(12.8) 半Pl球状に底部から 1'1縁部まで立 外闘はミガキが施きれて 赤色粒やや多い 良好

ω73 排水溝 土師器 杯身 4.8 ち上がり、端部は細〈尖っている いる c 径0.1-15

にぷい糧色

杯 10.3 直線的に聞きながら立ち 上がり、 黒茶色粒 良~I

ω74 排水溝 土師器 (口縁部) 11縁部で直立から内傾気味となっ 謄減のため不明。 径0.5-10

ているo 栂色

高年 直線的に開きながら鰍部で「ハJ 砂粒やや多い 良好 械部推定径9.0cm

ω75 排水溝 土師器 (胸部) 字状を -~ し、外に引き Ili している 磨滅のため不明。 径0.2-1.5 残存部の器高6.0cm

にぶい庖色

高杯 直線的に下りて長脚となる。空洞 空洞部にヘラ削り痕。 砂粒やや多い 良好 嬢令部得3.5cm

6076 排水溝 1師器 (脚部) 郎は高い。 径0.3-0.7

符色

18.6 腕郎は緩やかに内憎して、 ~~Bが 外而lま斜 ・縦j，):のハケメ 砂粒少量 良好

ω77 排水溝 土師器 受 r < J字状を量し、直線的に聞き 内面は横イすのハケメ。 径0.5-2.0

立ち上がる。 淡宿色

10.5 般大径は口縁部に有 り、底部はJL外面は縦f立のやや粗いハ 砂粒少量 良H 胸部トfすの器墜は

ω78 排水溝 土師器 受 底に近く、直胴形。 E良部で弱い「 ケメ。 径0.5-5.0 l.Ocrnとやや厚い。

< J字状。口縁部で直立気味。 桓色

聾 平成の底部からほぼ直線的に立ち 胴部外出は縦斜位のハ 砂粒やや多い 良好

ω79 排水溝 土師器 (底部~ 「がり直胴形を呈していると思わ ケメが部で格T状に施 t手0.2-3.0
胴部下半) れる。 きれる。 にぷい戯宿色

27.0 ほほ直線的に斜めに「ハ」字状に 外面は斜j>iのハケメ。 砂粒少量 良好 把手部律3.5cm

ω80 排水溝 土師器 逆鉢形の蓋 12.5 聞き、 11縁結で僅かに外反してい 後0.5-10

る。 符色

高台Je手付 32.7 1正郎から直線的に逆「ハ」寸'状に 砂粒やや多い 良好 高台径16.3cm

ω81 排水溝 土師器 鉢形土器 19.0 聞いて立ちトーがり、口縁部で肥}'1磨滅のためィ、別。 {予0.5-3.0

(仮称) させ端部は外傾。 ぞE色

25.5 直』同形で、口縁部で僅かに内管気 胸部外面は縦位のハケメ A、色ね多い 良釘

ω82 排水溝 土師器 骨五 28.4 味となり 、端部をやや細〈尖らせ 内聞は横{立のハケメ。 筏0.5-2.0

10.0 る。 把手は角状。 賞特色

(9.4) 弓張り状の!正部から短い仁l縁部へ 外劇のへラ削りは狭い。 砂粒徴且 良好 推定最大径11.4叩

ω83 K4-TP 須恵器 杯身 と立ち 上がっている。 内面は同転ナデ調整。 t辛0.5
灰色

(12.0) やや丸味を帯びた底部からi膏州し 底部の外面に指頭痕。 砂粒やや多い 良n
ω84 K4-TP 土師器 旬、 4.3 て立ち上がり、 u縁却をi官立気味 径0.5-1.5

にして端部を尖らせる o 燈色

-12-



付表土器観察表

3.奈良・平安時代の土器観察表

法畳 (cmJ

昏号 Hi土地点 種別 2品種 口{手 形態 調整方法 胎土 焼成 備考

器商 (径=mm) 色調

成待

碗 4'11まから大きく聞いて庁ち上がる 外出はヘラ削りの後にナ 黒色粒微量 良好

47∞ 第9号土坑 須恵器 (底部) と恩われる。高台部は僅かに作り デ調整、内閣はナデ調壁。 径0.2-1.0

7.8 出している。 灰白色

碗 (16.5) ロ縁部は大きく聞き、端部は丸め 砂粒少量 良好

4708 第9号上坑 須曹、器 (口縁部) ている。 謄滅のため不明。 径0.5

灰白色

鉢 平底に「ハ」宇状の高台。胴部は 列ト耐はヘラ削り、高台部 砂粒微量 良好

1070 第6号i. 須恵器 (底部) 直線的に斜めに聞き立ち仁がる。 はナデ調整、内面は(L)の 主辛口.5-1.0

7.7 ヘラ削りにナデ調整。 灰白色

(12.6) 弓張り状の天井部から口縁部をほ 天井部の外面はヘラ削り 砂粒少量 良好

4828 第9号溝 須恵器 何、蓋 3.2 ぼ垂直に下ろし、天井部とrJ縁部 内耐はナヂ調整に指頭痕 径0.5-1.0

境には何も施していない。 が認められる。 灰色

15.4 平底に断面iが台形状の高台、胴部 砂粒少量 良好 高台径7.4cm

4833 第9号j茸 陶器 山茶椀 6.2 は緩やかに内卸して聞き、口唇部 磨滅のため不明。 径0.5-1.0

にかけて外反、端部を踊1<丸める。 灰白色

12.2 平底の「ハJ字状の断面の高台を 底部の外面には岡転糸切 砂粒鰍密 良灯 高台部!fi;え:径7.6cm

4832 第9号満 灰理由陶器 高tiイナ碗 3.8 付けている。 り痕。 径0.5-1.0

灰白色

(16.6) 径2.8cmの射平な宝珠状のつまみが 砂粒少量 良好

3463 H-4 須恵器 使倣I平蓋 4.3 付き、天井部は弓張り状。端部を叩 磨滅のため不明。 径0.5

瞭に折り曲げ受部を作る。 灰色

杯車E 径3.1cmの扇平な宝珠状のつまみが 天井部は同心円のヘラ削 砂粒微量 良好

2667 H-4 須芳、器 (天井都) 付〈。 り。 径0.5-1.0

灰色

径3.0cmの扇平な宝珠状のつまみが 内面1は渦巻き状のナヂ調 砂粒鰍術 良好

1718 1-4 須恵器 土干=葺 付く。 整、外面はヘラ削り。 後0.5-2.0

灰白色

勾二身 平成から僅かに内卸して大きく関 良H

4334 D-7 須恵器 (底部) いて立ち上がる。 謄滅のため不明。 精製

(4.4) 以内色

J;j、身 平成の1If;郎から内閣ザ気味に立ち上 砂粒徴量 良好

3751 F-6 須恵器 (底部) っているo 磨滅のため不明。 律0.5-2.0

4.0 灰白色

椀 '1'底の底部に僅かに薄い高台が付 良灯

3560 C-8 須恵器 (1.ま郎) いている。 磨滅のため不明。 精製

以 íl~

182 14.0 底部は平成で、仁l縁部が外傾して 砂粒やや多い 良好

236 E-8 須恵器 高台付杯 3.8 聞き気味の箱形杯部に「ハ」字状 磨滅のため不明。 径0.5-1.0

に聞く荷台が付く。 灰白色

(14.4) 底部から口縁部にかけての周闘lは 内外面ともにナデ調整。 砂粒鰍密 良好

1088 1-4 須忠器 尚ii付旬、身 4.3 緩やかで丸味を .~I ぴ、端部は丸め 径0.5

(10.8) ている。高台は断面が四角形。 l天白色

底部から緩やかに丸味を帯びて立 内外耐ともにナデ剥明書。 砂粒微量 良釘 高台推定径9.8cm

1763 1-4 須恵器 高台付杯身 ち上がっている。高台は断面が四 待0.5-1.0

角形でやや高くなっている。 灰白色

高台付杯身 胴部へは緩やかに聞いて立ち十が 砂粒敏密 良好 高台Jfi'Ji2符5.5cm

1083 1-4 須恵器 (J底部) っている。高台は「ハJ'i状に開 盟理滅のため不明。 径0.5

き端部を丸めている。 灰白色

高台H杯 三千1If;の底部から緩やかに聞いて立 I!l;部外耐はヘラ削り、他 砂粒少量 良好 高台推定径8日cm

698 F-7 1Ji.粕陶器 (底部) トがっている。高台は「ハ」字を はナデ調整。 径0.5-1.0

押しつぶしたように付いている。 灰白色

碗 平成の底部は器畦が1.0閣とやや厚 外面は静11ヘラ削り後高 砂粒微量 良灯 高台部径6.8cm

3557 C-8 須忠器 (lIf;郎) し、。 台を付け、後に凶転ナデ 径0.5-2.0

調盤、内面は1寧なナデ。 以内色

碗 高台は断耐が凶角形を豆し「ハ」 外聞はヘラ切り未調繋で 砂粒微量 良好 向台部径9.2cm

2360 J-2 須恵器 (底部) 字状に関〈。 ヘラ削り、内面は渦巻き t手0.5-1.0

状のヘラ削りにナデ調整。 灰白色

高杯 ほほ直線的に卜りて裾部で「ハ」 内外面にヘラ削りにナデ 砂粒少量 良好 接合部径1O.0cm

4826 D-7 須恵器 (胸部) 千状に開き、端部は三角形。 調整。外耐にはノタ目、 径0.2-0.3

ヘラ記号。 灰白色

司、
d



付表土器観察表

it量(Cm)

番号 tI'.土地点 種別 器栂 口4手 形態 調整方法 胎土 焼成 備考

器商 (径=mm) 色調

成径

高杯 僚かに内管気味に下りて裾郎で「 外耐は副転のへラ削りに 砂粒微量 良好 銀合結径4.0cm

4968 8-6 須恵器 (胸部) ハ」字状に開く。 ナデ調整、内面は絞り状 径0.5-1.0

のヘラ削りにナヂ調整。 灰白色

1739 短頚膏 』阿部は偏球状に立ち上古川、頭部 胸部の1/3下半までヘラ削 砂粒微量 良灯 J¥1ii.:般大径20.0cm

1740 1-3 -4 須恵器 (類部~ で直立している。 り、腕郎中位にはノタ目。 径0.5-2.0 胴部上位に自然粕

1785他 胴部) !五円色

(11.0) 平成に断面が台形の高台がHき、 胴部は内外出ともにヘラ 砂粒少量 良好

2220 }-3 須恵器 有蓋短頚管 14.6 胴部は直線的に立ち上がる。口縁 削りにナデ調整。 径0.5-1.0

13.6 部は短〈直立して端部を内傾。 灰色

頭部は緩やかに外反し、胴部卜半 接合部はナデ調整によっ 砂"縦密 良H 頭部接合部符5.8cm

2688 1-4 須恵器 短頚蛍 は直立気味に立ち上がり、屑部で て丁寧に{I上げられてい 径0.5 』同郎最大往16.0cm

風間lし内傾して緩やかに立ち kる る。 灰円色

長!lIi蛍 緩やかに外反して立ち上がってい 外面iはナヂ調整、内耐は 砂粒繊干許 良好 鋭部径5.5cm

4318 8-7 須恵器 (頚部) る。 ヘラ削りにナヂ調整。 4平0.5-1.0 内外面に白然納

灰白色

長頭筆 直線的に開きながら立ち k古川、 』岡部の1/3にヘラ削旬、 k 砂校級密 良H 判1::定般人径16.0cm

24 K-3 須E宮、器 (胴部) 胴部上位の最大径で湾曲してM~-ß 半にはノタ同。 径0.5-1.0

へ内傾している。 以内色

査 平底の底部から緩やかに内卸して 砂粒少量 良好 胴部器星E

1534 J-4 須~器 (底部) 立ち 上がる。高台部は断蘭が四角 磨滅のため不明。 径0.5-1.0 0.9-1.3cm 

{U~ 形で、やや聞き気味に付けている。 灰白色

18.6 頚部は直線的に聞いて立ち上がり 砂粒少量 良H 頭部桜合部f半

2218 }-3 須恵器 広[1蛍 rl縁部でやや大きく外民、端部を 踏滅のため不明。 径0.5-1.0 9.7cm 

丸める。同部は緩やかに干がる。 以内色

指り鉢 平J~のl底部から直線的に聞いて立 底都外而はヘラ削りの後 砂粒少量 良好

2257 0-4 須曹、器 (n底部) ち上がる。 ナデ調整。指頭痕有り。 径0.5-2.0

11.3 灰白色

1473 (12.6) やや丸味を帯びた底部から直線的 胸部外面は1/2ド平にヘラ 砂粒多い 良好

1474 K-3 須恵器 短星画室E 16.0 に立ち上がり、周部で球状に内傾 削り、上半にナデ調繋e 筏0.5-3.0

14761-也 し、頭部~口縁部は r< J字状。 以内色

聾 (12.4) !lIi部-rr縁部にかけて直線的に開 砂粒微量 良好 珂郎に白然草由

540 L-2 須恵務 (口縁部) いて立ち「がり、口縁部トに沈線 磨滅のため不明。 t手0.5-1.0

を 1:tA施して稜状にしている。 灰白色

九成と恩われる底部から胸部巾位 胸部卜 :y.はタタキuにナ 砂t!L級審 良H 制吉日J¥1ii.:転入符

1478 K-3 須恵器 蔓 に最大径を持ち球形状に立ち上が デ謝野、上半はヘラ削り 後0.5-1.0 25.8cm 

る。 内面は斜iv:のヘラ削り。 以内色

受 i有線的に内傾して立ち上がり、!lIi外耐にタタキ目。 砂粒繊荷 良好 !lii~~推定径 17 .2cm

2245 J-2 須恵器 (刷部作f) 部で r< J字状。 {辛0.5-1.0

I/d1色

4 .その他の土器観察表

法量 (cm)

番号 出土地点 種別 器種 口径 形態 調整方法 胎土 焼成 備考

器高 (径=mm) 色調

底t苧

断面形状は丸味を帯ぴた台形。 砂粒微量 良好

989 第5号 ピット 土師器 (把手) 磨滅のため不明。 径0.5-1.0

府オリープ灰色

女性を検していると思われる。 砂粒少量 良好 残仰の長 ~8. 1 cm I 
823 8-7 土製人形 磨滅のため不明。 径0.5-2.0

明黄褐色

-14ー
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